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1

出題内容
1月27日、1月28日、2月2日、2月3日に実施した前期日程、2
月16日に実施した中期日程、3月10日に実施した後期日程の計6回の
解答方法は、すべてマーク式です。問題は〔Ⅰ〕文脈に合う意味内容
の語句を選択する問題、〔Ⅱ〕長文読解、〔Ⅲ〕英文言い換え問題、
〔Ⅳ〕会話文を用いた空欄補充問題、〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つ
の英文を意味の通る順序に並び替える問題、〔Ⅵ〕論理性を把握する
問題、〔Ⅶ〕文法問題、〔Ⅷ〕発音問題です。すべての日程を通じて問
題形式、問題数、および難易度はほぼ例年どおりです。

出題のねらい
〔Ⅰ〕約200～250語の英文を読んで、空欄に適切な語句を補うもので

す。全体の内容および前後関係が把握できていれば解答できます。
〔Ⅱ〕長文読解は、いくつかの段落からなる500語前後の英文に7つの

設問で構成されています。全体の要旨が正しく把握できている
か、また細部も正確に読み取れているかを問う問題です。使用
している英単語は、すべて高校で学習する語彙に含まれるもの
です。

〔Ⅲ〕このパートは、与えられた英文とほぼ同じ意味のものを選択肢
の中から選び出す問題です。問題文、選択肢とも高校の学習範
囲内の簡単な英文です。すべての選択肢が文法的に正しい文で
すが、動詞の意味、時制、態などの点で問題文とは意味が異
なっているものがあります。

〔Ⅳ〕会話文を扱った問題では、会話の状況を正確につかみとる必要
があります。会話によく見られる定型表現に関する知識や、会
話の流れから判断して、正しい答えを選ぶことを求めています。

〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つの英文を意味の通る適切な配列に並
び替える問題です。全体の要旨を理解し、接続詞や代名詞に注
意しながら論理的に英文を並び替える必要があるため、オール
ラウンドな内容把握力と文章構成力を試すのが狙いです。

〔Ⅵ〕与えられた数行の文章を読み、空所を適切な選択肢で埋める問
題です。内容の論理的なつながりを把握し、空所に入る文が全
体の中でどのような役割・機能を持っているかを考える力を試
すことが目的です。

〔Ⅶ〕文法の基礎知識をみるために、語順、時制、助動詞、前置詞、
比較、否定、疑問文、不定詞、動名詞、分詞、仮定法、接続詞、
受動態、関係節、文構造などの基本的文法事項に関する知識を
幅広く問う問題です。

〔Ⅷ〕発音は単語における母音・子音の発音の知識があるかを測る問
題です。2022年度入試より、「語彙の意味に関する問題」に変更
します。

結果を振り返って
〔Ⅰ〕と〔Ⅱ〕の読解問題では語彙の知識だけではなく、全体の流
れをとらえているかが問われますが、本文中に出てきた語彙にとらわ
れすぎて間違った選択肢を選んでいる解答がありました。〔Ⅳ〕の会
話文では、口語表現の習熟度の低さが目立ちました。〔Ⅶ〕と〔Ⅷ〕
は、中学校・高校6年間の英語の授業で既習と思われる文法・発音を
テストするものです。ほとんどの受験者が基本時制や語順を理解して
いましたが、副詞の位置や意味、前置詞の用法、特に句動詞に関する
理解が不足しているために、多くの間違いがありました。選択肢を注
意深く検討せずに、急いで解答してしまったために起きたと思われる
間違いも見受けられました。

アドバイス
〔Ⅰ〕～〔Ⅷ〕は英語の理解力を試すものです。各パートへの対策
として最もよい方法は、できるだけ多くの英語を読み、さまざまなス
タイルの英語に慣れておくことです。入試対策の問題集だけでなく、
本・映画・歌など「自然な英語」に触れることが、高得点へつながり
ます。
〔Ⅰ〕ほとんどの設問は前後の文脈を理解すれば正しく解答できます

が、全体の流れを理解しなければ解答できないものもあります。
例えば、1月28日の 6 や2月16日の 6 などはその典型的な例
です。

〔Ⅱ〕長文読解の問題は、長文の一部に答えがあるものと、全体から
判断・類推しなければならないものとがあります。1月27日の
7 は前者、12は後者の例です。いずれにしても、長文問題で
は、全体の流れをつかむようにすることが大切です。

〔Ⅲ〕語彙、語法、文法などの総合的な英語力が試されるパートです。
一つひとつの単語だけではなく、文章の全体的な意味を理解す
るようにしましょう。例えば、1月28日14を参照してください。

〔Ⅳ〕会話文の問題には、話の流れに沿ったものが多くあります。会
話の中身と状況を考えましょう。また、会話特有の表現にも気
をつけましょう。これにはコミュニケーション英語の授業など
が役に立つでしょう。選択肢はすべて文法的に正しいものです
が、前後の文脈を考えると正解は一つしかありません。例えば、
2月2日の19がそれに当たります。

〔Ⅴ〕文を正しい順序に並べ替える問題では、接続詞や文中の代名詞、
冠詞などに注意すると文章の構造がわかりやすいでしょう。た
だし、並べ替える4つの英文のうち、どれが最初（または最後）
の文であるかを決めてしまうよりも、まずはどの文がどの文の
直前（または直後）に来るべきかの部分的な検討から始めた方
がよいでしょう。“First”、“Finally” などで始まる文であって

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系・理系 共通）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）

大

問

Ⅰ 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6）
Ⅱ 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7）
Ⅲ 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4）
Ⅳ 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8）
Ⅴ 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2）
Ⅵ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）
Ⅶ 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15）
Ⅷ 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 英語一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式

英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

1

出題内容
1月27日、1月28日、2月2日、2月3日に実施した前期日程、2
月16日に実施した中期日程、3月10日に実施した後期日程の計6回の
解答方法は、すべてマーク式です。問題は〔Ⅰ〕文脈に合う意味内容
の語句を選択する問題、〔Ⅱ〕長文読解、〔Ⅲ〕英文言い換え問題、
〔Ⅳ〕会話文を用いた空欄補充問題、〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つ
の英文を意味の通る順序に並び替える問題、〔Ⅵ〕論理性を把握する
問題、〔Ⅶ〕文法問題、〔Ⅷ〕発音問題です。すべての日程を通じて問
題形式、問題数、および難易度はほぼ例年どおりです。

出題のねらい
〔Ⅰ〕約200～250語の英文を読んで、空欄に適切な語句を補うもので

す。全体の内容および前後関係が把握できていれば解答できます。
〔Ⅱ〕長文読解は、いくつかの段落からなる500語前後の英文に7つの

設問で構成されています。全体の要旨が正しく把握できている
か、また細部も正確に読み取れているかを問う問題です。使用
している英単語は、すべて高校で学習する語彙に含まれるもの
です。

〔Ⅲ〕このパートは、与えられた英文とほぼ同じ意味のものを選択肢
の中から選び出す問題です。問題文、選択肢とも高校の学習範
囲内の簡単な英文です。すべての選択肢が文法的に正しい文で
すが、動詞の意味、時制、態などの点で問題文とは意味が異
なっているものがあります。

〔Ⅳ〕会話文を扱った問題では、会話の状況を正確につかみとる必要
があります。会話によく見られる定型表現に関する知識や、会
話の流れから判断して、正しい答えを選ぶことを求めています。

〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つの英文を意味の通る適切な配列に並
び替える問題です。全体の要旨を理解し、接続詞や代名詞に注
意しながら論理的に英文を並び替える必要があるため、オール
ラウンドな内容把握力と文章構成力を試すのが狙いです。

〔Ⅵ〕与えられた数行の文章を読み、空所を適切な選択肢で埋める問
題です。内容の論理的なつながりを把握し、空所に入る文が全
体の中でどのような役割・機能を持っているかを考える力を試
すことが目的です。

〔Ⅶ〕文法の基礎知識をみるために、語順、時制、助動詞、前置詞、
比較、否定、疑問文、不定詞、動名詞、分詞、仮定法、接続詞、
受動態、関係節、文構造などの基本的文法事項に関する知識を
幅広く問う問題です。

〔Ⅷ〕発音は単語における母音・子音の発音の知識があるかを測る問
題です。2022年度入試より、「語彙の意味に関する問題」に変更
します。

結果を振り返って
〔Ⅰ〕と〔Ⅱ〕の読解問題では語彙の知識だけではなく、全体の流
れをとらえているかが問われますが、本文中に出てきた語彙にとらわ
れすぎて間違った選択肢を選んでいる解答がありました。〔Ⅳ〕の会
話文では、口語表現の習熟度の低さが目立ちました。〔Ⅶ〕と〔Ⅷ〕
は、中学校・高校6年間の英語の授業で既習と思われる文法・発音を
テストするものです。ほとんどの受験者が基本時制や語順を理解して
いましたが、副詞の位置や意味、前置詞の用法、特に句動詞に関する
理解が不足しているために、多くの間違いがありました。選択肢を注
意深く検討せずに、急いで解答してしまったために起きたと思われる
間違いも見受けられました。

アドバイス
〔Ⅰ〕～〔Ⅷ〕は英語の理解力を試すものです。各パートへの対策
として最もよい方法は、できるだけ多くの英語を読み、さまざまなス
タイルの英語に慣れておくことです。入試対策の問題集だけでなく、
本・映画・歌など「自然な英語」に触れることが、高得点へつながり
ます。
〔Ⅰ〕ほとんどの設問は前後の文脈を理解すれば正しく解答できます

が、全体の流れを理解しなければ解答できないものもあります。
例えば、1月28日の 6 や2月16日の 6 などはその典型的な例
です。

〔Ⅱ〕長文読解の問題は、長文の一部に答えがあるものと、全体から
判断・類推しなければならないものとがあります。1月27日の
7 は前者、12は後者の例です。いずれにしても、長文問題で
は、全体の流れをつかむようにすることが大切です。

〔Ⅲ〕語彙、語法、文法などの総合的な英語力が試されるパートです。
一つひとつの単語だけではなく、文章の全体的な意味を理解す
るようにしましょう。例えば、1月28日14を参照してください。

〔Ⅳ〕会話文の問題には、話の流れに沿ったものが多くあります。会
話の中身と状況を考えましょう。また、会話特有の表現にも気
をつけましょう。これにはコミュニケーション英語の授業など
が役に立つでしょう。選択肢はすべて文法的に正しいものです
が、前後の文脈を考えると正解は一つしかありません。例えば、
2月2日の19がそれに当たります。

〔Ⅴ〕文を正しい順序に並べ替える問題では、接続詞や文中の代名詞、
冠詞などに注意すると文章の構造がわかりやすいでしょう。た
だし、並べ替える4つの英文のうち、どれが最初（または最後）
の文であるかを決めてしまうよりも、まずはどの文がどの文の
直前（または直後）に来るべきかの部分的な検討から始めた方
がよいでしょう。“First”、“Finally” などで始まる文であって

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系・理系 共通）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）

大

問

Ⅰ 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6）
Ⅱ 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7）
Ⅲ 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4）
Ⅳ 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8）
Ⅴ 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2）
Ⅵ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）
Ⅶ 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15）
Ⅷ 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 英語一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式

英

語

2

も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について

1／26（ 3 科目型）

8 8 8 8 8 8

6 6 6 6 6 6

1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）1／29（ 2 科目型） 3／10（ 2 科目型）

出題内容
　１月26日、１月27日、１月28日、１月29日、４回実施した前
期日程、２月16日に実施した中期日程、３月１０日に実施した後期日
程の計６回の試験で、解答方法はすべてマーク式です。問題は〔Ⅰ〕文
脈に合う意味内容の語句を選択する問題、〔Ⅱ〕長文読解、〔Ⅲ〕英文言
い換え問題、〔Ⅳ〕会話文を用いた空欄補充問題、〔Ⅴ〕与えられた英文
に続く４つの英文を意味の通る順序に並び替える問題、〔Ⅵ〕論理性を
把握する問題、〔Ⅶ〕文法問題、〔Ⅷ〕語彙問題です。すべての方式を通
じて問題形式、問題数、および難易度はほぼ例年どおりです。

出題のねらい
〔Ⅰ〕約200～250語の英文を読んで、空欄に適切な語句を補うもの

です。全体の内容および前後関係が把握できていれば正解できる
ものばかりです。

〔Ⅱ〕長文読解は、いくつかの段落からなる500語前後の英文に７つの
設問が付いています。全体の要旨が正しく把握できているか、ま
た細部も正確に読み取れているかを問う問題です。使用している
英単語は、すべて高校で学習する語彙に含まれるものです。

〔Ⅲ〕このパートは、与えられた英文とほぼ同じ意味のものを選択肢の
中から選び出す問題です。問題文、選択肢ともに高校の学習範囲
内の簡単な英文です。すべての選択肢が文法的に正しい文ですが、
動詞の意味、時制、態などの点で問題文とは意味が異なっている
ものがあります。

〔Ⅳ〕会話文を扱った問題では、会話の状況を正確につかみとる必要が
あります。会話によく見られる定型表現に関する知識や、会話の
流れから判断して、正しい答えを選ぶことを求めています。

〔Ⅴ〕与えられた英文に続く４つの英文を意味の通る適切な配列に並び
替える問題です。全体の要旨を理解し、接続詞や代名詞に注意し
ながら論理的に英文を並び替える必要があるため、オールラウン
ドな内容把握力と文章構成力を試すのが狙いです。

〔Ⅵ〕与えられた数行の文章を読み、空所を適切な選択肢で埋める問題
です。内容の論理的なつながりを把握し、空所に入る文が全体の
中でどのような役割・機能を持っているかを考える力を試すこと
が目的です。

〔Ⅶ〕文法の基礎知識を見るために、語順、時制、助動詞、前置詞、比較、
否定、疑問文、不定詞、動名詞、分詞、仮定法、接続詞、受動態、
関係節、文構造などの基本的文法事項に関する知識を幅広く問う
問題です。

〔Ⅷ〕これは語彙の問題で、単語の意味や関連する単語の知識があるか
を測ります。

結果を振り返って
　〔Ⅰ〕と〔Ⅱ〕の読解問題では語彙の知識だけではなく、全体の流れ
をとらえているかが問われますが、本文中に出てきた語彙にとらわれす
ぎて間違った選択肢を選んでいる受験者がいました。〔Ⅳ〕の会話文で
は、口語表現の習熟度の低さが目立ちました。〔Ⅶ〕と〔Ⅷ〕は、中学校・
高校６年間の英語の授業で既習と思われる文法・語彙をテストするもの
です。ほとんどの受験者が基本時制や語順を理解していましたが、副詞
の位置や意味、前置詞の用法、特に句動詞に関する理解が不足している
ために、多くの間違いがありました。選択肢を注意深く検討せずに、急
いで解答してしまったために起きた間違いもありました。

アドバイス
　〔Ⅰ〕～〔Ⅷ〕は英語の理解力を試すものです。各パートへの対策と
して最もよい方法は、できるだけ多くの英語を読み、さまざまなスタイ
ルの英語に慣れておくことです。入試対策の問題集だけでなく、本・映画・
歌など「自然な英語」に触れることが、高得点へつながります。
〔Ⅰ〕ほとんどの設問は前後の文脈を理解すれば正しく解答できますが、

全体の流れを理解しなければ解答できないものもあります。例え
ば、１月26日の（６）や3月10日の（６）などはその典型的
な例です。

〔Ⅱ〕長文読解の問題は、長文の一部に答えがあるものと、全体から判
断・類推しなければならないものとがあります。１月27日の（７）
は前者、（12）は後者の例です。いずれにしても、長文問題では、
全体の流れをつかむようにすることが大事です。

〔Ⅲ〕語彙、語法、文法などの総合的な英語力が試されるパートです。
一つひとつの単語だけではなく、文章の全体的な意味を理解する
ようにしましょう。例えば２月16日の（15）を参照してください。

〔Ⅳ〕会話文の問題には、話の流れに沿ったものが多くあります。会話
の中身と状況を考えましょう。また、会話特有の表現にも気をつ
けましょう。これにはオーラルコミュニケーションの授業などが
役に立つでしょう。選択肢はすべて文法的に正しいものです。し
かし、前後の文脈を考えると正解は一つしかありません。例えば、
1月28日の（24）がそれに当たります。

〔Ⅴ〕文を正しい順序に並べ替える問題では、接続詞や文中の代名詞、
冠詞などに注意すると文章の構造がわかりやすいでしょう。ただ
し、並べ替える４つの英文のうち、どれが最初（または最後）の
文であるかを決めてしまうよりもまず、どの文がどの文の直前（ま
たは直後）に来るべきかの部分的な検討から始めた方がよいでしょ
う。“First”、“Finally”などを含む文であっても最初または最後の
位置にならない時もあるので、全体の流れを考慮しながら解答し
てください。例えば、2月16日の（27）を参照してください。
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出題内容
1月27日、1月28日、2月2日、2月3日に実施した前期日程、2
月16日に実施した中期日程、3月10日に実施した後期日程の計6回の
解答方法は、すべてマーク式です。問題は〔Ⅰ〕文脈に合う意味内容
の語句を選択する問題、〔Ⅱ〕長文読解、〔Ⅲ〕英文言い換え問題、
〔Ⅳ〕会話文を用いた空欄補充問題、〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つ
の英文を意味の通る順序に並び替える問題、〔Ⅵ〕論理性を把握する
問題、〔Ⅶ〕文法問題、〔Ⅷ〕発音問題です。すべての日程を通じて問
題形式、問題数、および難易度はほぼ例年どおりです。

出題のねらい
〔Ⅰ〕約200～250語の英文を読んで、空欄に適切な語句を補うもので

す。全体の内容および前後関係が把握できていれば解答できます。
〔Ⅱ〕長文読解は、いくつかの段落からなる500語前後の英文に7つの

設問で構成されています。全体の要旨が正しく把握できている
か、また細部も正確に読み取れているかを問う問題です。使用
している英単語は、すべて高校で学習する語彙に含まれるもの
です。

〔Ⅲ〕このパートは、与えられた英文とほぼ同じ意味のものを選択肢
の中から選び出す問題です。問題文、選択肢とも高校の学習範
囲内の簡単な英文です。すべての選択肢が文法的に正しい文で
すが、動詞の意味、時制、態などの点で問題文とは意味が異
なっているものがあります。

〔Ⅳ〕会話文を扱った問題では、会話の状況を正確につかみとる必要
があります。会話によく見られる定型表現に関する知識や、会
話の流れから判断して、正しい答えを選ぶことを求めています。

〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つの英文を意味の通る適切な配列に並
び替える問題です。全体の要旨を理解し、接続詞や代名詞に注
意しながら論理的に英文を並び替える必要があるため、オール
ラウンドな内容把握力と文章構成力を試すのが狙いです。

〔Ⅵ〕与えられた数行の文章を読み、空所を適切な選択肢で埋める問
題です。内容の論理的なつながりを把握し、空所に入る文が全
体の中でどのような役割・機能を持っているかを考える力を試
すことが目的です。

〔Ⅶ〕文法の基礎知識をみるために、語順、時制、助動詞、前置詞、
比較、否定、疑問文、不定詞、動名詞、分詞、仮定法、接続詞、
受動態、関係節、文構造などの基本的文法事項に関する知識を
幅広く問う問題です。

〔Ⅷ〕発音は単語における母音・子音の発音の知識があるかを測る問
題です。2022年度入試より、「語彙の意味に関する問題」に変更
します。

結果を振り返って
〔Ⅰ〕と〔Ⅱ〕の読解問題では語彙の知識だけではなく、全体の流
れをとらえているかが問われますが、本文中に出てきた語彙にとらわ
れすぎて間違った選択肢を選んでいる解答がありました。〔Ⅳ〕の会
話文では、口語表現の習熟度の低さが目立ちました。〔Ⅶ〕と〔Ⅷ〕
は、中学校・高校6年間の英語の授業で既習と思われる文法・発音を
テストするものです。ほとんどの受験者が基本時制や語順を理解して
いましたが、副詞の位置や意味、前置詞の用法、特に句動詞に関する
理解が不足しているために、多くの間違いがありました。選択肢を注
意深く検討せずに、急いで解答してしまったために起きたと思われる
間違いも見受けられました。

アドバイス
〔Ⅰ〕～〔Ⅷ〕は英語の理解力を試すものです。各パートへの対策
として最もよい方法は、できるだけ多くの英語を読み、さまざまなス
タイルの英語に慣れておくことです。入試対策の問題集だけでなく、
本・映画・歌など「自然な英語」に触れることが、高得点へつながり
ます。
〔Ⅰ〕ほとんどの設問は前後の文脈を理解すれば正しく解答できます

が、全体の流れを理解しなければ解答できないものもあります。
例えば、1月28日の 6 や2月16日の 6 などはその典型的な例
です。

〔Ⅱ〕長文読解の問題は、長文の一部に答えがあるものと、全体から
判断・類推しなければならないものとがあります。1月27日の
7 は前者、12は後者の例です。いずれにしても、長文問題で
は、全体の流れをつかむようにすることが大切です。

〔Ⅲ〕語彙、語法、文法などの総合的な英語力が試されるパートです。
一つひとつの単語だけではなく、文章の全体的な意味を理解す
るようにしましょう。例えば、1月28日14を参照してください。

〔Ⅳ〕会話文の問題には、話の流れに沿ったものが多くあります。会
話の中身と状況を考えましょう。また、会話特有の表現にも気
をつけましょう。これにはコミュニケーション英語の授業など
が役に立つでしょう。選択肢はすべて文法的に正しいものです
が、前後の文脈を考えると正解は一つしかありません。例えば、
2月2日の19がそれに当たります。

〔Ⅴ〕文を正しい順序に並べ替える問題では、接続詞や文中の代名詞、
冠詞などに注意すると文章の構造がわかりやすいでしょう。た
だし、並べ替える4つの英文のうち、どれが最初（または最後）
の文であるかを決めてしまうよりも、まずはどの文がどの文の
直前（または直後）に来るべきかの部分的な検討から始めた方
がよいでしょう。“First”、“Finally” などで始まる文であって

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系・理系 共通）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）

大

問

Ⅰ 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6）
Ⅱ 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7）
Ⅲ 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4）
Ⅳ 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8）
Ⅴ 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2）
Ⅵ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）
Ⅶ 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15）
Ⅷ 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 英語一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式

英

語

2

も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について
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（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）
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以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
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il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
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dis appear → disappear
mis place → misplace
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post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
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英語の語彙範囲について

1

出題内容
1月27日、1月28日、2月2日、2月3日に実施した前期日程、2
月16日に実施した中期日程、3月10日に実施した後期日程の計6回の
解答方法は、すべてマーク式です。問題は〔Ⅰ〕文脈に合う意味内容
の語句を選択する問題、〔Ⅱ〕長文読解、〔Ⅲ〕英文言い換え問題、
〔Ⅳ〕会話文を用いた空欄補充問題、〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つ
の英文を意味の通る順序に並び替える問題、〔Ⅵ〕論理性を把握する
問題、〔Ⅶ〕文法問題、〔Ⅷ〕発音問題です。すべての日程を通じて問
題形式、問題数、および難易度はほぼ例年どおりです。

出題のねらい
〔Ⅰ〕約200～250語の英文を読んで、空欄に適切な語句を補うもので

す。全体の内容および前後関係が把握できていれば解答できます。
〔Ⅱ〕長文読解は、いくつかの段落からなる500語前後の英文に7つの

設問で構成されています。全体の要旨が正しく把握できている
か、また細部も正確に読み取れているかを問う問題です。使用
している英単語は、すべて高校で学習する語彙に含まれるもの
です。

〔Ⅲ〕このパートは、与えられた英文とほぼ同じ意味のものを選択肢
の中から選び出す問題です。問題文、選択肢とも高校の学習範
囲内の簡単な英文です。すべての選択肢が文法的に正しい文で
すが、動詞の意味、時制、態などの点で問題文とは意味が異
なっているものがあります。

〔Ⅳ〕会話文を扱った問題では、会話の状況を正確につかみとる必要
があります。会話によく見られる定型表現に関する知識や、会
話の流れから判断して、正しい答えを選ぶことを求めています。

〔Ⅴ〕与えられた英文に続く4つの英文を意味の通る適切な配列に並
び替える問題です。全体の要旨を理解し、接続詞や代名詞に注
意しながら論理的に英文を並び替える必要があるため、オール
ラウンドな内容把握力と文章構成力を試すのが狙いです。

〔Ⅵ〕与えられた数行の文章を読み、空所を適切な選択肢で埋める問
題です。内容の論理的なつながりを把握し、空所に入る文が全
体の中でどのような役割・機能を持っているかを考える力を試
すことが目的です。

〔Ⅶ〕文法の基礎知識をみるために、語順、時制、助動詞、前置詞、
比較、否定、疑問文、不定詞、動名詞、分詞、仮定法、接続詞、
受動態、関係節、文構造などの基本的文法事項に関する知識を
幅広く問う問題です。

〔Ⅷ〕発音は単語における母音・子音の発音の知識があるかを測る問
題です。2022年度入試より、「語彙の意味に関する問題」に変更
します。

結果を振り返って
〔Ⅰ〕と〔Ⅱ〕の読解問題では語彙の知識だけではなく、全体の流
れをとらえているかが問われますが、本文中に出てきた語彙にとらわ
れすぎて間違った選択肢を選んでいる解答がありました。〔Ⅳ〕の会
話文では、口語表現の習熟度の低さが目立ちました。〔Ⅶ〕と〔Ⅷ〕
は、中学校・高校6年間の英語の授業で既習と思われる文法・発音を
テストするものです。ほとんどの受験者が基本時制や語順を理解して
いましたが、副詞の位置や意味、前置詞の用法、特に句動詞に関する
理解が不足しているために、多くの間違いがありました。選択肢を注
意深く検討せずに、急いで解答してしまったために起きたと思われる
間違いも見受けられました。

アドバイス
〔Ⅰ〕～〔Ⅷ〕は英語の理解力を試すものです。各パートへの対策
として最もよい方法は、できるだけ多くの英語を読み、さまざまなス
タイルの英語に慣れておくことです。入試対策の問題集だけでなく、
本・映画・歌など「自然な英語」に触れることが、高得点へつながり
ます。
〔Ⅰ〕ほとんどの設問は前後の文脈を理解すれば正しく解答できます

が、全体の流れを理解しなければ解答できないものもあります。
例えば、1月28日の 6 や2月16日の 6 などはその典型的な例
です。

〔Ⅱ〕長文読解の問題は、長文の一部に答えがあるものと、全体から
判断・類推しなければならないものとがあります。1月27日の
7 は前者、12は後者の例です。いずれにしても、長文問題で
は、全体の流れをつかむようにすることが大切です。

〔Ⅲ〕語彙、語法、文法などの総合的な英語力が試されるパートです。
一つひとつの単語だけではなく、文章の全体的な意味を理解す
るようにしましょう。例えば、1月28日14を参照してください。

〔Ⅳ〕会話文の問題には、話の流れに沿ったものが多くあります。会
話の中身と状況を考えましょう。また、会話特有の表現にも気
をつけましょう。これにはコミュニケーション英語の授業など
が役に立つでしょう。選択肢はすべて文法的に正しいものです
が、前後の文脈を考えると正解は一つしかありません。例えば、
2月2日の19がそれに当たります。

〔Ⅴ〕文を正しい順序に並べ替える問題では、接続詞や文中の代名詞、
冠詞などに注意すると文章の構造がわかりやすいでしょう。た
だし、並べ替える4つの英文のうち、どれが最初（または最後）
の文であるかを決めてしまうよりも、まずはどの文がどの文の
直前（または直後）に来るべきかの部分的な検討から始めた方
がよいでしょう。“First”、“Finally” などで始まる文であって

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系・理系 共通）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系・理系 共通）

大

問

Ⅰ 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6） 12点（2点×6）
Ⅱ 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7） 21点（3点×7）
Ⅲ 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4） 8点（2点×4）
Ⅳ 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8） 16点（2点×8）
Ⅴ 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2） 10点（5点×2）
Ⅵ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）
Ⅶ 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15） 15点（1点×15）
Ⅷ 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6） 6点（1点×6）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 英語一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式
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も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary
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〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉え
ましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解できたら、
選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設問は英語力
のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、1月28日の（30）
を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くある
ので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。“語
句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては２月

16日の（38）を参照してください。
〔Ⅷ〕問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第５版に載って

いる中学校学習語と高校学習語の合計約4,300語です。多くの問
題で、下線部とは逆の意味を持つ選択肢が1つあります。例とし
ては１月29日の（47）のceasesとbeginsを参照してくださ
い。このような反対語や関係のない語彙を排除し、最も意味が近
い語彙を選びます。
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一般選抜入試［前期日程］（1月27日）英語　文系・理系共通科目　80分

一般選抜入試［前期日程］（1月26日）英語　文系・理系共通科目　80分
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も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について

英

語

2

も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）英語　文系・理系共通科目　80分
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英

語

2

も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について

英

語

2

も最初または最後の位置にならない時もあるので、全体の流れ
を考慮しながら解答してください。例えば、3月10日の27を
参照してください。

〔Ⅵ〕文法問題ではなく、内容についての問題なので、話の流れを捉
えましょう。（ ）までの内容がほぼ読み取れ、論点が理解で
きたら、選ぶ答えは自ずと決まってくるはずです。この種の設
問は英語力のみならず、論理的判断力も必要です。例えば、2
月3日の30を参照してください。

〔Ⅶ〕ここでは高校生が理解すべき英語の文法に関する問題が多くあ
るので、それに関する教材をしっかり学習することが重要です。
“語句不要”の場合もあるので、注意してください。例としては

3月10日の46を参照してください。
〔Ⅷ〕発音問題に使われる語彙はすべてジーニアス英和辞典第5版に

載っている中学校学習語と高校学習語の合計約4，300語です。注
意すべき点は、同じ母音でも発音が異なる場合です。例として
は2月3日の50の flood（／flʌd／）とmoon（／mu ːn／）を参
照してください。発音に関しては、声に出して練習することが
とても大事です。
※［Ⅲ］は2022年度入試より「語彙の意味に関する問題」に変
更します。
入試ガイド2022および入試情報サイトで「語彙の意味に関する問
題」のサンプル問題を掲出していますので、参考にしてください。

本学の一般入試の志願者には、ジーニアス英和辞典第5版（大修館）に表記されている約4，300語（⁑⁑と⁑の語）の知識が要求されます。
⁑⁑ Ａランク 中学学習語，特に使用頻度の高い語 約1，150語
⁑ Ｂランク 高校学習語 約3，150語
* Ｃランク 大学生・社会人に必要な語 約5，300語
無印 Ｄランク その他の語 約74，650語

ただし、以下のような場合には、それ以外の語が含まれることもあります。
（1）約4，300語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」（以下の例を参照）
（2）文脈から語義が容易に理解できるもの
（3）外来語として英語から日本語に入っているもの（例：youth hostel 「ユースホステル」）
（4）約4，300語を結合してできた「複合語」（例：farmland）

接頭辞や接尾辞について
以下に英語で最もよく使われる接頭辞と接尾辞を列挙しました。これらの接頭辞と接尾辞が上記の約4，300語に付加される場合は「注」
なしで意味を理解することが求められます。

接頭辞
il / im / in / ir legal → illegal, convenient → inconvenient, responsible → irresponsible
de value → devalue
dis appear → disappear
mis place → misplace
non citizen → non-citizen
post graduate → post-graduate
pre war → prewar
re produce → reproduce
un tie → untie
anti freeze → antifreeze

接尾辞
able / ible notice → noticeable
acy private → privacy
al face → facial
ance / ence appear → appearance
ant immigrate → immigrant
dom wise → wisdom
en dark → darken
er provide → provider
ful hand → handful
hood adult → adulthood
ic harmony → harmonic
ical history → historical
ism tour → tourism
ist real → realist
ize special → specialize
less child → childless
ly body → bodily
ment manage → management
ness sleepy → sleepiness
ous mystery → mysterious
ship friend → friendship
tion civilize → civilization
ty/ ity national → nationality
y stick → sticky
ary legend → legendary

英語の語彙範囲について

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）英語　文系・理系共通科目　80分
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英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

35

出題内容
出題内容、テーマを、実施日別・大問別にまとめると以下のように
なります。
1／27：Ⅰ古代中世の文化史／Ⅱ近現代の政治史／Ⅲ近世の社会経済史
1／28：Ⅰ近世の政治史／Ⅱ近現代の文化史／Ⅲ古代中世の社会経済史
2／2：Ⅰ近世の文化史／Ⅱ古代中世の社会経済史／Ⅲ近現代の政治史
2／16：Ⅰ近現代の社会経済史／Ⅱ古代・中世の政治史／Ⅲ近世の文化史
3／10：Ⅰ近現代の社会経済史／Ⅱ近世の政治史／Ⅲ古代・中世の文化史
このように、全試験日で、古代から現代まで、全時代・全分野にわ
たって出題しています。特定の時代、特定の分野に偏った出題になる
ことはありません。出題形式も全日程全問題とも4択のマーク式、配
点も各2点（×50問＝100点）で揃えています。
設問は、語句選択、正誤問題、関連語句選択問題、年代配列問題な
どで構成しています。
数問は難しい設問もありますが、高校の教科書に即した内容です。
全学部共通の入試問題という点も考慮し、オーソドックスでバランス
のとれた出題を心がけています。予備校などの受験関係者からも、本
学の日本史の入試問題は、標準的な良問が多いとの評価を受けていま
す。
近年、高校の日本史教育では、暗記科目からの脱却が図られていま
す。前年度から始まった大学入学共通テストも、リード文を工夫し、
地図・写真・史料・統計資料などを多用するなど、教育現場の変化に
対応した出題内容でした。本学入試でも、毎年、受験生に「考えさせ
る」入試問題になるように工夫しています。ただし、設問で回答を求
めていることは教科書に記載されている基本的な内容がほとんどです。
着実に勉強し、落ち着いて問題を熟読した皆さんには、特別難しくは
感じられなかったのではないかと思います。

出題のねらい
入学試験の目的は、受験生が、本学学生として4年間大学教育を受
けるにふさわしい学力があるかどうかを判定することです。出題に当
たっては、こうした観点から、歴史の大きな流れ、歴史事象の因果関
係を把握できているか、基礎的な事柄がきちんと理解できているか、
といった点を判定できるような問題の作成を意識しています。政治・
社会経済・文化などジャンルごとに長期的視野で知識を整理すること、
同時代的なジャンルを超えた横の繋がりを確認しておくことが必要で
す。つまり歴史の流れという縦の関係と、同時代という横の繋がりを
同時に整理しておくことが重要なのです。
また単に用語・人物名を知っているだけではなく、その用語や人物
に関連する知識を整理しておく必要もあります。ただし問われる内容
は、あくまでも教科書や用語集に記載されている内容であり、それを
逸脱するものではありません。

結果を振り返って
先に述べたように、本学の日本史では、全日程にわたって出題形
式・分野・配点などを統一しています。難易度についても同程度の問
題を出題するように努めています。
ただし、前年度に関しては、前期日程2月2日の平均点が低く、少
し難しかったようです。特に〔Ⅰ〕の近世の文化史の正答率が低調で
した。本学は、社会科学系の学部の受験生が多いこともあり、全体的
に、政治史・社会経済史と比較して、文化史の正答率が低く出る傾向
があります。
毎年のことですが、用語や人名等を問う問題に比べて、年代配列問
題や正誤問題の正答率は全体的に低くなります。年代配列問題に登場
する出来事、用語、人名は、皆さんが知っているものばかりだと思い
ます。しかし、それぞれの時代背景、因果関係、歴史の流れをしっか
り理解していないと、年代配列問題の正解にはたどり着けません。正
誤問題も、細かい知識の有無で正誤の判断が分かれるような出題はし
ないように心がけています。
史料問題も、1月27日〔Ⅲ〕、3月10日〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕などで出題して
います。ただし、使用されている史料は高校の日本史資料集に掲載さ
れている著名なものがほとんどです。情報の根源を追究することは歴
史学の基本です。しっかり学習してください。

アドバイス
一問一答式の問題集で用語・年号を丸暗記するような「詰め込み」
型の方法で獲得した知識は、すぐに抜け落ちてしまいます。また、頭
の中で整理できていないため、試験の際に、臨機応変に活用すること
ができません。
効率よく学習を進めたいのであれば、まずもって、日々の授業を
しっかりと受けることを心がけてください。教科書を繰り返し読んで
「歴史の流れ」を把握することも重要です。その上で、教科書を補完
するものとして、用語集や資料集、年表等も活用し、知識の幅を広げ
ていってください。文化史に関しては、図録などビジュアルな副教材
を参照する習慣をつけるのもポイントです。
さらに重要な事柄については、その内容も含めて正確に理解してお
く必要があります。その際、それらをばらばらに覚えるのではなく、
歴史の流れにそって、きちんと整理し、説明できるようにしておくこ
とが大切です。歴史の因果関係や、歴史の流れの中でそれらを位置づ
けられるように心がけてください。
先に述べたように、近年は、地図や写真、史料を用いての出題が一
般化しています。教科書に記載されているものを中心に、できるだけ
それらに慣れておくことも必要です。
問題に慎重に対処し、ミスをしないことが合格の必須条件です。時
間は十分にあるはずです。全問がマーク式ですから、漢字の誤りによ
る不正解はありません。それゆえ問われていることを正確に理解する
読解力が重要になってくるのです。

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15）
Ⅱ 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15）
Ⅲ 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点

講評 日本史一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式
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出題内容
出題内容、テーマを、実施日別・大問別にまとめると以下のように
なります。
1／27：Ⅰ古代中世の文化史／Ⅱ近現代の政治史／Ⅲ近世の社会経済史
1／28：Ⅰ近世の政治史／Ⅱ近現代の文化史／Ⅲ古代中世の社会経済史
2／2：Ⅰ近世の文化史／Ⅱ古代中世の社会経済史／Ⅲ近現代の政治史
2／16：Ⅰ近現代の社会経済史／Ⅱ古代・中世の政治史／Ⅲ近世の文化史
3／10：Ⅰ近現代の社会経済史／Ⅱ近世の政治史／Ⅲ古代・中世の文化史
このように、全試験日で、古代から現代まで、全時代・全分野にわ
たって出題しています。特定の時代、特定の分野に偏った出題になる
ことはありません。出題形式も全日程全問題とも4択のマーク式、配
点も各2点（×50問＝100点）で揃えています。
設問は、語句選択、正誤問題、関連語句選択問題、年代配列問題な
どで構成しています。
数問は難しい設問もありますが、高校の教科書に即した内容です。
全学部共通の入試問題という点も考慮し、オーソドックスでバランス
のとれた出題を心がけています。予備校などの受験関係者からも、本
学の日本史の入試問題は、標準的な良問が多いとの評価を受けていま
す。
近年、高校の日本史教育では、暗記科目からの脱却が図られていま
す。前年度から始まった大学入学共通テストも、リード文を工夫し、
地図・写真・史料・統計資料などを多用するなど、教育現場の変化に
対応した出題内容でした。本学入試でも、毎年、受験生に「考えさせ
る」入試問題になるように工夫しています。ただし、設問で回答を求
めていることは教科書に記載されている基本的な内容がほとんどです。
着実に勉強し、落ち着いて問題を熟読した皆さんには、特別難しくは
感じられなかったのではないかと思います。

出題のねらい
入学試験の目的は、受験生が、本学学生として4年間大学教育を受
けるにふさわしい学力があるかどうかを判定することです。出題に当
たっては、こうした観点から、歴史の大きな流れ、歴史事象の因果関
係を把握できているか、基礎的な事柄がきちんと理解できているか、
といった点を判定できるような問題の作成を意識しています。政治・
社会経済・文化などジャンルごとに長期的視野で知識を整理すること、
同時代的なジャンルを超えた横の繋がりを確認しておくことが必要で
す。つまり歴史の流れという縦の関係と、同時代という横の繋がりを
同時に整理しておくことが重要なのです。
また単に用語・人物名を知っているだけではなく、その用語や人物
に関連する知識を整理しておく必要もあります。ただし問われる内容
は、あくまでも教科書や用語集に記載されている内容であり、それを
逸脱するものではありません。

結果を振り返って
先に述べたように、本学の日本史では、全日程にわたって出題形
式・分野・配点などを統一しています。難易度についても同程度の問
題を出題するように努めています。
ただし、前年度に関しては、前期日程2月2日の平均点が低く、少
し難しかったようです。特に〔Ⅰ〕の近世の文化史の正答率が低調で
した。本学は、社会科学系の学部の受験生が多いこともあり、全体的
に、政治史・社会経済史と比較して、文化史の正答率が低く出る傾向
があります。
毎年のことですが、用語や人名等を問う問題に比べて、年代配列問
題や正誤問題の正答率は全体的に低くなります。年代配列問題に登場
する出来事、用語、人名は、皆さんが知っているものばかりだと思い
ます。しかし、それぞれの時代背景、因果関係、歴史の流れをしっか
り理解していないと、年代配列問題の正解にはたどり着けません。正
誤問題も、細かい知識の有無で正誤の判断が分かれるような出題はし
ないように心がけています。
史料問題も、1月27日〔Ⅲ〕、3月10日〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕などで出題して
います。ただし、使用されている史料は高校の日本史資料集に掲載さ
れている著名なものがほとんどです。情報の根源を追究することは歴
史学の基本です。しっかり学習してください。

アドバイス
一問一答式の問題集で用語・年号を丸暗記するような「詰め込み」
型の方法で獲得した知識は、すぐに抜け落ちてしまいます。また、頭
の中で整理できていないため、試験の際に、臨機応変に活用すること
ができません。
効率よく学習を進めたいのであれば、まずもって、日々の授業を
しっかりと受けることを心がけてください。教科書を繰り返し読んで
「歴史の流れ」を把握することも重要です。その上で、教科書を補完
するものとして、用語集や資料集、年表等も活用し、知識の幅を広げ
ていってください。文化史に関しては、図録などビジュアルな副教材
を参照する習慣をつけるのもポイントです。
さらに重要な事柄については、その内容も含めて正確に理解してお
く必要があります。その際、それらをばらばらに覚えるのではなく、
歴史の流れにそって、きちんと整理し、説明できるようにしておくこ
とが大切です。歴史の因果関係や、歴史の流れの中でそれらを位置づ
けられるように心がけてください。
先に述べたように、近年は、地図や写真、史料を用いての出題が一
般化しています。教科書に記載されているものを中心に、できるだけ
それらに慣れておくことも必要です。
問題に慎重に対処し、ミスをしないことが合格の必須条件です。時
間は十分にあるはずです。全問がマーク式ですから、漢字の誤りによ
る不正解はありません。それゆえ問われていることを正確に理解する
読解力が重要になってくるのです。

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15）
Ⅱ 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15） 30点（2点×15）
Ⅲ 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20） 40点（2点×20）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点

講評 日本史一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型） 3／10（ 2 科目型）

結果を振り返って
　本学の日本史問題は、全日程にわたって出題形式・分野・配点などを
統一しています。難易度についても同程度の問題を出題するように努め
ています。
　また、本学は社会科学系学部の受験生が多いこともあり、全体的に、
政治史・社会経済史と比較して、文化史の正答率が低く出る傾向があり
ます。一問一答式の暗記に終始せず、図説や資料集などの写真・図版と
照合しながら、各時代の文化を学ばれると理解も深まります。
　毎年のことはありますが、用語や人名等を問う問題に比べて、正誤問
題や年代配列問題などの正答率は全体的に低くなります。年代配列問題
に登場する出来事や用語、人名は、皆さんが知っているものばかりだと
思います。しかし、それぞれの時代背景、因果関係、歴史の流れをしっ
かり理解していないと、年代配列問題の正解にはたどり着けません。正
誤問題についても、細かい知識の有無で正誤判断が分かれる出題はしな
いように心がけています。
　史料問題も、1/26〔Ⅰ〕〔Ⅲ〕、1/27〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕、1/28〔Ⅱ〕、3/10〔Ⅲ〕
で出題しています。使用されている史料は、高等学校の日本史史料集に
掲載されている著名なものがほとんどです。史料を正確に読解すれば、
相応の知識がなくても解ける問題もあります。情報の根源を追究するこ
とは歴史学の基本です。しっかりと学習してください。

アドバイス
　一問一答式の問題集で用語・年号を丸暗記するような「詰め込み」型
の方法で獲得した知識はすぐに抜け落ちてしまいます。また、頭の中で
整理できていないため、試験の際に、臨機応変に活用することができま
せん。
　学力向上の最初の一歩は、高等学校における日々の授業をしっかりと
真面目に受けることです。また、教科書を繰り返し読み、「歴史の流れ」
を把握することも重要です。その上で、教科書の内容を補完するものと
して、用語集や資料集、年表等も活用し、知識の幅を広げていってくだ
さい。繰り返しますが、文化史に関しては、図説などのビジュアル的な
副教材を参照する習慣をつけるのもポイントです。
　さらに重要な事柄については、その内容も含めて正確に理解しておく
必要があります。その際、それらを個別に覚えるのではなく、歴史の流
れにそって、きちんと整理し、説明できるようにしておくことが大切で
す。歴史の因果関係を歴史の流れの中で位置づけられるように心がけて
ください。
　近年は、地図や写真、史料や絵画を用いての出題が一般化しています。
教科書に記載されているものを中心に、できるだけそれらに慣れ親しん
でおくことも必要です。試験会場では、問題に慎重に対処し、ミスをし
ないことが合格の必須条件です。　　
　時間は十分にあるはずです。全問がマーク式ですから、漢字の誤記な
どによる生じる不正解はありません。日本史に限ったことではありませ
んが、問われていることを正確に読解する習慣を身につけてください。

出題内容
　出題内容、テーマを、実施日別・大問別にまとめると以下のようにな
ります。
1/26：Ⅰ古代・中世の文化史／Ⅱ近現代の社会経済史／Ⅲ近世の政治史
1/27： Ⅰ近世の社会経済史／Ⅱ古代中世の政治史／Ⅲ近現代の文化史
1/28 ：Ⅰ近世の文化史／Ⅱ近現代の社会経済史／Ⅲ古代中世の政治史
2/16：Ⅰ古代中世の社会経済史／Ⅱ近現代の政治史／Ⅲ近世の文化史
3/10：Ⅰ近現代の社会経済史／Ⅱ古代中世の文化史／Ⅲ近世の政治史
　全試験日で、古代から現代まで、全時代・全分野にわたって出題して
います。特定の時代、分野に偏った出題になることはありません。出題
形式も全日程全問題とも４択のマーク式、配点も各２点（×50問＝
100点）で揃えています。
　設問は、語句選択、正誤問題、関連語句選択問題、年代配列問題など
で構成しています。数問は難しい設問もありますが、基本的に高等学校
の教科書に即した内容です。本学の場合、全学部共通の入試問題という
こともあって、オーソドックスでバランスのとれた出題を心がけていま
す。予備校などの受験関係者からも標準的な難易度で良問が多い、との
評価を受けています。
　近年、高等学校の日本史教育では、暗記科目からの脱却が図られてい
ます。令和３年度から始まった大学入試共通テストも、会話形式のリー
ド文の採用、地図・写真・史料・統計資料などの多用など、教育現場の
変化に対応した出題がなされています。本学の入試でも、史料の読解、
統計資料の分析などを取り入れ、思考力を要する入試問題になるように
工夫しています。ただし、設問で回答を求めていることは、教科書に記
載されている基本的な事項がほとんどです。着実に勉強し、落ち着いて
問題を熟読した受験生であれば十分に対応できたはずです。
　

出題のねらい (傾向 )
　入試の目的は、受験生が、本学学生として４年間にわたり、大学教育
を受けるのにふさわしい学力があるか否かを判定することです。こうし
た観点から、歴史の大きな流れ、歴史事象の因果関係を把握できている
か、基礎的な事柄がきちんと理解できているか、という点を判定できる
ように問題を作成しています。政治史・社会経済史・文化史のジャンル
ごとに長期的視野で知識を整理しておくこと、同時代的なジャンルを超
えた横の繋がりを確認しておくことが必要です。つまり歴史の流れとい
う縦の関係と、同時代という横の繋がりを同時に整理しておくことが重
要なのです。
　また単に用語・人物名を知っているだけではなく、その用語や人物に
関連する知識を整理しておく必要もあります。ただし問われる内容は、
あくまでも教科書や用語集に記載されている内容であり、それを逸脱す
るものではありません。
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〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

日
本
史
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〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）日本史　文系科目　60分

一般選抜入試［前期日程］（1月26日）日本史　文系科目　60分
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〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

日
本
史

36

〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）日本史　文系科目　60分

一般選抜入試［前期日程］（1月26日）日本史　文系科目　60分

36



一般選抜入試［前期日程］（1月27日）日本史　文系科目　60分

3710

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）物理　理系科目　80分

一般選抜入試［前期日程］（1月26日）物理　理系科目　80分

119



日
本
史

36

〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

日
本
史
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〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）日本史　文系科目　60分
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〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

日
本
史

36

〔Ⅰ〕 古代・中世の文化に関する図書館での学習風景を描いた次の文章ⅰ～ⅲを読み，

下線部①～⑮について，それぞれ後の設問を読み，最も適当な答えを一つずつ選

び，その番号を解答欄にマークせよ。

ⅰ 先生「今日の日本史の授業は，図書館で調べものをします。Ａ班は文学，Ｂ

班は美術，Ｃ班は芸能について，それぞれ教科書に出てきて関心をもっ

たものを，より詳しく調べてください。調べ方でわからないことがあっ

たら，私か司書さんに聞いてください」

春子「私たちは文学ね。すみません，古代・中世の文学の本は，どのへんに

ありますか？」

司書「図書館の本はジャンルごとに分けて並べているのよ。日本の文学だと

日本十進分類法では910。左奥の方ね」

春子「ありがとう。行ってみます。……このあたりね。あっ，911には日本の

詩歌，
①
『万葉集』，

②
『古今和歌集』，

③
『新古今和歌集』など，教科書に出てき

たものがいろいろ並んでいるわ」

夏美「その先の913は，日本の物語や小説みたいよ。
④
『伊勢物語』や

⑤
『源氏物語』，

それから（ ⑥ ）などの
⑦
軍記物語も並んでいるわ」

設 問

① 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに対応する歌人ａ～ｄの組み合わせ

として正しいものを答えよ。

Ｘ：奈良時代の女性歌人の歌がおさめられている。

Ｙ：貧窮問答歌の作者である。

ａ 大伴坂上郎女 ｂ 推古天皇 ｃ 柿本人麻呂 ｄ 山上憶良

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

日 本 史
② 下線部②の秘伝である古今伝授を整え，宗祇に伝えた室町時代の歌人を答

えよ。

1．紀貫之 2．西 行 3．東常縁 4．藤原俊成

③ 下線部③の編者である藤原定家の日記を答えよ。

1．『十六夜日記』 2．『玉 葉』

3．『小右記』 4．『明月記』

④ この作品の主人公は在原業平がイメージされている。次のうち，彼と同じ

六歌仙に含まれる人物を答えよ。

1．大伴家持 2．小野小町 3．空 海 4．光孝天皇

⑤ この作品に関する説明として，次の文，Ｘ・Ｙは，それぞれ正しいか，

誤っているか。その正誤の組み合わせとして，正しいものを答えよ。

Ｘ：作者は和泉式部である。

Ｙ：成立時期は，10世紀の中頃である。

1．Ｘ：正 Ｙ：正 2．Ｘ：正 Ｙ：誤

3．Ｘ：誤 Ｙ：正 4．Ｘ：誤 Ｙ：誤

⑥ ここにあてはまる南北朝時代を扱った作品を答えよ。

1．『元亨釈書』 2．『太平記』 3．『太閤記』 4．『保元物語』

⑦ 下線部に関して，『陸奥話記』が扱っている戦いとその戦いの時期の組み合

わせとして，正しいものを答えよ。

1．坂上田村麻呂の蝦夷征討，9世紀後半

2．承平・天慶の乱，10世紀前半

3．前九年の役（合戦），11世紀後半

4．源頼朝の奥州平泉攻撃，12世紀後半

ⅱ 先生「Ｂ班は美術でしたね。調査は進んでいますか」

花菜「はい。まずは708にある日本美術全集から見ています。これは，大きく

て重いですが，写真がいっぱいあるので楽しいです」

飛鳥「古い時代の美術は，
⑧
仏教関係が多いなあ」

風子「正倉院には日本だけでなく外国からもたらされたものもあるようだけ

ど，（ ⑨ ）は，髪や衣服に日本のヤマドリの羽を使っていたことから，

日本製だということがわかったんだって。すごいね」

月美「平安時代以後，
⑩⑪
絵巻や

⑫
肖像画・書道で新しい動きが出てきますね」

設 問

⑧ 下線部に関連して，次のＡ～Ｃの仏像について，制作時期が古いものから

時代順に正しく配列されているものを答えよ。

Ａ 東大寺南大門金剛力士像

Ｂ 教王護国寺講堂不動明王像

Ｃ 薬師寺金堂薬師三尊像

1．Ａ→Ｃ→Ｂ 2．Ｂ→Ｃ→Ａ 3．Ｃ→Ａ→Ｂ 4．Ｃ→Ｂ→Ａ

⑨ あてはまる作品を答えよ。

1．玉虫厨子 2．天寿国繍帳

3．鳥毛立女屛風 4．薬師寺吉祥天像

⑩ 下線部に関して，『伴大納言絵巻』が描いている事件を答えよ。

1．安和の変 2．応天門の変 3．薬子の変 4．承和の変

⑪ 下線部に関して，菅原道真の生涯と死後の怨霊話などを描いた作品を答え

よ。

1．『石山寺縁起絵巻』 2．『春日権現験記』

3．『北野天神縁起絵巻』 4．『信貴山縁起絵巻』

⑫ 下線部に関して述べた次の文，Ｘ・Ｙに最も関係の深い語句ａ～ｄの組み

合わせとして正しいものを答えよ。

Ｘ：禅宗では，修行を終えた弟子に師匠の肖像画が与えられる。

Ｙ：尊円入道親王が創始し，のちの御家流につながった。

ａ 頂 相 ｂ 似 絵 ｃ 青蓮院流 ｄ 土佐派

1．Ｘ－ａ Ｙ－ｃ 2．Ｘ－ａ Ｙ－ｄ

3．Ｘ－ｂ Ｙ－ｃ 4．Ｘ－ｂ Ｙ－ｄ

ⅲ 先生「Ｃ班は芸能でしたね。おもしろいことは見つかりましたか」

秋生「はい。芸能は幅が広いですね。ＣＤやＤＶＤの付いた本があったので，

僕はこれで昔の音楽や芸能を体感しようと思います」

冬美「わたしは，雅楽は日本の伝統的な音楽だと思っていましたが，ルーツ

をさぐると，中国や朝鮮半島の音楽や踊りの影響を受けたことがわかり，

びっくりしました」

先生「そうだね。ところで，雅楽で使われる楽器はわかりますか」

冬美「わたしは，『平家物語』を語る際に使われる（ ⑬ ）は見たことがあり

ます」

先生「あなたも何か発見したみたいですね」

太郎「僕は，今は日本の代表的な伝統芸能とされる
⑭
能や狂言が，室町時代に

成立したもので，しかも最初は人々に受け入れられていなかったことに

驚きました」

先生「そうだね。新しい文化はすぐにはなかなか受け入れられないね。能は

室町幕府3代将軍の
⑮
足利義満が支援したんだよね」

1月27日実施分 文系科目 60分

1 2

3 4

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）日本史　文系科目　60分

一般選抜入試［前期日程］（1月28日）日本史　文系科目　60分
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英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて
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出題内容
本学の世界史は、高校世界史で学ぶ時代と地域から幅広く出題する
ことを意図しています。基本的な問題を中心に、教科書の内容に沿っ
た出題をしています。一見、難しく見える問題であったとしても、教
科書を十分に理解していれば解答できるように工夫しています。また、
政治史、経済史、文化史、思想史など、多くの分野から幅広く、偏り
なく出題しています。それは、この多様性こそ、世界史という科目の
大きな特徴だからです。特定の地域や時代に限定して出題するという
ことはありません。
さらに、本学の世界史の特徴として、地理に関する問題が出される
ことがあります。前年度は地図上の位置そのものについて問うことは
ありませんでしたが、重要な事件・事項に関わる地理的な位置を理解
しているかを問うています。難しい地名を問うことはありません。大
学で学ぶにあたって基本的に知っておいてほしい知識を問うています。
また、大問［Ⅴ］では、文化史に関する正誤問題を中心に出題してい
ます。
出題形式は、大問が5題、各大問に小問が10題、合計で50問です。
また、全ての日程で同じ形式の問題を出題しています。出題水準も、
全ての日程で同じになるように配慮しています。大問［Ⅰ］－［Ⅴ］は
すべて4択でした。1問あたり2点の配点です。決して特別な受験勉
強をする必要はなく教科書をマスターすれば正答に到達できる問題で
す。

出題のねらい
教科書の内容を中心として、歴史の流れを大きく理解することが、
もっとも大切です。世界史は単に丸暗記しただけでは対応できないよ
うな内容を出題するようにしています。
受験生には、歴史の時代（時間軸に沿った流れ）だけではなく、あ
る時代の他の地域の歴史（平面・立体的な広がり）を把握してほしい
と考えています。この種の問題への対策は、本学の受験のために必要
です。それは歴史学が、時代（＝時間の中の動き）と地域（＝その空
間的広がり）を学ぶ学問だからです。毎年必ず地理に関する問題を出
題するようにしているのはそのためです。勉強する時は、歴史地図を
片手に理解を進めるようにしてください。しかし、受験生のなかには
地理的問題を苦手とする人が多いように思われます。特に難しい地域
や地名を出すことはありませんので、世界史でよく出てくる地域や都
市は覚えるようにしておいてください。どの地域で何が起こったのか
ということがわかれば、世界史の学習は一段と確実に、そして楽しく
なるはずです。
また、世界史では、できるだけたくさんの地域を出題するようにし
ています。偏りなく学習することを怠らないでください。

結果を振り返って
今年も、古代から近現代まで、各地域について幅広い問題を出題し
ました。政治史、経済史、文化史、思想史など、すべての分野の問題
が出題されました。これも例年のことですが、地理と文化史、そして
現代史の問題が苦手な受験生が多かったように思います。
地理の問題が苦手だということは、1月28日の［Ⅰ］－Ｇの正答率
が26．6％と低いことからもわかります。この問題は古代中国の秦が建
国された地域に関する基本的な問いです。また、同日の［Ⅲ］－Ｇの
「ジプチ」も同様ですが、45．9％と比較的に低率でした。アフリカの
ようなあまり馴染みのない地域については、なおさら地理的な確認が
必要です。時代の流れだけなら掴めても、それに地理的な広がりが加
わった問題を出すと途端に正答率が低くなるように感じています。し
かし、このような問題こそ世界史が問うべき問題だと考えていますの
で、このような点は、しっかりと勉強するようにしておいてください。
同じ時代の他地域にどういうことがあったのかということを知ってい
ると、事件が単独に起こったのではなく、空間的な広がりの中で発生
したことがわかります。これは受験生が苦手な点でもあるのですが、
逆にそれを克服すると、合格に近づきます。
さらに、文化史を苦手とする受験生が多かったことは、1月27日の

［Ⅴ］－Ｇの正答率も43．7％しかなかったことからもわかります。ルネ
サンス期の絵画の歴史は、西洋史の中の基本的な知識として重要です
から、しっかり確認しておくことが必要です。また、3月10日の
［Ⅴ］－Ｄの正答率は40．5％しかありませんでした。文学史としても特
に特殊な内容ではなく、中国文化の流れを文学者の名前とともに覚え
ることは受験生には必須であるにもかかわらず、できなかった受験生
が多くいました。よく耳にする作者などは、日頃からチェックしてお
いてください。3月10日の［Ⅳ］－Ｆも文化史に関わる問題ですが、
31．1％と低い正答率でした。「インド文化」の東南アジアに対する影
響ですが、このような大きなテーマについてはまとめて整理しておく
ことが理解を助けます。
重要な人物や事件の内容を単に暗記するだけでなく、その内容を
しっかり把握することは非常に重要です。1月28日の［Ⅱ］－Ａの
「ニコライ2世」についての出題、2月16日の［Ⅲ］－Ｉの第二次大戦
後の中東について問う「エジプト」を選ぶ問題などは、それぞれ非常
に基本的な事柄についての理解を問うものですが、それぞれ40．4％、
38．6％と低い正答率でした。基本的な問題を出題していますので、
しっかり学習すれば解けるはずです。もう少し幅広い学習をすれば、
間違いなく解けた問題が不正答である受験生が少なからず見受けられ
ました。

アドバイス
平均点60点台を目標にして問題を作成しています。難問・奇問を避
け、できるだけ基本的な問題を出題するようにしています。教科書の
範囲は、決して逸脱しないようにしています。まず、教科書をしっか
りと理解するようにしてください。ある地域の歴史を縦に学習するだ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅱ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅲ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅳ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅴ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点

講評 世界史一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式
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出題内容
本学の世界史は、高校世界史で学ぶ時代と地域から幅広く出題する
ことを意図しています。基本的な問題を中心に、教科書の内容に沿っ
た出題をしています。一見、難しく見える問題であったとしても、教
科書を十分に理解していれば解答できるように工夫しています。また、
政治史、経済史、文化史、思想史など、多くの分野から幅広く、偏り
なく出題しています。それは、この多様性こそ、世界史という科目の
大きな特徴だからです。特定の地域や時代に限定して出題するという
ことはありません。
さらに、本学の世界史の特徴として、地理に関する問題が出される
ことがあります。前年度は地図上の位置そのものについて問うことは
ありませんでしたが、重要な事件・事項に関わる地理的な位置を理解
しているかを問うています。難しい地名を問うことはありません。大
学で学ぶにあたって基本的に知っておいてほしい知識を問うています。
また、大問［Ⅴ］では、文化史に関する正誤問題を中心に出題してい
ます。
出題形式は、大問が5題、各大問に小問が10題、合計で50問です。
また、全ての日程で同じ形式の問題を出題しています。出題水準も、
全ての日程で同じになるように配慮しています。大問［Ⅰ］－［Ⅴ］は
すべて4択でした。1問あたり2点の配点です。決して特別な受験勉
強をする必要はなく教科書をマスターすれば正答に到達できる問題で
す。

出題のねらい
教科書の内容を中心として、歴史の流れを大きく理解することが、
もっとも大切です。世界史は単に丸暗記しただけでは対応できないよ
うな内容を出題するようにしています。
受験生には、歴史の時代（時間軸に沿った流れ）だけではなく、あ
る時代の他の地域の歴史（平面・立体的な広がり）を把握してほしい
と考えています。この種の問題への対策は、本学の受験のために必要
です。それは歴史学が、時代（＝時間の中の動き）と地域（＝その空
間的広がり）を学ぶ学問だからです。毎年必ず地理に関する問題を出
題するようにしているのはそのためです。勉強する時は、歴史地図を
片手に理解を進めるようにしてください。しかし、受験生のなかには
地理的問題を苦手とする人が多いように思われます。特に難しい地域
や地名を出すことはありませんので、世界史でよく出てくる地域や都
市は覚えるようにしておいてください。どの地域で何が起こったのか
ということがわかれば、世界史の学習は一段と確実に、そして楽しく
なるはずです。
また、世界史では、できるだけたくさんの地域を出題するようにし
ています。偏りなく学習することを怠らないでください。

結果を振り返って
今年も、古代から近現代まで、各地域について幅広い問題を出題し
ました。政治史、経済史、文化史、思想史など、すべての分野の問題
が出題されました。これも例年のことですが、地理と文化史、そして
現代史の問題が苦手な受験生が多かったように思います。
地理の問題が苦手だということは、1月28日の［Ⅰ］－Ｇの正答率
が26．6％と低いことからもわかります。この問題は古代中国の秦が建
国された地域に関する基本的な問いです。また、同日の［Ⅲ］－Ｇの
「ジプチ」も同様ですが、45．9％と比較的に低率でした。アフリカの
ようなあまり馴染みのない地域については、なおさら地理的な確認が
必要です。時代の流れだけなら掴めても、それに地理的な広がりが加
わった問題を出すと途端に正答率が低くなるように感じています。し
かし、このような問題こそ世界史が問うべき問題だと考えていますの
で、このような点は、しっかりと勉強するようにしておいてください。
同じ時代の他地域にどういうことがあったのかということを知ってい
ると、事件が単独に起こったのではなく、空間的な広がりの中で発生
したことがわかります。これは受験生が苦手な点でもあるのですが、
逆にそれを克服すると、合格に近づきます。
さらに、文化史を苦手とする受験生が多かったことは、1月27日の

［Ⅴ］－Ｇの正答率も43．7％しかなかったことからもわかります。ルネ
サンス期の絵画の歴史は、西洋史の中の基本的な知識として重要です
から、しっかり確認しておくことが必要です。また、3月10日の
［Ⅴ］－Ｄの正答率は40．5％しかありませんでした。文学史としても特
に特殊な内容ではなく、中国文化の流れを文学者の名前とともに覚え
ることは受験生には必須であるにもかかわらず、できなかった受験生
が多くいました。よく耳にする作者などは、日頃からチェックしてお
いてください。3月10日の［Ⅳ］－Ｆも文化史に関わる問題ですが、
31．1％と低い正答率でした。「インド文化」の東南アジアに対する影
響ですが、このような大きなテーマについてはまとめて整理しておく
ことが理解を助けます。
重要な人物や事件の内容を単に暗記するだけでなく、その内容を
しっかり把握することは非常に重要です。1月28日の［Ⅱ］－Ａの
「ニコライ2世」についての出題、2月16日の［Ⅲ］－Ｉの第二次大戦
後の中東について問う「エジプト」を選ぶ問題などは、それぞれ非常
に基本的な事柄についての理解を問うものですが、それぞれ40．4％、
38．6％と低い正答率でした。基本的な問題を出題していますので、
しっかり学習すれば解けるはずです。もう少し幅広い学習をすれば、
間違いなく解けた問題が不正答である受験生が少なからず見受けられ
ました。

アドバイス
平均点60点台を目標にして問題を作成しています。難問・奇問を避
け、できるだけ基本的な問題を出題するようにしています。教科書の
範囲は、決して逸脱しないようにしています。まず、教科書をしっか
りと理解するようにしてください。ある地域の歴史を縦に学習するだ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅱ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅲ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅳ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）
Ⅴ 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10） 20点（2点×10）

合 計 100点 100点 100点 100点 100点

講評 世界史一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型） 3／10（ 2 科目型）

出題内容
　本学の世界史は、高等学校の世界史で学ぶ時代と地域から幅広く出題
することを意図しています。基本的な問題を中心に、教科書の内容に沿っ
た出題をしています。難しそうな問題であったとしても、教科書を十分
に理解していれば解答できるように工夫されています。また、政治史、
経済史、文化史、思想史など、多くの分野から幅広く、偏りなく出題さ
れています。それは、この多様性こそ、世界史という科目の大きな特徴
だからです。特定の地域や時代に限定して出題するということはありま
せん。いずれも大学で学ぶにあたって基本的に知っていてほしい知識を
出題しています。
　さらに、本学の世界史の特徴に地理に関する問題が出されることがあ
げられます。これは重要な事件・事項に関わる地理的な位置を理解して
いるかを尋ねています。難しい地名を聞くことはありません。また、大
問［Ⅴ］では、文化史を中心に正誤問題を出題しています。
　出題形式としては、５日間とも大問が5つで、各大問に小問が10題
ずつあり、合計で50題になります。毎年・毎回、同じ形式の問題が出
されており、どの日に受験しても同じ形式です。出題水準も、5回とも
同じになるように配慮されています。大問［Ⅰ］～［Ⅴ］はすべて4択
になっています。1問あたり2点の配点です。決して特別な受験勉強を
する必要はなく、教科書をマスターすれば正答に到達できる問題となる
ようにしています。

出題のねらい
　教科書の内容を中心として、歴史の流れを大きく理解することが、もっ
とも大切です。世界史は単に丸暗記しただけでは対応できないような内
容を出題するようにしています。
　受験生には、歴史の時代（時間軸に沿った流れ）だけではなく、ある
時代の他の地域の歴史（平面・立体的な広がり）を把握してほしいと考
えています。この種の問題への対策は、本学の受験のために必要です。
それは歴史学が、時代（＝時間の中の動き）と地域（＝その空間的広がり）
の中での変化を学ぶ学問だからです。毎年必ず地理に関する問題を出題
するようにしているのはそのためです。勉強する時は、歴史地図を片手
に、地名と場所をしっかり一致させるようにしておいてください。
　受験生のなかには地理的問題を苦手とする人も少なからずいるようで
す。けれども、本学の世界史では特に難しい地域や地名を出すことはあ
りません。ですから、教科書に出てくる地域や都市は憶えるようにして
おいてください。どの地域で何が起こったのかということがわかれば、
世界史の学習は一段と確実に、そして楽しくなるはずです。また、本学
の世界史では、できるだけたくさんの地域を出題するようにしています。
偏りなく学習することを怠らないでください。

結果を振り返って
　今年も、古代から近現代まで、各地域について幅広い問題を出題しま
した。政治史、経済史、文化史、思想史など、すべての分野の問題が出
題されました。例年のことですが、地理と文化史、そして現代史の問題
を苦手とする受験生が多かったように思います。
　地理の問題を苦手としている人が多いことは、1月28日出題の「バ
ビロン」に関する［Ⅲ］-Bの正答率が35.9％、2月16日出題の「キ
エフ」に関する［Ⅲ］-Bの正答率が26.7％、と低かったことからもわ
かります。主要な都市については、必ず地理的な確認をするようにして
ください。また、時代の流れだけならつかめても、それに地理的な広が
りが加わった問題を出すと、とたんに正答率が低くなる傾向があります。
同じ時代の他地域でどのようなことがあったのかということを知ってい
ると、事件が単独に起こったのではなく、空間的な広がりの中で発生し
たことがわかります。これは受験生が苦手な点でもあるのですが、逆に
それを克服すると、合格に近づきます。
　文化史を苦手とする人も多く、特に今年度は全日程を通じて、文化史
を中心に出題する大問［Ⅴ］が大問［Ⅰ］～［Ⅳ］に比べて正答率が低く、
正答率が50％未満のものがかなり見受けられました。文化史について
は、作品名と作者名を覚えるだけでなく、その内容についても整理して
おく必要があります。毎年、同じような形式で出題されますので、文化
史が特に苦手な人は、しっかりと過去問に取り組むとよいでしょう。
　現代史に関する問題を苦手とする人も多く、1月27日出題の「ド=
ゴール」に関する［Ⅲ］-Jの正答率は32.2％、3月10日出題の「ヨーロッ
パ共同体（EC）」に関する［Ⅳ］-Cの正答率は40.0％でした。基本的
な問題を出題していますので、しっかり学習すれば解けるはずです。古
代史から現代史まで、幅広い学習をするよう心がけてください。余力が
あれば、日頃から国際関係のニュース等にも注意を払うとよいでしょう。　

アドバイス
　平均点60点台を目標にして問題を作成しています。難問・奇問を避
け、できるだけ基本的な問題を出題し、教科書の範囲から逸脱しないよ
うにしています。まず、教科書をきちんと理解するようにしてください。
そして、ある地域の歴史を縦に学習するだけではなく、同時代の他地域
はどういう状況だったのかを絶えず考えながら学習するようにしてくだ
さい。それが合格の秘訣だと思います。
　既に述べたように、毎年、地理、文化史、現代史を苦手とする受験生
が多いようです。この三分野が苦手だと感じている人は、この分野につ
いて重点的に学習するようにしておいてください。繰り返しになります
が、難問・奇問は出していませんので、まず教科書を仕上げるという勉
強法が何よりも大切だと考えて、世界史の勉強に取り組むことをおすす
めします。
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けではなく、同時代の他地域はどういう状況だったのかを絶えず考え
ながら学習するようにしてください。それが、合格の秘訣だと思って
います。
繰り返しになりますが、毎年、地図、文化史、思想史、現代史を苦
手とする受験生が多いようです。この四分野については、特に重点的
に学習するようにしておいてください。難問を出しているとは考えて
いないのですが、この分野が苦手だと感じている人には、特にそうい
う学習をおすすめします。地理に関する問題に対処できるよう、しっ
かりと地名と場所を一致させるようにしておいてください。問題作成
の段階で、教科書の範囲を決して逸脱することがないように心がけて
います。まず教科書を仕上げるという勉強法が、何よりも大切だと考
えて、世界史の勉強をしてください。
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けではなく、同時代の他地域はどういう状況だったのかを絶えず考え
ながら学習するようにしてください。それが、合格の秘訣だと思って
います。
繰り返しになりますが、毎年、地図、文化史、思想史、現代史を苦
手とする受験生が多いようです。この四分野については、特に重点的
に学習するようにしておいてください。難問を出しているとは考えて
いないのですが、この分野が苦手だと感じている人には、特にそうい
う学習をおすすめします。地理に関する問題に対処できるよう、しっ
かりと地名と場所を一致させるようにしておいてください。問題作成
の段階で、教科書の範囲を決して逸脱することがないように心がけて
います。まず教科書を仕上げるという勉強法が、何よりも大切だと考
えて、世界史の勉強をしてください。

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）世界史　文系科目　60分
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イギリス人植民者は，（ 　f 　）な

どでタバコプランテーションを経営した。一方，オランダは，（ 　g　 ）を建設し，

北米に進出していった。

話集である。ガズナ朝時代のフィルドゥーシーが完成させた
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕法とは何か
〔Ⅲ〕日本経済 〔Ⅳ〕金融政策
1月28日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕法とは何か
〔Ⅲ〕国際経済 〔Ⅳ〕労働政策
2月2日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕労働政策
〔Ⅲ〕経済政策 〔Ⅳ〕現代経済史
2月16日
〔Ⅰ〕安全保障 〔Ⅱ〕選挙制度
〔Ⅲ〕国際地域経済 〔Ⅳ〕国際貿易
出題はすべてマーク形式で、大学入試センター試験の形式を参考に
しました。また、本年度はコロナ禍による高校での講義進展状況の影
響を配慮し、なるべく4択問題にするなどの配慮を行いました。
出題分野は、「政治・経済」と「現代社会」のいずれを履修した人

でも対応できるように工夫しています。

出題のねらい
入学試験の目的は、高等学校卒業程度の能力をきちんと備えており、
大学における4年間の勉強についていけるのか、4年間で卒業できる
のかという能力を測るためです。ですから、中学校、高等学校におい
て教科書で勉強した基本的な内容、そして、現在、日本で、世界で発
生している事象を知る時事問題など、「生きた社会の動き」を把握し
ているのかが重要となります。また、単なる暗記問題となることを避
けるため、統計資料などから計算させるような出題、基本的な用語の
相互の関連性を問う問題もあります。

結果を振り返って
以下、正答率が最も低かった設問を中心に解説していきます。
1月27日は〔Ⅱ〕問1（2）が20．2％でした。当問題は、「私法の三
大原則の一つである過失責任の原則」について問いました。「私法」
とか「過失責任」とは普段、聞きなれない語句ですが、教科書にもき
ちんと記載されています。また、身近な問題として、「中学、高校生
が自転車を運転し、歩行者と衝突して相手にけがを負わせてしまい、
保護者が莫大な損害賠償責任を命じられた」というニュースを知って
いれば、理解しやすく、正解を導き出せたかもしれません。
1月28日は、〔Ⅰ〕問1（1）が26．5％でした。当問題は、EU加盟
国、NATO加盟国の結成過程、その目的、仕組みを理解していれば、
解ける問題です。さらに時事・一般常識として、スイスが「永世中立
国」であるいうことを知っていれば、簡単に解答を導けるでしょう。
2月2日は〔Ⅱ〕問7で、13．9％でした。60．3％のもの受験生が解
答3番を選択していますが、間違いです。問題文中、色々な説明がな
されていますが、教科書、基本用語集にある「マイナンバー制度」、

「忘れられる権利」を正しく理解し、問題文を分析すれば解答できま
す。
2月16日は〔Ⅳ〕問9で、正答率は25．7％でした。これは環境問題、

特に京都議定書に関連した設問です。京都の大学を受験するというこ
とは、京都議定書に対する問題を問われる可能性があることを考慮し
て、勉強しておくべきでした。そして「環境問題」が大学入試上だけ
での問題でなく、私達、市民の大きな課題であり、当然、理解すべき
事項だと思うからです。
このように、基本用語の的確な理解を言わば「骨」として、時事・
一般問題で「肉付け」できていると、正しい解答に至ることがよく分
かったと思います。

アドバイス
最初のアドバイスとして、日本語能力をつける、特に読解力をつけ
ることが重要だと考えます。解答のヒントは問題文にあるといっても
過言ではありません。ですから、きちんと問題文を読んで、出題意図
を読み取り、そこから解答を導く力が必要となります。日頃から新聞
や本を読む習慣をつけることをお勧めします。
次に重要なのは、基礎的学力の定着です。英語を理解するためには、
単語や慣用句（イディオム）を覚えることが必要です。それと同じで、
政治経済・現代社会も、教科書、用語集に掲載されている必要最低限
の基本用語を正確に覚え、理解することが重要です。また、この基本
用語は大学入試のためだけでなく、将来、社会に出て働きだした時に
も必要な用語だということです。
そして、「政治経済」と「現代社会」の分野は、社会の動きとリン
クしています。さらに世界史、日本史との関連性もあります。ですか
ら、普段から、新聞、ニュースなどを読んだり、見たりして、正しい
知識を涵養してください。

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 25点 25点 25点 25点
Ⅱ 25点 25点 25点 25点
Ⅲ 25点 25点 25点 25点
Ⅳ 25点 25点 25点 25点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 政治経済・現代社会一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式
※「政治・経済」「現代社会」のいずれの履修者でも解答可能な出題範囲とします。
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕法とは何か
〔Ⅲ〕日本経済 〔Ⅳ〕金融政策
1月28日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕法とは何か
〔Ⅲ〕国際経済 〔Ⅳ〕労働政策
2月2日
〔Ⅰ〕国際政治 〔Ⅱ〕労働政策
〔Ⅲ〕経済政策 〔Ⅳ〕現代経済史
2月16日
〔Ⅰ〕安全保障 〔Ⅱ〕選挙制度
〔Ⅲ〕国際地域経済 〔Ⅳ〕国際貿易
出題はすべてマーク形式で、大学入試センター試験の形式を参考に
しました。また、本年度はコロナ禍による高校での講義進展状況の影
響を配慮し、なるべく4択問題にするなどの配慮を行いました。
出題分野は、「政治・経済」と「現代社会」のいずれを履修した人

でも対応できるように工夫しています。

出題のねらい
入学試験の目的は、高等学校卒業程度の能力をきちんと備えており、
大学における4年間の勉強についていけるのか、4年間で卒業できる
のかという能力を測るためです。ですから、中学校、高等学校におい
て教科書で勉強した基本的な内容、そして、現在、日本で、世界で発
生している事象を知る時事問題など、「生きた社会の動き」を把握し
ているのかが重要となります。また、単なる暗記問題となることを避
けるため、統計資料などから計算させるような出題、基本的な用語の
相互の関連性を問う問題もあります。

結果を振り返って
以下、正答率が最も低かった設問を中心に解説していきます。
1月27日は〔Ⅱ〕問1（2）が20．2％でした。当問題は、「私法の三
大原則の一つである過失責任の原則」について問いました。「私法」
とか「過失責任」とは普段、聞きなれない語句ですが、教科書にもき
ちんと記載されています。また、身近な問題として、「中学、高校生
が自転車を運転し、歩行者と衝突して相手にけがを負わせてしまい、
保護者が莫大な損害賠償責任を命じられた」というニュースを知って
いれば、理解しやすく、正解を導き出せたかもしれません。
1月28日は、〔Ⅰ〕問1（1）が26．5％でした。当問題は、EU加盟
国、NATO加盟国の結成過程、その目的、仕組みを理解していれば、
解ける問題です。さらに時事・一般常識として、スイスが「永世中立
国」であるいうことを知っていれば、簡単に解答を導けるでしょう。
2月2日は〔Ⅱ〕問7で、13．9％でした。60．3％のもの受験生が解
答3番を選択していますが、間違いです。問題文中、色々な説明がな
されていますが、教科書、基本用語集にある「マイナンバー制度」、

「忘れられる権利」を正しく理解し、問題文を分析すれば解答できま
す。
2月16日は〔Ⅳ〕問9で、正答率は25．7％でした。これは環境問題、

特に京都議定書に関連した設問です。京都の大学を受験するというこ
とは、京都議定書に対する問題を問われる可能性があることを考慮し
て、勉強しておくべきでした。そして「環境問題」が大学入試上だけ
での問題でなく、私達、市民の大きな課題であり、当然、理解すべき
事項だと思うからです。
このように、基本用語の的確な理解を言わば「骨」として、時事・
一般問題で「肉付け」できていると、正しい解答に至ることがよく分
かったと思います。

アドバイス
最初のアドバイスとして、日本語能力をつける、特に読解力をつけ
ることが重要だと考えます。解答のヒントは問題文にあるといっても
過言ではありません。ですから、きちんと問題文を読んで、出題意図
を読み取り、そこから解答を導く力が必要となります。日頃から新聞
や本を読む習慣をつけることをお勧めします。
次に重要なのは、基礎的学力の定着です。英語を理解するためには、
単語や慣用句（イディオム）を覚えることが必要です。それと同じで、
政治経済・現代社会も、教科書、用語集に掲載されている必要最低限
の基本用語を正確に覚え、理解することが重要です。また、この基本
用語は大学入試のためだけでなく、将来、社会に出て働きだした時に
も必要な用語だということです。
そして、「政治経済」と「現代社会」の分野は、社会の動きとリン

クしています。さらに世界史、日本史との関連性もあります。ですか
ら、普段から、新聞、ニュースなどを読んだり、見たりして、正しい
知識を涵養してください。

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 25点 25点 25点 25点
Ⅱ 25点 25点 25点 25点
Ⅲ 25点 25点 25点 25点
Ⅳ 25点 25点 25点 25点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 政治経済・現代社会一般選抜入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日マーク式
※「政治・経済」「現代社会」のいずれの履修者でも解答可能な出題範囲とします。

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）

出題内容
1月26日
　〔Ⅰ〕人権〔Ⅱ〕AIと世界政治〔Ⅲ〕近年の日本の経済状況
　〔Ⅳ〕国際経済
1月27日
　〔Ⅰ〕司法〔Ⅱ〕ヨーロッパ政治〔Ⅲ〕経済学全般〔Ⅳ〕農業問題
1月28日
　〔Ⅰ〕地方自治〔Ⅱ〕国際的軍事問題〔Ⅲ〕開発経済〔Ⅳ〕社会保障
2月16日
　〔Ⅰ〕労働問題・人権〔Ⅱ〕日本の政治〔Ⅲ〕金融と国際金融
　〔Ⅳ〕国民所得と経済成長

　出題は全てマーク形式で、大学入学共通テストの形式を参考にしてい
ます。4つの選択肢から適切あるいは不適切なものを選択するのが最も
多い出題形式ですが、２つの文章に関する４択の正誤組合せ問題や５択
以上の選択肢から適切あるいは不適切なものを選択する問題などもあり
ます。
　出題分野は、「政治・経済」を履修している人を対象とし、原則とし
て政治分野と経済分野から大問２問ずつ出題します。また、それぞれの
大問でテーマに関連する時事問題を出題しています。

出題のねらい
　入学試験の目的は、入学後に高度な教育を受けるにふさわしい基礎学
力がその受験生に備わっているかどうかを判定することです。そのこと
を踏まえて、出題にあたっては、①教科書にまとめられ（または用語集
で特に重要と位置づけられ）ている基本的な知識をきちんと理解してい
るか、②それらの知識を断片的に知っているだけでなく相互の関連性を
つかんでいるか、③それらの知識を応用して、現実社会の問題について
政策的対応を分析することができるか、を問うようにしています。単純
に基本的な知識を問う問題から、一定の知識を前提にした推論を要求す
る問題、現実社会への関心や分析を問う時事問題まで、幅広く出題して
います。
　社会科学で解決すべき重要な課題の多くは時事問題と関係があるの
で、社会に関心をもっているかどうかという観点から時事問題が出題さ
れます。時事問題は、入試の1～5年ほど前の事象を主たる対象とし
ますが、歴史的に重要なものや、現在まで継続しているものについては、
10年くらい前までさかのぼることもあります。また社会への関心とい
う点では、教科書に載っている重要事項についての経年変化の状況や、
国際比較などのグラフの概要についても、大まかに把握できているかど
うかを見る問題を出しています。
　加えて、政治や経済で生じる問題を考察する際に統計資料は欠かせま
せん。そのため、問題に示したグラフや表の情報から、その内容を読み
取るような問題も出題しています。

結果を振り返って
　なお、合否判定には標準偏差で調整した点数を利用しますので、試験
日による有利・不利はありません。
以下では、正答率があまり高くなかった問題を中心にピックアップしな
がら、結果を振り返ります。

1月26日
　〔Ⅰ〕問2：最高裁判所について問う問題で、記述ア・イとも誤りで
正解は選択肢４です。裁判員が参加するのは第一審のみですが、最高
裁でも裁判員が参加するという答案が3分の1程度ありました。問
4(1)：1．機会の平等という答えが多かったですが、これは形式的平等
と結びつくものです。
　〔Ⅱ〕特に正答率が低いという問題はありませんでしたが、問2(1)：
では欧州連合に加盟していない国として、スイスという正解を選んだ答
案が多いなか、ラトビアを選択した答案も多くみられました。
　〔Ⅲ〕問４：日本の経済政策を問う問題で、正解は選択肢１です。日
銀によるマイナス金利の導入は、デフレ脱却を目的の１つとしていまし
た。したがって、物価上昇を抑えようとしたという点は誤りになります。
　〔Ⅳ〕問３（１）：国際通貨基金（IMF）の設立時の目的や施策に関す
る問題で、正解は２です。IMFの設立の目的は、戦後の為替相場の安定
と貿易の拡大を図ることであるため正です。一方で、タックス・ヘイブ
ンになることは認めていないため誤りです。なお、タックス・ヘイブン
に関しては、OECD諸国などで、グローバル・ミニマム課税の議論が行
われていることからも、イが誤りである事は導けるでしょう。

1月27日
　〔Ⅰ〕特に正答率が低い問題はありませんでした。問1：裁判所に関して、
最高裁判所長官の指名に国会は関与しないこと、違憲立法審査権が最高
裁以外の裁判所も行使できることを正確に理解してください。後者につ
いて、ニュースからも地方裁判所が違憲の判断を下すことを知る機会が
あると思います。
　〔Ⅱ〕は、欧州連合 (EU)を中心に問う問題です。問2：EUの最高意
思決定機関は、加盟国の首脳などが参加する欧州理事会であり、欧州議
会ではありません。日本国憲法にいう国会が最高機関というのとは異な
ります。また、EU大統領は、欧州議会の議長ではなく、この欧州理事
会の議長です。時事問題としてもEUは重要であり、日本やアメリカ合
衆国などとの違いを知ることで、より理解が深まります。
　〔Ⅲ〕問１（２）：市場の失敗に関する記述の正誤を問う問題です。市
場取引において、資源の効率的配分が実現するのは、独占や寡占（いわ
ゆる不完全競争）ではありません。また、逆進性の問題があるのは、消
費税などの負担における議論です。どちらの記述も基本的な用語を理解
していれば、４が正解として導ける問題です。
　〔Ⅳ〕問７：日本の農作輸入に関する記述の空欄を埋める問題です。「米」
及び「1995年」の記述から、ミニマム・アクセスに関する記述という
ことは導けます。また、その際のラウンドは、ウルグアイ・ラウンドであっ
たことから、正解は選択肢1になります。なお、ミニマム・アクセスは、
後の関税化へ繋がります。このことも併せて理解しておくことが必要で
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しょう。

1月28日
　〔Ⅰ〕すべての問題で比較的正答率が高かったのですが、その中でや
や正答率が低かったのが、問8の問題でした。都道府県議会と市町村議
会の議員の任期はともに4年です。市町村議会の任期が4年ではない
とする答案が多くみられました。
　〔Ⅱ〕問5：ボスニアとコソボの民族紛争に関する問題です。クルド
民族が独立国家の樹立を目指したという選択肢を誤って選んだ答案が最
も多くなりました。「民族」という言葉につられて正解と考えたのかも
しれません。クルド民族は、トルコ・イラン・イラクなど中東に居住す
る民族で、ボスニアやコソボと直接の関係はありません。
　〔Ⅲ〕問３：アフリカに関する記述で適切なものを選ぶ問題です。ア
フリカ統一機構は、アフリカ連合に発展、改組された流れは押さえてお
く必要があるでしょう。正解は、選択肢2です。アフリカに関すること
がらは比較的学習されない傾向にありますが、開発経済などを考える上
では、東南アジアや南米と同じく重要です。
　〔Ⅳ〕問３：NATOに加盟しているが、EUに加盟していない国の例
としては、アメリカやイギリスが挙げられます。また、イギリスは大統
領制ではありません。したがって、選択肢2が正解となります。

2月16日
　〔Ⅰ〕正答率が高い問題と低い問題の差がはっきりとしていました。
そのなかで、問2：公企業に独立行政法人は含まれますが、含まれな
いと考える誤答が多数あったように、細かい点ですが誤解が多いので注
意してください。問3：正当な争議行為において労働組合に損害賠償を
請求できるとすると、争議行為を実質上制限することになるため、記述
アは誤りです。また、日本での労働組合の組織率は低く、2024年で
16.1%と過去最低を記録しており、記述イは正しいものとなります。
　〔Ⅱ〕問3（１）：リクルート社をゼネコン会社と誤解したためか、記
述イを正しいとする誤答が半数以上ありました。ゼネコンとは総合建築
企業のことですから、人材に関するリクルートとは結びつきません。問4：
選択肢1が正解ですが、政権交代と小選挙区制導入の先後関係を反対に
考えていた答案が多かったと思われます。小選挙区制において政権交代
が起こりやすいのですが、政権交代があったから小選挙区制が導入され
たということがここでは問われています。
　〔Ⅲ〕問９： 日本の政策金利は、無担保コールレートが用いられてい
ます。したがって、不適切な選択肢は、2です。用語だけでなく、無担
保コールレートは、銀行間の短期資金の貸し借りにおける金利であるこ
とも、併せて理解しておきましょう。
　〔Ⅳ〕問２（2）： この問題は、各経済指標の関係をあわらしています。
GNIはGDPに海外からの純所得を加えたもの、NNPはGNIから固定
資本減耗を引いたもの、NIはNNPに間接税と補助金の差を引いたもの
で計算することが出来ます。したがって、正解となる選択肢は4です。
それぞれの用語はよく理解していることが多いですが、それらの関係が
どうなっているかは、経済指標を見ていく上で非常に重要ですので、しっ
かり確認しておきましょう。

アドバイス
　「出題のねらい」でも述べたように、まずは教科書等にある基本的な
知識をしっかりと理解しておくことが大事です。政治経済は単なる暗記
科目ではなく、現実社会の問題を理解し分析できるようになることを目
的としていますが、その理解や分析の枠組みとなる基礎的な知識はやは
り最低限覚えておかなければなりません。その際には、単に用語を言葉
として覚えるのではなく、その意味を理解し、類似の用語や対義語とセッ
トにして意味の違いを把握しておくとよいでしょう。概念や用語を理解
するためには抽象的な定義ができるだけではなく、具体的な例を用いて
説明できることも必要です。教科書には表やグラフが示されていますが、
これは特に重要なところです。経年変化のグラフについては、大まかな
方向性、特に最近の動向を自分の言葉で説明できるようにしましょう。

円グラフや棒グラフは主要な項目が何割ほどを占めているかということ
を把握しておいてください。グラフは教科書以外からも出されることが
ありますが、その場合にはグラフの読み方が問われています。教科書に
載っているグラフとそれについての文章説明を使って「グラフの読み方」
にも慣れておくとよいでしょう。
　国際政治・国際経済などの国際分野と政治史・経済史などの歴史分野
は、教科書をよく読み込むとその努力がはっきりと点数の差に表れます。
歴史分野は単なる暗記物と思わずに歴史の流れを年代ごとに大きくつか
み、その中に個々の歴史的事象を位置づけていくと理解が深まります。
歴史の流れを図にして書き出してみるのもよいかもしれません。教科書
に書いてある基礎知識は、大学の法学・政治学・経済学・社会学などを
学ぶ際の基礎になり、大学での勉強にもつながっています。社会科学系
の学部（経済学部、経営学部、法学部、現代社会学部、国際関係学部など）
を志望する人は、高校の教科書の勉強をおろそかにしないようにしてく
ださい。
　時事問題は、普段からテレビのニュースを見たり新聞を読んだりする
習慣がある人にとっては特に対策は必要ないかもしれません。しかし、
多くの人は受験勉強をするようになってから時事問題対策の必要性に気
づくことでしょう。時事問題といってもそれぞれに過去からの歴史があ
り、きちんと理解するには日常から興味をもってニュースなどに触れて
おく必要があります。テレビや新聞、インターネットなどで毎日のニュー
スをチェックするようにし、それが過去の出来事とどのようにつながっ
ているのかということにも関心をもつようにしましょう。それを１年間
繰り返すだけでもかなり違ってきます。
　受験対策としてはできれば数年分の過去問で練習して、出題パターン
に慣れておくのがよいと思います。本学の過去問はもちろんのこと、大
学入学共通テストや大学入試センター試験の過去問にも取り組むとよい
と思います。
　最後に、試験を受ける際にはリード文や問題文を注意してよく読みま
しょう。答えを導き出すヒントを読み取る読解力も問われているからで
す。
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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出題内容
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（ベクトル、数列）
です。この範囲からできるだけ偏りがないように出題しています。試
験日ごとの出題内容は次のとおりです。
1月27日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、三角関数、対数関数、積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
1月28日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、指数・対数、確率、ベクトル
〔Ⅱ〕三角関数、2次関数
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
2月2日
〔Ⅰ〕因数分解、三角関数、対数関数、微分、確率
〔Ⅱ〕2次関数、微分・積分
〔Ⅲ〕三角比、平面図形
2月3日
〔Ⅰ〕因数分解、2次関数、順列・整数、三角関数、平面図形
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
2月16日
〔Ⅰ〕因数分解、場合の数、数列、対数、2次関数、ベクトル
〔Ⅱ〕三角比、平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
3月10日
〔Ⅰ〕3次関数と極大・極小、対数、確率、2次関数の最大・最小、

三角関数
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕数列とその和

出題のねらい
出題形式は、〔Ⅰ〕が基本問題、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕が発展問題となってい
ます。〔Ⅲ〕では記述・論述形式の問題を出題しています。〔Ⅰ〕は教
科書の練習問題・章末問題レベル、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕は教科書の章末問題
レベル＋αを想定しています。難問・奇問は出題しないようにしてい
ます。したがって、入試対策としては教科書を中心として基本事項を
徹底的にマスターすることが第一歩といえます。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）少し難しめの因数分解であるため、正答率は低くなりま

した。（2）易しい問題であり正答率も高かったですが、公式
のうろ覚えと思われる誤答が散見されました。（3）真数条件

の見落としなど不注意と思われる答案が少なからず見られま
した。（4）3次関数のグラフを考えれば容易に解ける問題で
す。（5）内積の基本的な問題であり、正答率も高くなりまし
た。

〔Ⅱ〕出来・不出来がはっきり分かれた問題でした。（ⅰ）易しい問
題であり正答率は高くなりました。また、（ⅱ）、（ⅲ）適切に
場合分けをして数え上げることができれば比較的容易に解け
ますが、限られた時間の中でそれを実行することができたか
どうかが、正答へとつながりました。

〔Ⅲ〕（ⅰ）の極値を求める問題、および（ⅱ） エ の共有点をもつ
条件については正答率が高くなりましたが、 オ のMの座
標の正答率は低くなっています。3次関数と直線の関係を問
う問題は本学のみならず大学入試では頻出ですので、類題等
でしっかり練習して対策するとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕（3）予想以上に出来ていませんでした。基本的な計算だけで

なく、対数の定義や指数法則についてしっかり理解しておき
ましょう。

〔Ⅱ〕三角関数の標準的な問題ですが、正答率が高くありませんで
した。（ⅰ）代入して計算するだけの易しい問題です。（ⅱ）
ウ 、 エ 、 オ は基本的な問題であり、よく出来てい
ました。 カ 、 キ は、1－a

2 と ウ 、 エ の値の関係
に注目すればよい問題です。（ⅲ）m（a）は－3≦a≦3の範囲
で2次関数となるので、その最大値を考えればよい問題です。

〔Ⅲ〕（ⅰ）、（ⅱ）出来はよかったですが、計算ミスと思われる答案
が一定数ありました。分数のベキ乗など丁寧な計算を心がけ
てください。（ⅲ）、（ⅳ）極値の正負を捉えられるかどうかが
ポイントです。f（x）は定数項のみに t を含むので、極値を与
える x の値は（t の値によらず）x＝－23、2ですが、極値は t

の値に依存します。ここで、f －23 が t の値によらず常に
正となり、f（2）は t の値により正負が変わることに気づくこ
とができれば、容易に正答を導くことができるでしょう。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率も高かったです。（2） イ

は加法定理を用いて式を整理すればよい問題です。 ウ は t

の2次式を t の範囲に注意して最大値を求めます。（4）微積
分の基本的な問題ですが、 カ の誤答が目立ちました。
（5）確率の基本的な問題であり、正答率も高くなりました。

〔Ⅱ〕（ⅰ）共有点の個数を調べる頻出問題です。a＞－1という条件
を見落とさないように注意が必要です。（ⅱ）接線を求める問
題ですが、接線が通る点の情報から接点の座標を求める必要
があります。接点の座標が与えられていないことに戸惑った
のか、正答率は高くありませんでした。（ⅲ）2つの接線の位
置関係を把握して積分区間を設定するのがポイントです。
（ⅱ）の出来がよくなかったため、正答率は低くなりました。

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 30点 30点 35点 35点 30点 35点

Ⅱ 35点 35点 30点 30点 35点 30点

Ⅲ 35点 35点 35点 35点 35点 35点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（文系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、この「数学（文系科目）」

を参考にしてください。

■解答方法は、前期日程（1／27・28、2／2・3）と中期日程（2／16）は記述式、後期日程（3／10）はマーク式
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出題内容
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（ベクトル、数列）
です。この範囲からできるだけ偏りがないように出題しています。試
験日ごとの出題内容は次のとおりです。
1月27日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、三角関数、対数関数、積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
1月28日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、指数・対数、確率、ベクトル
〔Ⅱ〕三角関数、2次関数
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
2月2日
〔Ⅰ〕因数分解、三角関数、対数関数、微分、確率
〔Ⅱ〕2次関数、微分・積分
〔Ⅲ〕三角比、平面図形
2月3日
〔Ⅰ〕因数分解、2次関数、順列・整数、三角関数、平面図形
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
2月16日
〔Ⅰ〕因数分解、場合の数、数列、対数、2次関数、ベクトル
〔Ⅱ〕三角比、平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
3月10日
〔Ⅰ〕3次関数と極大・極小、対数、確率、2次関数の最大・最小、

三角関数
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕数列とその和

出題のねらい
出題形式は、〔Ⅰ〕が基本問題、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕が発展問題となってい
ます。〔Ⅲ〕では記述・論述形式の問題を出題しています。〔Ⅰ〕は教
科書の練習問題・章末問題レベル、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕は教科書の章末問題
レベル＋αを想定しています。難問・奇問は出題しないようにしてい
ます。したがって、入試対策としては教科書を中心として基本事項を
徹底的にマスターすることが第一歩といえます。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）少し難しめの因数分解であるため、正答率は低くなりま

した。（2）易しい問題であり正答率も高かったですが、公式
のうろ覚えと思われる誤答が散見されました。（3）真数条件

の見落としなど不注意と思われる答案が少なからず見られま
した。（4）3次関数のグラフを考えれば容易に解ける問題で
す。（5）内積の基本的な問題であり、正答率も高くなりまし
た。

〔Ⅱ〕出来・不出来がはっきり分かれた問題でした。（ⅰ）易しい問
題であり正答率は高くなりました。また、（ⅱ）、（ⅲ）適切に
場合分けをして数え上げることができれば比較的容易に解け
ますが、限られた時間の中でそれを実行することができたか
どうかが、正答へとつながりました。

〔Ⅲ〕（ⅰ）の極値を求める問題、および（ⅱ） エ の共有点をもつ
条件については正答率が高くなりましたが、 オ のMの座
標の正答率は低くなっています。3次関数と直線の関係を問
う問題は本学のみならず大学入試では頻出ですので、類題等
でしっかり練習して対策するとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕（3）予想以上に出来ていませんでした。基本的な計算だけで

なく、対数の定義や指数法則についてしっかり理解しておき
ましょう。

〔Ⅱ〕三角関数の標準的な問題ですが、正答率が高くありませんで
した。（ⅰ）代入して計算するだけの易しい問題です。（ⅱ）
ウ 、 エ 、 オ は基本的な問題であり、よく出来てい
ました。 カ 、 キ は、1－a

2 と ウ 、 エ の値の関係
に注目すればよい問題です。（ⅲ）m（a）は－3≦a≦3の範囲
で2次関数となるので、その最大値を考えればよい問題です。

〔Ⅲ〕（ⅰ）、（ⅱ）出来はよかったですが、計算ミスと思われる答案
が一定数ありました。分数のベキ乗など丁寧な計算を心がけ
てください。（ⅲ）、（ⅳ）極値の正負を捉えられるかどうかが
ポイントです。f（x）は定数項のみに t を含むので、極値を与
える x の値は（t の値によらず）x＝－23、2ですが、極値は t

の値に依存します。ここで、f －23 が t の値によらず常に
正となり、f（2）は t の値により正負が変わることに気づくこ
とができれば、容易に正答を導くことができるでしょう。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率も高かったです。（2） イ

は加法定理を用いて式を整理すればよい問題です。 ウ は t

の2次式を t の範囲に注意して最大値を求めます。（4）微積
分の基本的な問題ですが、 カ の誤答が目立ちました。
（5）確率の基本的な問題であり、正答率も高くなりました。

〔Ⅱ〕（ⅰ）共有点の個数を調べる頻出問題です。a＞－1という条件
を見落とさないように注意が必要です。（ⅱ）接線を求める問
題ですが、接線が通る点の情報から接点の座標を求める必要
があります。接点の座標が与えられていないことに戸惑った
のか、正答率は高くありませんでした。（ⅲ）2つの接線の位
置関係を把握して積分区間を設定するのがポイントです。
（ⅱ）の出来がよくなかったため、正答率は低くなりました。

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

Ⅰ 30点 30点 35点 35点 30点 35点

Ⅱ 35点 35点 30点 30点 35点 30点

Ⅲ 35点 35点 35点 35点 35点 35点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（文系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、この「数学（文系科目）」

を参考にしてください。

■解答方法は、前期日程（1／27・28、2／2・3）と中期日程（2／16）は記述式、後期日程（3／10）はマーク式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）1／29（ 2 科目型） 3／10（ 2 科目型）

■解答方法は、前期日程（1／26・27・28・29）と中期日程（2／16）は記述方式、後期日程（3／10）はマーク式

出題内容
　出題範囲は、数学 I、数学A、数学Ⅱ、数学B（数列）、数学C (ベクトル ) 
です。この範囲からできるだけ偏りがないように出題しています。試験
日ごとの出題内容は次のとおりです。
1月26日
〔Ⅰ〕因数分解、複素数、三角比、確率、三角関数、ベクトル
〔Ⅱ〕３次関数、微分・積分、漸化式
〔Ⅲ〕解と係数の関係、図形と方程式、微分・積分
1月27日
〔Ⅰ〕 因数分解、複素数、因数定理、2次方程式、場合の数、
 ベクトル
〔Ⅱ〕三角関数、3次関数、微分・積分
〔Ⅲ〕図形と方程式、三角関数、微分・積分
1月28日
〔Ⅰ〕因数分解、2次関数、絶対値、数列、図形と方程式、三角関数
〔Ⅱ〕三角比、平面図形 
〔Ⅲ〕２次関数、微分・積分
1月29日
〔Ⅰ〕因数分解、対数方程式、因数定理、三角比、ベクトル、数列
〔Ⅱ〕三角比、平面図形 
〔Ⅲ〕3次関数、解と係数の関係、微分・積分
2月16日
〔Ⅰ〕因数分解、図形と方程式、三角関数、データ、確率、
 微分・積分
〔Ⅱ〕三角比、数列
〔Ⅲ〕図形と方程式、3次関数
3月10日
〔Ⅰ〕式の展開、複素数、数列、三角関数、場合の数、微分・積分
〔Ⅱ〕図形と方程式、ベクトル
〔Ⅲ〕対数方程式

出題のねらい
　出題形式は、〔Ⅰ〕が基本問題、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕が発展問題となっています。
〔Ⅲ〕では記述・論述形式の問題が出題されます。〔Ⅰ〕は教科書の練習
問題・章末問題レベル、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕は教科書の章末問題レベル＋αを
想定しています。難問・奇問は出題しないようにしています。したがって、
入試対策としては教科書を中心として基本事項を徹底的にマスターする
ことが第一歩といえます。

結果を振り返って
1月26日
〔Ⅰ〕(4) 正三角形や直角三角形の個数を数え上げることで確率が求

まりますが、 キ   では 1
3
0 としている答案が散見されました。 

(6) OMが正しく求められていない答案が目立ちました。2つの
ベクトルと内分点に関する問題は本学でも頻出ですので、定義
を確認しておきましょう。

〔Ⅱ〕( ii ) や ( iii ) の漸化式では イ の関係式を用いますが、接線 l 
と曲線 Cとの交点を求める際に3次方程式を解く必要があり、 
正答率は低くなりました。接線が x=p で接することから、3次
方程式が (x-p)2で割り切れることを利用します。

〔Ⅲ〕平面上の点を関係式に従って別の点に変換したとき、どのよう
な図形を描くかを問う問題です。( i ) は比較的よく出来ていま
したが、( ii ) や ( iii ) は受験生にとってあまり馴染みのない問題
のためか、出来はよくありませんでした。点 (u,v)が与えられた
とき、それに対応する点 (x,y)が存在するかどうかを調べる必要
がありますが、これは u=x+y,v=xy の対称性と解と係数の関係か
ら、2次方程式 t2-ut+v=0 が実数解を持つことと同値になります。

1月27日
〔Ⅰ〕全体的によくできていましたが、(4)は解が不足している、ある

いは不適当な解が含まれている答案が目立ちました。絶対値の
中の式が正もしくは負となる xの範囲を正しく求め、得られた
解がその範囲に含まれているか確認する必要があります。また、
(5)の正答率も低くなりました。並べ方の総数は多くないので、
もれなく列挙して条件を満たすパターンを数え上げるとよいで
しょう。

〔Ⅱ〕三角関数と関数の最大・最小に関する標準的な問題ですが、
ウ 以降は正答率が大きく下がりました。一方、完答している
答案も少なからず見られ、出来・不出来がはっきり分かれたよ
うです。

〔Ⅲ〕平面上の図形と三角比の融合問題で、全体的によくできていま
した。 ア は円の接線の方程式を問う基本的な問題ですが、式
が不正確な答案も少なからず見受けられました。公式を忘れて
しまっても、平面図形と三角比の知識があれば自分で導出する
こともできます。日頃の学習でも公式の導出方法を確認してお
くとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕(3)は平方根の中がいずれも実数の2乗であることに注意すれ

ば、絶対値を用いて|-a|-2|a-1|+|a-5|  と表すことができます。
(5)では2つの円が共有点をもつような半径 rのうち、最小と
なる場合しか考えていない答案が目立ちました。

〔Ⅱ〕平面図形と三角比に関する標準的な問題で、全体的によく出
来ていましたが、特に ( ii ) 以降で出来が分かれたようです。
エ の三角形の周の長さは、辺ABと辺ACの長さの和と等
しいことに気が付けば簡単に求まります。

〔Ⅲ〕グラフの接線と直線の交点に関する標準的な問題ですが、 エ
は直線OPに平行で放物線に接するという条件を考慮する必要
があるためか、正答率は低くなりました。( iv ) の S2は様々な
求め方が考えられますが、直線OPと nが平行であることを用
いると計算量を減らせます。このような問題では、座標を使っ

35点
［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
［中期日程］
スタンダード3科目型
［後期日程］
スタンダード2科目型

35点35点35点 35点

30点 30点30点30点 30点

9726
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出題内容
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（ベクトル、数列）
です。この範囲からできるだけ偏りがないように出題しています。試
験日ごとの出題内容は次のとおりです。
1月27日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、三角関数、対数関数、積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
1月28日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、指数・対数、確率、ベクトル
〔Ⅱ〕三角関数、2次関数
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
2月2日
〔Ⅰ〕因数分解、三角関数、対数関数、微分、確率
〔Ⅱ〕2次関数、微分・積分
〔Ⅲ〕三角比、平面図形
2月3日
〔Ⅰ〕因数分解、2次関数、順列・整数、三角関数、平面図形
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
2月16日
〔Ⅰ〕因数分解、場合の数、数列、対数、2次関数、ベクトル
〔Ⅱ〕三角比、平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
3月10日
〔Ⅰ〕3次関数と極大・極小、対数、確率、2次関数の最大・最小、

三角関数
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕数列とその和

出題のねらい
出題形式は、〔Ⅰ〕が基本問題、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕が発展問題となってい
ます。〔Ⅲ〕では記述・論述形式の問題を出題しています。〔Ⅰ〕は教
科書の練習問題・章末問題レベル、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕は教科書の章末問題
レベル＋αを想定しています。難問・奇問は出題しないようにしてい
ます。したがって、入試対策としては教科書を中心として基本事項を
徹底的にマスターすることが第一歩といえます。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）少し難しめの因数分解であるため、正答率は低くなりま

した。（2）易しい問題であり正答率も高かったですが、公式
のうろ覚えと思われる誤答が散見されました。（3）真数条件

の見落としなど不注意と思われる答案が少なからず見られま
した。（4）3次関数のグラフを考えれば容易に解ける問題で
す。（5）内積の基本的な問題であり、正答率も高くなりまし
た。

〔Ⅱ〕出来・不出来がはっきり分かれた問題でした。（ⅰ）易しい問
題であり正答率は高くなりました。また、（ⅱ）、（ⅲ）適切に
場合分けをして数え上げることができれば比較的容易に解け
ますが、限られた時間の中でそれを実行することができたか
どうかが、正答へとつながりました。

〔Ⅲ〕（ⅰ）の極値を求める問題、および（ⅱ） エ の共有点をもつ
条件については正答率が高くなりましたが、 オ のMの座
標の正答率は低くなっています。3次関数と直線の関係を問
う問題は本学のみならず大学入試では頻出ですので、類題等
でしっかり練習して対策するとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕（3）予想以上に出来ていませんでした。基本的な計算だけで

なく、対数の定義や指数法則についてしっかり理解しておき
ましょう。

〔Ⅱ〕三角関数の標準的な問題ですが、正答率が高くありませんで
した。（ⅰ）代入して計算するだけの易しい問題です。（ⅱ）
ウ 、 エ 、 オ は基本的な問題であり、よく出来てい
ました。 カ 、 キ は、1－a

2 と ウ 、 エ の値の関係
に注目すればよい問題です。（ⅲ）m（a）は－3≦a≦3の範囲
で2次関数となるので、その最大値を考えればよい問題です。

〔Ⅲ〕（ⅰ）、（ⅱ）出来はよかったですが、計算ミスと思われる答案
が一定数ありました。分数のベキ乗など丁寧な計算を心がけ
てください。（ⅲ）、（ⅳ）極値の正負を捉えられるかどうかが
ポイントです。f（x）は定数項のみに t を含むので、極値を与
える x の値は（t の値によらず）x＝－23、2ですが、極値は t

の値に依存します。ここで、f －23 が t の値によらず常に
正となり、f（2）は t の値により正負が変わることに気づくこ
とができれば、容易に正答を導くことができるでしょう。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率も高かったです。（2） イ

は加法定理を用いて式を整理すればよい問題です。 ウ は t

の2次式を t の範囲に注意して最大値を求めます。（4）微積
分の基本的な問題ですが、 カ の誤答が目立ちました。
（5）確率の基本的な問題であり、正答率も高くなりました。

〔Ⅱ〕（ⅰ）共有点の個数を調べる頻出問題です。a＞－1という条件
を見落とさないように注意が必要です。（ⅱ）接線を求める問
題ですが、接線が通る点の情報から接点の座標を求める必要
があります。接点の座標が与えられていないことに戸惑った
のか、正答率は高くありませんでした。（ⅲ）2つの接線の位
置関係を把握して積分区間を設定するのがポイントです。
（ⅱ）の出来がよくなかったため、正答率は低くなりました。

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
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大

問
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講評 数学（文系科目）一般選抜入試の採点を終えて
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を参考にしてください。
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〔Ⅲ〕残念ながら正答率はかなり低くなりました。図形に関する問
題を苦手としている受験生が多いものと思われます。問題に
図が与えられていますが、自分でも図を描いてみるとよいで
しょう。円Oと l が接している図や、点Mや垂線OMが描
き込まれた図を描いてみると問題の内容が理解しやすくなる
はずです。

2月3日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率が高かったです。（2）正答

率が高かったですが、a＞0という条件を見落としている答案
が散見されました。（3）重複を許す組み合わせの問題で、正
答率が低かったです。（4）比較的正答率が高かったですが、θ
の範囲を考慮できていない答案も散見されました。（5）チェ
バの定理を正しく理解できていた人は容易に正答できる問題
です。

〔Ⅱ〕総じて比較的正答率が高かったです。しかし、 オ のよう
な2つの直線の交点や内分比を求める問題は標準的ですが、
正しく求められていた答案は多くはありませんでした。この
ような標準的な問題は、大学入試では頻出するので、正答に
たどり着く計算力も含めてしっかり練習されるとよいでしょ
う。

〔Ⅲ〕標準的な問題ですが、出来はよくありませんでした。（ⅱ）
ウ 、 エ は易しい問題ですが、正答率は高くありません
でした。（ⅲ）式を整理した上で公式をうまく利用して正答を
導き出すことができていた答案も少なからず見られました。

2月16日
〔Ⅰ〕（1）分解が不十分（例：（ x＋y）（ xy－2x－y＋2））な答案が少

なからず見られました。（2）1番目の数は「1」、「2」のい
ずれか、2番目の数は「1」、「2」、「3」のうち1番目で選
ばれなかったもの、3番目の数は「1」、「2」、「3」、「4」
のうち1番目と2番目で選ばれなかったもの、…と考える。
（3）an＝2021 9

10
n－1
≧1の両辺の対数をとって整理をしま

しょう。（4）区間の端点で最小値が実現するケースが検討さ
れていない答案が散見されましたので気をつけましょう。
（5）a－3b ＝（a－3b）・（a－3b）ですが、根号を忘れてい
る答案が散見されました。

〔Ⅱ〕手のつけやすい問題であったようで、比較的正答率が高かっ
たです。しかし、答えが正答の2倍であったり1／2倍であっ
たりといった誤答が散見されましたので、公式がうろ覚えで
あった人がかなりいたものと思われます。一例をあげますと、
正弦定理の公式で2RをRとしてしまう誤りは非常にありが
ちです。

〔Ⅲ〕比較的易しい問題ですが、一つの小問でつまずくと、それ以
降で正答を導くことができない問題形式であったため、全体
として正答率は低かったです。（ⅰ）基本的な問題であり、よ
くできていました。（ⅱ）軌跡を求める標準的な問題ですが、
正答率は低かったです。（ⅲ）（ⅱ）を正しく解くことができて
いないため正答できていない答案が多く見られました。

3月10日
〔Ⅰ〕いずれも基本的な問題であり正答率は高くなりました。
〔Ⅱ〕（ⅰ）と（ⅱ）は標準的な問題であり、よくできていました。

（ⅲ）は少し難しい問題です。余弦定理あるいは内積を用いて、
CDおよびBDの長さを k の式で表すのが標準的なアプロー
チでしょう。

〔Ⅲ〕群数列の問題で、受験生にとってはあまり見慣れない問題で
あったかもしれませんが、正答率が高かったです。

アドバイス
1．教科書を中心として、基本事項をしっかり身につけておいて下さ

い。特に、基本公式はうろ覚えにならないようしっかり覚えてく
ださい。

2．できる限り、図やグラフをきちんと作図するよう心がけてくださ
い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

3．〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基
本公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問
題をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやす
くなります。

4．解答を記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題で x 座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。

102

数

学

（
文
系
科
目
）

〔Ⅲ〕残念ながら正答率はかなり低くなりました。図形に関する問
題を苦手としている受験生が多いものと思われます。問題に
図が与えられていますが、自分でも図を描いてみるとよいで
しょう。円Oと l が接している図や、点Mや垂線OMが描
き込まれた図を描いてみると問題の内容が理解しやすくなる
はずです。

2月3日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率が高かったです。（2）正答

率が高かったですが、a＞0という条件を見落としている答案
が散見されました。（3）重複を許す組み合わせの問題で、正
答率が低かったです。（4）比較的正答率が高かったですが、θ
の範囲を考慮できていない答案も散見されました。（5）チェ
バの定理を正しく理解できていた人は容易に正答できる問題
です。

〔Ⅱ〕総じて比較的正答率が高かったです。しかし、 オ のよう
な2つの直線の交点や内分比を求める問題は標準的ですが、
正しく求められていた答案は多くはありませんでした。この
ような標準的な問題は、大学入試では頻出するので、正答に
たどり着く計算力も含めてしっかり練習されるとよいでしょ
う。

〔Ⅲ〕標準的な問題ですが、出来はよくありませんでした。（ⅱ）
ウ 、 エ は易しい問題ですが、正答率は高くありません
でした。（ⅲ）式を整理した上で公式をうまく利用して正答を
導き出すことができていた答案も少なからず見られました。

2月16日
〔Ⅰ〕（1）分解が不十分（例：（ x＋y）（ xy－2x－y＋2））な答案が少

なからず見られました。（2）1番目の数は「1」、「2」のい
ずれか、2番目の数は「1」、「2」、「3」のうち1番目で選
ばれなかったもの、3番目の数は「1」、「2」、「3」、「4」
のうち1番目と2番目で選ばれなかったもの、…と考える。
（3）an＝2021 9

10
n－1
≧1の両辺の対数をとって整理をしま

しょう。（4）区間の端点で最小値が実現するケースが検討さ
れていない答案が散見されましたので気をつけましょう。
（5）a－3b ＝（a－3b）・（a－3b）ですが、根号を忘れてい
る答案が散見されました。

〔Ⅱ〕手のつけやすい問題であったようで、比較的正答率が高かっ
たです。しかし、答えが正答の2倍であったり1／2倍であっ
たりといった誤答が散見されましたので、公式がうろ覚えで
あった人がかなりいたものと思われます。一例をあげますと、
正弦定理の公式で2RをRとしてしまう誤りは非常にありが
ちです。

〔Ⅲ〕比較的易しい問題ですが、一つの小問でつまずくと、それ以
降で正答を導くことができない問題形式であったため、全体
として正答率は低かったです。（ⅰ）基本的な問題であり、よ
くできていました。（ⅱ）軌跡を求める標準的な問題ですが、
正答率は低かったです。（ⅲ）（ⅱ）を正しく解くことができて
いないため正答できていない答案が多く見られました。

3月10日
〔Ⅰ〕いずれも基本的な問題であり正答率は高くなりました。
〔Ⅱ〕（ⅰ）と（ⅱ）は標準的な問題であり、よくできていました。

（ⅲ）は少し難しい問題です。余弦定理あるいは内積を用いて、
CDおよびBDの長さを k の式で表すのが標準的なアプロー
チでしょう。

〔Ⅲ〕群数列の問題で、受験生にとってはあまり見慣れない問題で
あったかもしれませんが、正答率が高かったです。

アドバイス
1．教科書を中心として、基本事項をしっかり身につけておいて下さ

い。特に、基本公式はうろ覚えにならないようしっかり覚えてく
ださい。

2．できる限り、図やグラフをきちんと作図するよう心がけてくださ
い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

3．〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基
本公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問
題をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやす
くなります。

4．解答を記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題で x 座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。

102

数

学

（
文
系
科
目
）

〔Ⅲ〕残念ながら正答率はかなり低くなりました。図形に関する問
題を苦手としている受験生が多いものと思われます。問題に
図が与えられていますが、自分でも図を描いてみるとよいで
しょう。円Oと l が接している図や、点Mや垂線OMが描
き込まれた図を描いてみると問題の内容が理解しやすくなる
はずです。

2月3日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率が高かったです。（2）正答

率が高かったですが、a＞0という条件を見落としている答案
が散見されました。（3）重複を許す組み合わせの問題で、正
答率が低かったです。（4）比較的正答率が高かったですが、θ
の範囲を考慮できていない答案も散見されました。（5）チェ
バの定理を正しく理解できていた人は容易に正答できる問題
です。

〔Ⅱ〕総じて比較的正答率が高かったです。しかし、 オ のよう
な2つの直線の交点や内分比を求める問題は標準的ですが、
正しく求められていた答案は多くはありませんでした。この
ような標準的な問題は、大学入試では頻出するので、正答に
たどり着く計算力も含めてしっかり練習されるとよいでしょ
う。

〔Ⅲ〕標準的な問題ですが、出来はよくありませんでした。（ⅱ）
ウ 、 エ は易しい問題ですが、正答率は高くありません
でした。（ⅲ）式を整理した上で公式をうまく利用して正答を
導き出すことができていた答案も少なからず見られました。

2月16日
〔Ⅰ〕（1）分解が不十分（例：（ x＋y）（ xy－2x－y＋2））な答案が少

なからず見られました。（2）1番目の数は「1」、「2」のい
ずれか、2番目の数は「1」、「2」、「3」のうち1番目で選
ばれなかったもの、3番目の数は「1」、「2」、「3」、「4」
のうち1番目と2番目で選ばれなかったもの、…と考える。
（3）an＝2021 9

10
n－1
≧1の両辺の対数をとって整理をしま

しょう。（4）区間の端点で最小値が実現するケースが検討さ
れていない答案が散見されましたので気をつけましょう。
（5）a－3b ＝（a－3b）・（a－3b）ですが、根号を忘れてい
る答案が散見されました。

〔Ⅱ〕手のつけやすい問題であったようで、比較的正答率が高かっ
たです。しかし、答えが正答の2倍であったり1／2倍であっ
たりといった誤答が散見されましたので、公式がうろ覚えで
あった人がかなりいたものと思われます。一例をあげますと、
正弦定理の公式で2RをRとしてしまう誤りは非常にありが
ちです。

〔Ⅲ〕比較的易しい問題ですが、一つの小問でつまずくと、それ以
降で正答を導くことができない問題形式であったため、全体
として正答率は低かったです。（ⅰ）基本的な問題であり、よ
くできていました。（ⅱ）軌跡を求める標準的な問題ですが、
正答率は低かったです。（ⅲ）（ⅱ）を正しく解くことができて
いないため正答できていない答案が多く見られました。

3月10日
〔Ⅰ〕いずれも基本的な問題であり正答率は高くなりました。
〔Ⅱ〕（ⅰ）と（ⅱ）は標準的な問題であり、よくできていました。

（ⅲ）は少し難しい問題です。余弦定理あるいは内積を用いて、
CDおよびBDの長さを k の式で表すのが標準的なアプロー
チでしょう。

〔Ⅲ〕群数列の問題で、受験生にとってはあまり見慣れない問題で
あったかもしれませんが、正答率が高かったです。

アドバイス
1．教科書を中心として、基本事項をしっかり身につけておいて下さ

い。特に、基本公式はうろ覚えにならないようしっかり覚えてく
ださい。

2．できる限り、図やグラフをきちんと作図するよう心がけてくださ
い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

3．〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基
本公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問
題をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやす
くなります。

4．解答を記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題で x 座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。

101

出題内容
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（ベクトル、数列）
です。この範囲からできるだけ偏りがないように出題しています。試
験日ごとの出題内容は次のとおりです。
1月27日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、三角関数、対数関数、積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
1月28日
〔Ⅰ〕因数分解、三角比、指数・対数、確率、ベクトル
〔Ⅱ〕三角関数、2次関数
〔Ⅲ〕3次関数、微分・積分
2月2日
〔Ⅰ〕因数分解、三角関数、対数関数、微分、確率
〔Ⅱ〕2次関数、微分・積分
〔Ⅲ〕三角比、平面図形
2月3日
〔Ⅰ〕因数分解、2次関数、順列・整数、三角関数、平面図形
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
2月16日
〔Ⅰ〕因数分解、場合の数、数列、対数、2次関数、ベクトル
〔Ⅱ〕三角比、平面図形
〔Ⅲ〕2次関数、微分・積分
3月10日
〔Ⅰ〕3次関数と極大・極小、対数、確率、2次関数の最大・最小、

三角関数
〔Ⅱ〕ベクトルと平面図形
〔Ⅲ〕数列とその和

出題のねらい
出題形式は、〔Ⅰ〕が基本問題、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕が発展問題となってい
ます。〔Ⅲ〕では記述・論述形式の問題を出題しています。〔Ⅰ〕は教
科書の練習問題・章末問題レベル、〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕は教科書の章末問題
レベル＋αを想定しています。難問・奇問は出題しないようにしてい
ます。したがって、入試対策としては教科書を中心として基本事項を
徹底的にマスターすることが第一歩といえます。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）少し難しめの因数分解であるため、正答率は低くなりま

した。（2）易しい問題であり正答率も高かったですが、公式
のうろ覚えと思われる誤答が散見されました。（3）真数条件

の見落としなど不注意と思われる答案が少なからず見られま
した。（4）3次関数のグラフを考えれば容易に解ける問題で
す。（5）内積の基本的な問題であり、正答率も高くなりまし
た。

〔Ⅱ〕出来・不出来がはっきり分かれた問題でした。（ⅰ）易しい問
題であり正答率は高くなりました。また、（ⅱ）、（ⅲ）適切に
場合分けをして数え上げることができれば比較的容易に解け
ますが、限られた時間の中でそれを実行することができたか
どうかが、正答へとつながりました。

〔Ⅲ〕（ⅰ）の極値を求める問題、および（ⅱ） エ の共有点をもつ
条件については正答率が高くなりましたが、 オ のMの座
標の正答率は低くなっています。3次関数と直線の関係を問
う問題は本学のみならず大学入試では頻出ですので、類題等
でしっかり練習して対策するとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕（3）予想以上に出来ていませんでした。基本的な計算だけで

なく、対数の定義や指数法則についてしっかり理解しておき
ましょう。

〔Ⅱ〕三角関数の標準的な問題ですが、正答率が高くありませんで
した。（ⅰ）代入して計算するだけの易しい問題です。（ⅱ）
ウ 、 エ 、 オ は基本的な問題であり、よく出来てい
ました。 カ 、 キ は、1－a

2 と ウ 、 エ の値の関係
に注目すればよい問題です。（ⅲ）m（a）は－3≦a≦3の範囲
で2次関数となるので、その最大値を考えればよい問題です。

〔Ⅲ〕（ⅰ）、（ⅱ）出来はよかったですが、計算ミスと思われる答案
が一定数ありました。分数のベキ乗など丁寧な計算を心がけ
てください。（ⅲ）、（ⅳ）極値の正負を捉えられるかどうかが
ポイントです。f（x）は定数項のみに t を含むので、極値を与
える x の値は（t の値によらず）x＝－23、2ですが、極値は t

の値に依存します。ここで、f －23 が t の値によらず常に
正となり、f（2）は t の値により正負が変わることに気づくこ
とができれば、容易に正答を導くことができるでしょう。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率も高かったです。（2） イ

は加法定理を用いて式を整理すればよい問題です。 ウ は t
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大
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えながら解くよう心がけましょう。
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アドバイス
１． 教科書を中心として、基本事項をしっかり身につけておいてくだ

さい。特に、基本公式はうろ覚えにならないようしっかり覚えて
ください。

２． できる限り、図やグラフをきちんと作図するよう心がけてくださ
い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

３． 〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基本
公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問題

をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやすく
なります。

４． 答えを記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題でx座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。
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〔Ⅲ〕残念ながら正答率はかなり低くなりました。図形に関する問
題を苦手としている受験生が多いものと思われます。問題に
図が与えられていますが、自分でも図を描いてみるとよいで
しょう。円Oと l が接している図や、点Mや垂線OMが描
き込まれた図を描いてみると問題の内容が理解しやすくなる
はずです。

2月3日
〔Ⅰ〕（1）基本的な問題であり、正答率が高かったです。（2）正答

率が高かったですが、a＞0という条件を見落としている答案
が散見されました。（3）重複を許す組み合わせの問題で、正
答率が低かったです。（4）比較的正答率が高かったですが、θ
の範囲を考慮できていない答案も散見されました。（5）チェ
バの定理を正しく理解できていた人は容易に正答できる問題
です。

〔Ⅱ〕総じて比較的正答率が高かったです。しかし、 オ のよう
な2つの直線の交点や内分比を求める問題は標準的ですが、
正しく求められていた答案は多くはありませんでした。この
ような標準的な問題は、大学入試では頻出するので、正答に
たどり着く計算力も含めてしっかり練習されるとよいでしょ
う。

〔Ⅲ〕標準的な問題ですが、出来はよくありませんでした。（ⅱ）
ウ 、 エ は易しい問題ですが、正答率は高くありません
でした。（ⅲ）式を整理した上で公式をうまく利用して正答を
導き出すことができていた答案も少なからず見られました。

2月16日
〔Ⅰ〕（1）分解が不十分（例：（ x＋y）（ xy－2x－y＋2））な答案が少

なからず見られました。（2）1番目の数は「1」、「2」のい
ずれか、2番目の数は「1」、「2」、「3」のうち1番目で選
ばれなかったもの、3番目の数は「1」、「2」、「3」、「4」
のうち1番目と2番目で選ばれなかったもの、…と考える。
（3）an＝2021 9

10
n－1
≧1の両辺の対数をとって整理をしま

しょう。（4）区間の端点で最小値が実現するケースが検討さ
れていない答案が散見されましたので気をつけましょう。
（5）a－3b ＝（a－3b）・（a－3b）ですが、根号を忘れてい
る答案が散見されました。

〔Ⅱ〕手のつけやすい問題であったようで、比較的正答率が高かっ
たです。しかし、答えが正答の2倍であったり1／2倍であっ
たりといった誤答が散見されましたので、公式がうろ覚えで
あった人がかなりいたものと思われます。一例をあげますと、
正弦定理の公式で2RをRとしてしまう誤りは非常にありが
ちです。

〔Ⅲ〕比較的易しい問題ですが、一つの小問でつまずくと、それ以
降で正答を導くことができない問題形式であったため、全体
として正答率は低かったです。（ⅰ）基本的な問題であり、よ
くできていました。（ⅱ）軌跡を求める標準的な問題ですが、
正答率は低かったです。（ⅲ）（ⅱ）を正しく解くことができて
いないため正答できていない答案が多く見られました。

3月10日
〔Ⅰ〕いずれも基本的な問題であり正答率は高くなりました。
〔Ⅱ〕（ⅰ）と（ⅱ）は標準的な問題であり、よくできていました。

（ⅲ）は少し難しい問題です。余弦定理あるいは内積を用いて、
CDおよびBDの長さを k の式で表すのが標準的なアプロー
チでしょう。

〔Ⅲ〕群数列の問題で、受験生にとってはあまり見慣れない問題で
あったかもしれませんが、正答率が高かったです。

アドバイス
1．教科書を中心として、基本事項をしっかり身につけておいて下さ

い。特に、基本公式はうろ覚えにならないようしっかり覚えてく
ださい。

2．できる限り、図やグラフをきちんと作図するよう心がけてくださ
い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

3．〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基
本公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問
題をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやす
くなります。

4．解答を記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題で x 座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。
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い。近年、この作業をしていない・できていないと思われる答案
が増えてきています。

3．〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では小問が誘導形式になっており、小問の結果と基
本公式を合わせると解答が導けるような問題が多数あります。問
題をよく読んで、その意図をしっかり把握すると、解答がしやす
くなります。

4．解答を記入する前には必ず確認しましょう。座標が問われている
問題で x 座標のみしか答えていない、面積が問われているのに負
の値を答えている、複数解の可能性を検討していない、対数の真
数条件の見落としなど、明らかに不注意と思われる答案が散見さ
れます。

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）数学　文系科目　60分

100

原点O
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（
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系
科
目
）出題内容

1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）1／29（ 2 科目型） 3／10（ 2 科目型）

出題内容
1月26日
　〔Ⅰ〕三角関数，確率，指数関数，複素数，極限
　〔Ⅱ〕空間ベクトル，空間図形，回転体の積分
　〔Ⅲ〕対数関数，微分，接線，法線，三角関数，積分

1月27日
　〔Ⅰ〕平面ベクトル，二項係数，指数関数，最大最小，複素数平面
　〔Ⅱ〕平面図形，三角関数，三角形の内接円，三角形の面積
　〔Ⅲ〕数列，積分，極限，無限級数

1月28日
　〔Ⅰ〕平面図形，最大最小，数と式，三角関数，確率，複素数
　〔Ⅱ〕確率，数列
　〔Ⅲ〕図形と方程式，面積，回転体の体積

1月29日
　〔Ⅰ〕三角関数，対数関数，確率，絶対値と定積分，複素数
　〔Ⅱ〕整数，放物線，領域
　〔Ⅲ〕指数関数，接線，微分，関数の増減

2月16日
　〔Ⅰ〕数と式，数列，順列・組み合わせ，極限，複素数，
　　     2次方程式の解と係数
　〔Ⅱ〕平面ベクトル，面積
　〔Ⅲ〕分数関数，微分，接線，法線，面積，回転体の体積

3月10日
　〔Ⅰ〕順列・組み合わせ，解と係数の関係，対数関数，ベクトル，
　　     極限
　〔Ⅱ〕確率，条件付き確率
　〔Ⅲ〕三角関数，積分，面積，回転体の体積，連立方程式

出題のねらい
　高校数学全般にわたって，その内容が十分に理解されているかどうか
をみます。そのために，数学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，A，B，Cの指定の範囲から，
できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では，基本的な知
識と計算力をみます。教科書の練習問題ぐらいの易しい問題です。〔Ⅱ〕，
〔Ⅲ〕では，応用する力，考える力をみます。また，記述力，表現力を
みるために，〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月26日
〔Ⅰ〕 全体として出来ていました。(1)の三角関数の合成が出来てい

ない答案が散見されました。(2)の確率の問題はよく出来てい

ました。(3)の指数関数の問題はよく出来ていましたが，対数
の真数条件を見落としている解答が見られました。(4)もよく
出来ていましたが，正負が逆の解答も見られました。(5)はあ
まり出来ていませんでした。和だけ求めて極限を取らずnが残っ
ている解答もありました。

〔Ⅱ〕 空間ベクトルの応用の問題です。(ア )（イ）（エ）は比較的正
解が多かったですが，（ア），（イ）はベクトルの長さと思われる
解答が散見されました。問題をよく読むようにしましょう。そ
れ以外の空間図形への応用問題は，あまり出来がよくありませ
んでした。 特に（ウ），(カ )，(キ )はほとんど正解できていま
せんでした。空間ベクトルと立体図形の関係をきちんと理解し
ましょう。

〔Ⅲ〕 全体的によく出来ていました。(1)はよく出来ていましたが，(2)
は符号を間違えている解答が散見されました。(4)は，AQは求
まっているがsin∠AQPを求められていない解答が見られま
した。(5)は面積を求める部分を正しく把握できていない解答
が多く見られました。グラフの概形を書くのは難しくないので，
その上で考えれば分かりやすいと思います。

1月27日
〔Ⅰ〕 全体的にあまり出来ていませんでした。(1)はベクトルの問題

ですが案外出来ていませんでした。これは確実に出来て欲しい
ところです。(2)の二項係数の問題は計算ミスが多く見られま
した。(3)は a <0を含めている解答がかなり多く見られました。
(4)はこの中では出来ている方ですがそれでも正答は少なかっ
たです。(5)を正解している答案はほとんどありませんでした。
複素数平面上で図示するとわかりやすいのですが受験生は苦手
としているようです。

〔Ⅱ〕 図形と三角比の問題ですが，よく出来ている人と出来ていない
人に二極化していました。独立して解ける問題もありますので
完答者もいますが部分的に解いている解答も多く見られました。 
(ア )(イ )(ウ )はよく出来ていました。ただ（ウ）は面積なの
に負の値を答えている解答が見られました。このような基本的
な間違いは計算ミスを発見する上では大切なので注意しましょ
う。(オ)（カ）は計算ミスと思われる解答が散見されました。（キ）
はよく出来ていましたが（ク）はあまり出来ていませんでした。
三角比に持ち込まなくても初等幾何を使えば解ける問題もあり
ますので，初等幾何も押さえておくことが望ましいでしょう。

〔Ⅲ〕 積分と数列の複合問題です。(1)は和を直接積分で計算するほ
うが平易なのですが，別々に積分計算してから和を取っている
解答が多く見られました。(2)も同様の方針を取ろうとして出
来ていない解答も散見されました。(3)は (1)(2)と独立に解け
るのでそのように解答している答案も多く見られました。(4)
は証明問題ですが議論が不足している解答が多く見られました。
例年同様に証明問題を苦手とする受験生は多かったようです。
(5)はほとんど出来ていませんでした。部分和を求めれば打ち
消し合って，極限を取りやすい形になるのですが，そこまでた
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1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
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〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。
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〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
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完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
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したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
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交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
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範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
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Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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数

学

（
理
系
科
目
）

数

学

（
文
系
科
目
）出題内容

1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式

1月28日
〔Ⅰ〕 比較的よく出来ていましたが完答は少なかったです。(1)はよ

く出来ていましたが，距離なのに負の値になっている解答もあ
りました。こういったことは注意しましょう。(2)はとっつき
にくい見かけのわりにはよく出来ていました。(3)は因数分解
までは出来ても，すべての解を挙げることが出来ていない解答
が多く見られました。(4)はあいこの扱いに注意が必要ですが
比較的よく出来ていました。(5)の複素数解はよく見られるも
のですが，あまり出来がよくありませんでした。複素数の実部
の値は実数値なのに複素数値を答えている解答も見られました。
このような不注意に気を付けましょう。

〔Ⅱ〕 指数関数・対数関数の問題です。全体的にそこまで難しい問題
ではありませんが，（ア）の微分でミスをして連動してその後が
間違っている解答も散見されました。(ア )が正答している人は
(イ )も正答している人が多いですが，(1)のみの答案もかなり
ありました。他が間違っているのに（エ）だけ出来ている答案
も散見されました。（オ）は（ア）が出来ていれば比較的よく出
来ていました。（カ）はほとんど出来ておらず，e

1という誤答が
多く見られました。

〔Ⅲ〕 方程式と図形，積分の問題です。放物線と円の状況を図示出来
ればある程度状況は把握できる問題ですが出来は良くありませ
んでした。(1)はよく出来ていました。(2)はまず微分が出来て
いない解答が散見されました。多項式の微分なのでこれは出来
て欲しいところです。さらにaの条件を正しく考慮して増減表
が書けている解答は多くありませんでした。その場合，(3)(4)
も連動して不正解になっていました。図を描いて問題の内容を
正確に把握し，落ち着いて計算を進めましょう。

1月29日
〔Ⅰ〕 比較的よく出来ていました。(1)の三角関数はよく出来ていま

した。(2)の対数方程式はよく出来ていましたが，真数条件を
考慮し忘れた解答が散見されました。(1)(2)はよく出来ていま
した。(3)の確率はあまり出来がよくありませんでした。6の
倍数になる場合の数を求めるのが難しかったようです。 (4)の
絶対値の積分は，因数分解が容易であったこともあり，このタ
イプの問題としてはよく出来ていました。(5)の複素数の問題
は比較的よく出来ていましたが，zの絶対値ではなくzそのも
のの値を答えている解答が散見されました。また絶対値なのに
負の値を含めている解答もありました。

〔Ⅱ〕 平面上の領域と格子点（座標が整数の点）についての問題ですが，
全体的によく出来ていました。（ア）（イ）（ウ）はよく出来てい
ました。しかし，整数n, mについてn以上m以下の整数の個
数はn-m+1個であることを用いる計算を間違えていると思わ
れる解答が多く見られました。なので（エ）はよく出来ていま
したが，（オ）になると正答率が下がり，（カ）はほとんど出来
ていませんでした。この問題は状況の把握は難しくありません
ので，計算を丁寧に実行できる力を身に付けておきましょう。

〔Ⅲ〕 指数関数を含む関数のグラフと極限の問題です。比較的よく出
来ていましたが，計算を丁寧に行えるかどうかで差がついてい
ました。まず (1)の微分はよく出来ていましたが，ここで間違
うと以下の解答がすべて間違ってしまうので注意しましょう。
ここでは符号の間違いが散見されました。(2)もよく出来てい
ましたが，aを表す tの式が，接線の方程式が点Aを通ること
から求まることに気付けていない解答が見られました。(2)が
出来ている答案では (3)もよく出来ていましたが，導関数の変
形を間違えている解答も散見されました。(4)の増減は，(3)を
正答している人はおおむね増減表は正しく書けているのですが，
tが±∞の場合の極限を書いていない解答が多く見られました。
この問題ではこれら両方の極限が必要になります。極限を含む
増減を正しく調べることができていれば，(2)で求めた式が異
なる3解を持つためにaの満たすべき条件が正しく求まります。
すると問題の記述により，これが異なる3本の接線が引けるた

めの条件となります。
2月16日
〔Ⅰ〕 問題の難易度に比べて点数が伸びませんでした。(1)はよく出

来ていました。(2)は逆数を取ることで計算しやすい数列にな
るのですが，あまり出来ていませんでした。(3)は典型的な円
順列の問題なので比較的よく出来ていました。(4)は難しくな
いのですがbを正しく求められていない答案がかなり見られま
した。(5)の複素数の問題はあまり出来ていませんでした。こ
れも本質的には2次方程式の問題なのでそれほど難しくはない
のですが，例年，受験生は複素数の問題を苦手としている傾向
があり，このようなところで差が付きます。

〔Ⅱ〕 空間ベクトルと立体図形の問題です。前半はよく出来ていまし
たが，後半はあまり出来ていませんでした。また全体に符号間
違いなどの計算ミスが目立ちました。(ア )（イ）（ウ）はよく
出来ていました。（エ）もそれなりに出来ていましたが，（オ）
は（エ）より出来ていませんでした。（カ）以降はあまり出来て
おらず，特に（キ）はほとんど正答者がいませんでした。ベク
トルから幾何に考え方を変えるのが難しかったようですが，両
者を結び付けて考えることができるようにしましょう。

〔Ⅲ〕 分数関数と曲線の問題です。(1)の微分は比較的よく出来てい
ましたが，それでもここで間違っている解答も散見されました。
特に x

1の微分を log xと勘違いしている解答がしばしば見られ
ました。さらに (2)の接線の方程式は，計算ミスによる間違い
が目立ちました。(2)まで出来ている答案では，(3)の法線につ
いての問題もかなり出来ていました。ただし，接線の傾きが0
の場合が不適であることを書いている答案はほとんどありませ
んでした。また，条件a>0の見落としも見られました。(4) の
面積を求める積分は出来不出来が分かれました。立式の間違い
が多く見られましたので，(3)まで正答した答案でも幾何学的
な問題の状況がよく理解出来ていないものがそれなりに多かっ
たようです。(4)を正答している答案では，(5)の体積も立式ま
では出来ているものが多く見られました。

3月10日
〔Ⅰ〕 いずれもそれほど難しくなく，確実に出来て欲しい問題です。(1) 

場合の数の問題でありよく出来ていましたが，すべての和では
なくすべての個数を求めた解答が散見されました。(2) は2次
方程式の解と係数の関係の問題であり，(3)は対数方程式の問
題ですが，いずれもすべての解を求めていない答案が見られま
した。導出の過程で特別な場合も含めすべての場合を調べてい
るか注意して考えましょう。(4)を正答出来ていない答案が案
外多く見られました。幾何的な図形として図示して考えれば，
簡単な計算で求められることが分かります。(5)の極限は標準
的な問題であり比較的よく出来ていましたが，正答出来ていな
い答案もある程度見られました。

〔Ⅱ〕 確率および条件付き確率の問題ですが，出来不出来が大きく分
かれました。（ア）はよく出来ていましたが，（イ）になると間
違いが多くなっています。数え上げのミスと思われます。(ウ )
は（ア）の場合と（イ）の場合の合併の余事象であることに気
づけば容易な計算で解けるのですが気づきにくかったようです。
（エ）は丁寧に数え上げることができれば正答できるためか，こ
れだけ正答している答案もありました。（オ）は条件付き確率と
しては単純な問題ですが，m=n=0の場合を見落としていると
思われる解答が散見されました。

〔Ⅲ〕 三角関数のグラフと領域の面積を組み合わせた問題です。全体
としてはそれほど難しくないわりにあまり出来がよくありませ
んでした。(1)の共有点の座標および面積はよく出来ていました。
(2)の回転体の体積は積分の立式の間違いが多く見られました。
回転する領域が図示出来ていれば難しくないので，そこの理解
が不十分であるように思われます。(3)は連立して三角関数の
性質を用いれば容易に表せるのですが，その割には出来ていま
せんでした。(4)も (3)が出来ていれば求めるのは難しくない
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のですが，(3)が出来ている答案でもほとんど正答出来ていま
せんでした。

アドバイス
〔Ⅰ〕では教科書レベルの標準的な問題が出題されているのに対し，〔Ⅱ〕
〔Ⅲ〕では応用レベルの問題が出題されています。従ってまず〔Ⅰ〕で
確実に正解して得点することが，合格への近道になるでしょう。その為
には，まず問題文を落ち着いてよく読み，問われている内容と条件をはっ
きりと確認しましょう。また解答を得た直後に簡単にでも検算する習慣
を，ぜひ身につけてください。例えば数列の一般項を求めた時，初項や
第２項を利用して検算することができるはずです。常識で判断できるよ
うなミスがないか考えることも大変に有用です。例えば確率が1を越え
ることはありませんし，整式を2次式で割った余りは必ず1次以下です。
面積や体積が負に値になることはありません。この他，対数関数の不等
式では真数条件にも注意するなど，出題者の意図を考えることも重要で
す。
単なる符号ミスや括弧の付け間違いと思われるものが，誤答のかなりの
部分を占めています。丁寧な字で書く習慣を身につけることによって，
これらの多くを回避できるはずです。
〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕ではたいてい複合的な問題が出題されるため，計算の量が多
くなりがちです。そこで，やみくもに問題を始めるのではなく，計算を
始める前に，計算の量が少なくてすむ別解がないか検討してみることが
時には有益であることを知っておきましょう。また答案を書く時には，
式だけでなく図を描くことも非常に有益であることを，強く認識してく
ださい。図を丁寧に描くことによって，自ずと解答の筋道が見えてくる
ことがしばしばありますし，積分計算を回避して幾何学的に解答が得ら
れる場合もあります。図やグラフを描く力は一朝一夕では身につきませ
んから，日頃から練習を積み重ねてください。
導関数を求める計算は，微積分の基本です。特に対数関数や指数関数，
三角関数を含むような合成関数の導関数を求める計算で，練習不足が露
呈しがちです。また導関数を求めた後に，増減表が（極限も含めて）必
要になる場合が多くあります。実際の入試答案では，導関数が正しく求
められているのに増減表を書き間違えてしまい，それに続く小問たちも
含め不正解になってしまうという例が散見されます。まず焦ることなく
確実に増減表を完成させてから，落ち着いて先に進みましょう。また，
積分計算では，ぜひ立式した直後に間違いがないかチェックする習慣を
身につけてください。立式段階でミスがあれば，その後の労力を要する
計算が全て無駄になってしまうからです。
過去の問題を見直せば，例えば複素数の問題，絶対値を含む式の問題（場
合分けが必要になる），図形と微積分の複合問題などが繰り返し出題さ
れているといった傾向にも気づくでしょう。増減表や積分計算の練習に
加えて，これらの分野の勉強にも力を入れておきましょう。
ベクトルは新課程では数Cになっていますが，大学入学後に学ぶ数学や
物理や情報科学においてもとても重要です。十分に理解して力を養って
おいてください。
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一般選抜入試［前期日程］（1月27日）数学　理系科目　80分
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕【力学】連星のケプラー運動の問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】定電流電源の挙動の問題です。
〔Ⅲ〕【波】波に関する基本的な知識の問いです。
1月28日
〔Ⅰ〕【力学】地球トンネルの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】電池のする仕事とコンデンサーの静電エネルギーの

問題です。
〔Ⅲ〕【熱力学】熱気球の浮上に関する問題です。
2月2日
〔Ⅰ〕【力学】定滑車と動滑車と剛体棒のつりあいの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気学】磁場を横切る導体棒に流れる電流とローレンツ力

の問題です。
〔Ⅲ〕【熱力学】気体の分子運動論の問題です。
2月16日
〔Ⅰ〕【力学】ばねによる単振動と床面でのはね返りの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気学その他】渦電流ブレーキによる発熱の見積りをする

問題です。
〔Ⅲ〕【電磁気学アラカルト】抵抗の消費する電力、磁束密度に関す

る単位の問題です。

出題のねらい
1月27日
〔Ⅰ〕万有引力の法則やエネルギー保存則を適切に使うことができ

るのかを問いました。
〔Ⅱ〕電源の挙動を文章から読み取り、それを頭の中で想像できる

かどうか、見慣れない電源の端子の開放や短絡という状況に
どう対応できるかを問いました。

〔Ⅲ〕波に関して基本的な内容（波の種類、波の速度、媒質の速度、
位相の関係）を正しく理解できているかを確認したく出題し
ました。音速の導出式を問う問題は、物理量の単位や次元を
正しく理解できているかを確認しました。

1月28日
〔Ⅰ〕万有引力と単振動という通常は別の単元として学ぶ物理現象

が結びつく面白さを感じてもらいました。
〔Ⅱ〕電池のする仕事とコンデンサーにする仕事と静電エネルギー

の関係、極板間を変えた場合の静電エネルギーの変化を問い
ました。

〔Ⅲ〕気球の内部の物質量の変化に気付き、熱気球に働く力のつり
あいの関係から熱気球が浮上する条件を求めることができる
かどうか、数式をグラフに図示することができるかどうかを
問いました。

2月2日
〔Ⅰ〕力のモーメントとつりあいの問題、定滑車と動滑車のはたら

きの違いが理解できているかどうかを問いました。

〔Ⅱ〕磁場中の電流に働くローレンツ力とその仕事について問いま
した。

〔Ⅲ〕気体の分子運動論をきちんと理解しているか、それを圧力や
温度といった気体の状態と結びつけられるかを問いました。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動の運動方程式や力学的エネルギーの保存を正しく理解

できているかを問いました。また、問題文で示されている場
面を適切にグラフ化できるかという理解力を確かめる問題で
した。

〔Ⅱ〕電磁誘導によって起きる渦電流は、電磁調理器などの機器に
使われる身近な現象です。この問題の半分は力学でしたが、
渦電流のイメージを明確に持っているかを問いました。また、
余計な情報に惑わされない表の読み取りができるかどうか等
も問いました。

〔Ⅲ〕抵抗での電力や磁束密度の単位を理解しているかを問いまし
た。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕得点率：50％

万有引力による力学的エネルギーの計算の間違いが散見され
ました。力学的エネルギーが変わったときに惑星の軌道がど
うなるかという問題の正答率も高くはありませんでした。全
体の正答率は50％強で、正答率が8割以上の受験者は25％程
度でした。

〔Ⅱ〕得点率：51％
電源端子の開放時に出力される電圧の誤答が非常に目立ちま
した（正答率35％）。また、オームの法則をなんとなく適用し
ているだけにみえる答案も多くみられました。

〔Ⅲ〕得点率：65％
全体的によく解けていました。特に、正弦波の位相について
の問題は、多くの人が正しく理解できていました。その一方
で、縦波や横波の定義を確認する設問は理解が曖昧な答案も
目立ちました。音速の計算式の次元解析は、見慣れない問題
形式だったせいか、解ける人と解けない人が両極端に分かれ
る傾向が見られました。

1月28日
〔Ⅰ〕得点率：27％

球の体積と密度と質量の関係の不正解が多くありました。複
雑な式の妥当性の吟味をせずに書いている解答もよくみられ
ました。全体の正答率は27％でしたが、0点の人を除くと
35％となりました。全体的に得点率は低くかったのですが、
満点に近い人も5％いました。

〔Ⅱ〕得点率：60％
電池の運んだ電気量が正解でも電池のした仕事が不正解の答
案がたくさんありました。電池を接続したままのコンデン
サーの静電エネルギーの変化量を答える問題が正解でも接続

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 33点 33点 33点 33点
Ⅱ 33点 34点 33点 32点
Ⅲ 34点 33点 34点 35点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 物理一般選抜入試の採点を終えて
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せず極板間を変えた場合の問題には不正解であった答案がた
くさんありました。しかし、全問正解も10％近くありました。

〔Ⅲ〕得点率：51％
浮力を求め密度から質量を求める基本的な問題は高い正答率
でしたが、熱気球が浮上する絶対温度の条件を図示する問題
は非常に正答率が低く、数式の意味を理解できていないと感
じました。

2月2日
〔Ⅰ〕得点率：58％

滑車のない問題はよくできていました。定滑車につながった
棒の静止に関する問題では、棒のつりあいしか考えていない
回答が多く、問題文をきちんと理解できていないと感じまし
た。動滑車の加速度を求める問題の正解者は1名しかいませ
んでした。2つの運動方程式を立てるところが難しかったの
かもしれません。誤答の種類としては、動滑車につながるお
もりの慣性質量を3m ではなく m とした場合、糸の張力と定
滑車につながる重りの重力がつりあうとしてしまった場合、
糸の張力から受ける力が動滑車では2倍としなかった場合が
ありました。

〔Ⅱ〕得点率：69％
満点が答案の15％でそれを除くと平均点が45％の対称な得点
分布でした。磁束の変化量の誤答、公式だけ覚えただけの解
答も散見されました。

〔Ⅲ〕得点率：46％
解答指示（記載した記号のうち、「必要なもの」を用いて表わ
せ）を読み落とした解答が多くありました。また状態方程式
に近い形のところは解答出来ていても、途中の導出過程が不
正解のものもあり、全体的に分子運動論の理解度は今ひとつ
であるように感じました。最後の設問⑩⑪は圧力と体積、温
度（内部エネルギー）、仕事の関係を理解していれば、定性的
な考察だけで解答できますが、正答者は少数でした。

2月16日
〔Ⅰ〕得点率：42％

思いのほか得点率が低い結果でした。特に誤答が目立ったの
が、設問⑥床に衝突するまでの時間です。小球が単振動の振
幅の半分だけ変位するのが周期の4分の1だけ位相が変化し
たときとした誤答が多く見られました。設問⑨床ではね返っ
た後の速度に関しても、符号が抜け落ちている誤答が目立ち
ました。これらはいずれも少し考え直せば避けられます。

〔Ⅱ〕得点率：56％
この現象が渦電流であることそのものを問う問題に誤答が目
立ちました（正答率36％）。エネルギーの計算では、有効数字
についてはよくできていたものの、桁を間違える解答が少な
くない頻度で見られました。

〔Ⅲ〕得点率：60％
思いのほか得点率が低い結果でした。全く手付かずの答案も
あれば満点の答案もありました。磁束密度の単位Ｔはテスラ
と呼びますが、様々な誤答が見受けられました。

アドバイス
1月27日
〔Ⅰ〕ケプラー運動している天体の万有引力における力学的エネル

ギーは無限遠を基準にすると負の値になることを理解するこ
とが大切です。複数の物理量がどのような関係にあるのかを
数式だけではなく言葉で説明できるようになると、より物理
の理解が深まるので、挑戦してみましょう。

〔Ⅱ〕ただ公式を適用して問題を解いて正解が出れば満足するよう
な姿勢では大学で苦労します。何が起きているかを頭の中で
きちんと想像することが重要です。

〔Ⅲ〕教科書に書かれている基本的な内容をしっかり理解すること

が、応用力を養うことにもつながります。基本を疎かにしな
いようにしましょう。また、物理は物理量の単位や次元を含
めて理解することが重要な学問です。この問題に限らず、
様々な物理量や公式がどういう次元の計算をしているのかを
意識してみると理解が深まるはずです。

1月28日
〔Ⅰ〕地球の内部ではバネと同じ力が働きます。地球の外と内で重

力の性質が変わることをそれぞれ分けて考えることが必要で
した。少し計算量が多い問題でしたが、計算結果を出したあ
とに単位を確認するなどでミスが発見しやすいものだったと
思います。計算結果をその都度吟味して、おかしな点はない
か検討する癖をつけると、計算ミスの早期発見につながりま
す。

〔Ⅱ〕電池がする仕事と電池がコンデンサーにした仕事の問題、電
圧あるいは電荷一定の場合の静電エネルギーの問題、どれも
教科書にある典型問題です。満点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕公式を暗記するのではなく、数式の意味する物理をしっかり
と考えて図示できるようにしましょう。不等式の関数を図示
する問題は、複数の文字定数を含みますが、ただの反比例の
関係なので、方眼紙に書いて練習してみましょう。

2月2日
〔Ⅰ〕物体のつり合い、運動をイメージしながら問題に取り組みま

しょう。問題文をきちんと読んで運動の状況を理解してから、
問題を解くようにしましょう。運動方程式を立てるときは、
個々の物体に働くすべての力を書き出すことが大切です。こ
こでは張力と重力でした。

〔Ⅱ〕教科書に類似問題がありますが、公式の丸暗記ではなくその
導出の道筋を理解しておきましょう。得点率の高い問題は満
点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕まず問題文をきちんと読むことが何よりも重要です。また教
科書に載っている結果（気体の状態方程式など）だけでなく、
導出過程をきちんと理解しておくと、応用問題にも対応でき
るようになります（この問題は応用ではありませんが）。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動は、等速円運動を真横から見た状況をイメージしたり、

三角関数の数式を用いて表現したりと、複数の視点からの理
解が可能な問題です。ぜひ色々な練習問題に取り組み、理解
を深めておきましょう。はね返り係数 e が出てくる問題は、
求めた答えに e＝1．0を代入すれば弾性衝突になるので理に
適った答えが得られたかどうか、検算すると良いと思います。
今回の問題なら e＝0を代入すると、振動する小球を床の位置
で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
かるでしょう。

〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
くことが大切です。物質の電磁気的な性質は電荷や電流の力
学的な運動と関連します。電力と仕事、仕事率との関係、磁
場に関連する単位を確認しておきましょう。
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕【力学】連星のケプラー運動の問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】定電流電源の挙動の問題です。
〔Ⅲ〕【波】波に関する基本的な知識の問いです。
1月28日
〔Ⅰ〕【力学】地球トンネルの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】電池のする仕事とコンデンサーの静電エネルギーの

問題です。
〔Ⅲ〕【熱力学】熱気球の浮上に関する問題です。
2月2日
〔Ⅰ〕【力学】定滑車と動滑車と剛体棒のつりあいの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気学】磁場を横切る導体棒に流れる電流とローレンツ力

の問題です。
〔Ⅲ〕【熱力学】気体の分子運動論の問題です。
2月16日
〔Ⅰ〕【力学】ばねによる単振動と床面でのはね返りの問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気学その他】渦電流ブレーキによる発熱の見積りをする

問題です。
〔Ⅲ〕【電磁気学アラカルト】抵抗の消費する電力、磁束密度に関す

る単位の問題です。

出題のねらい
1月27日
〔Ⅰ〕万有引力の法則やエネルギー保存則を適切に使うことができ

るのかを問いました。
〔Ⅱ〕電源の挙動を文章から読み取り、それを頭の中で想像できる

かどうか、見慣れない電源の端子の開放や短絡という状況に
どう対応できるかを問いました。

〔Ⅲ〕波に関して基本的な内容（波の種類、波の速度、媒質の速度、
位相の関係）を正しく理解できているかを確認したく出題し
ました。音速の導出式を問う問題は、物理量の単位や次元を
正しく理解できているかを確認しました。

1月28日
〔Ⅰ〕万有引力と単振動という通常は別の単元として学ぶ物理現象

が結びつく面白さを感じてもらいました。
〔Ⅱ〕電池のする仕事とコンデンサーにする仕事と静電エネルギー

の関係、極板間を変えた場合の静電エネルギーの変化を問い
ました。

〔Ⅲ〕気球の内部の物質量の変化に気付き、熱気球に働く力のつり
あいの関係から熱気球が浮上する条件を求めることができる
かどうか、数式をグラフに図示することができるかどうかを
問いました。

2月2日
〔Ⅰ〕力のモーメントとつりあいの問題、定滑車と動滑車のはたら

きの違いが理解できているかどうかを問いました。

〔Ⅱ〕磁場中の電流に働くローレンツ力とその仕事について問いま
した。

〔Ⅲ〕気体の分子運動論をきちんと理解しているか、それを圧力や
温度といった気体の状態と結びつけられるかを問いました。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動の運動方程式や力学的エネルギーの保存を正しく理解

できているかを問いました。また、問題文で示されている場
面を適切にグラフ化できるかという理解力を確かめる問題で
した。

〔Ⅱ〕電磁誘導によって起きる渦電流は、電磁調理器などの機器に
使われる身近な現象です。この問題の半分は力学でしたが、
渦電流のイメージを明確に持っているかを問いました。また、
余計な情報に惑わされない表の読み取りができるかどうか等
も問いました。

〔Ⅲ〕抵抗での電力や磁束密度の単位を理解しているかを問いまし
た。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕得点率：50％

万有引力による力学的エネルギーの計算の間違いが散見され
ました。力学的エネルギーが変わったときに惑星の軌道がど
うなるかという問題の正答率も高くはありませんでした。全
体の正答率は50％強で、正答率が8割以上の受験者は25％程
度でした。

〔Ⅱ〕得点率：51％
電源端子の開放時に出力される電圧の誤答が非常に目立ちま
した（正答率35％）。また、オームの法則をなんとなく適用し
ているだけにみえる答案も多くみられました。

〔Ⅲ〕得点率：65％
全体的によく解けていました。特に、正弦波の位相について
の問題は、多くの人が正しく理解できていました。その一方
で、縦波や横波の定義を確認する設問は理解が曖昧な答案も
目立ちました。音速の計算式の次元解析は、見慣れない問題
形式だったせいか、解ける人と解けない人が両極端に分かれ
る傾向が見られました。

1月28日
〔Ⅰ〕得点率：27％

球の体積と密度と質量の関係の不正解が多くありました。複
雑な式の妥当性の吟味をせずに書いている解答もよくみられ
ました。全体の正答率は27％でしたが、0点の人を除くと
35％となりました。全体的に得点率は低くかったのですが、
満点に近い人も5％いました。

〔Ⅱ〕得点率：60％
電池の運んだ電気量が正解でも電池のした仕事が不正解の答
案がたくさんありました。電池を接続したままのコンデン
サーの静電エネルギーの変化量を答える問題が正解でも接続

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 33点 33点 33点 33点
Ⅱ 33点 34点 33点 32点
Ⅲ 34点 33点 34点 35点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 物理一般選抜入試の採点を終えて
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せず極板間を変えた場合の問題には不正解であった答案がた
くさんありました。しかし、全問正解も10％近くありました。

〔Ⅲ〕得点率：51％
浮力を求め密度から質量を求める基本的な問題は高い正答率
でしたが、熱気球が浮上する絶対温度の条件を図示する問題
は非常に正答率が低く、数式の意味を理解できていないと感
じました。

2月2日
〔Ⅰ〕得点率：58％

滑車のない問題はよくできていました。定滑車につながった
棒の静止に関する問題では、棒のつりあいしか考えていない
回答が多く、問題文をきちんと理解できていないと感じまし
た。動滑車の加速度を求める問題の正解者は1名しかいませ
んでした。2つの運動方程式を立てるところが難しかったの
かもしれません。誤答の種類としては、動滑車につながるお
もりの慣性質量を3m ではなく m とした場合、糸の張力と定
滑車につながる重りの重力がつりあうとしてしまった場合、
糸の張力から受ける力が動滑車では2倍としなかった場合が
ありました。

〔Ⅱ〕得点率：69％
満点が答案の15％でそれを除くと平均点が45％の対称な得点
分布でした。磁束の変化量の誤答、公式だけ覚えただけの解
答も散見されました。

〔Ⅲ〕得点率：46％
解答指示（記載した記号のうち、「必要なもの」を用いて表わ
せ）を読み落とした解答が多くありました。また状態方程式
に近い形のところは解答出来ていても、途中の導出過程が不
正解のものもあり、全体的に分子運動論の理解度は今ひとつ
であるように感じました。最後の設問⑩⑪は圧力と体積、温
度（内部エネルギー）、仕事の関係を理解していれば、定性的
な考察だけで解答できますが、正答者は少数でした。

2月16日
〔Ⅰ〕得点率：42％

思いのほか得点率が低い結果でした。特に誤答が目立ったの
が、設問⑥床に衝突するまでの時間です。小球が単振動の振
幅の半分だけ変位するのが周期の4分の1だけ位相が変化し
たときとした誤答が多く見られました。設問⑨床ではね返っ
た後の速度に関しても、符号が抜け落ちている誤答が目立ち
ました。これらはいずれも少し考え直せば避けられます。

〔Ⅱ〕得点率：56％
この現象が渦電流であることそのものを問う問題に誤答が目
立ちました（正答率36％）。エネルギーの計算では、有効数字
についてはよくできていたものの、桁を間違える解答が少な
くない頻度で見られました。

〔Ⅲ〕得点率：60％
思いのほか得点率が低い結果でした。全く手付かずの答案も
あれば満点の答案もありました。磁束密度の単位Ｔはテスラ
と呼びますが、様々な誤答が見受けられました。

アドバイス
1月27日
〔Ⅰ〕ケプラー運動している天体の万有引力における力学的エネル

ギーは無限遠を基準にすると負の値になることを理解するこ
とが大切です。複数の物理量がどのような関係にあるのかを
数式だけではなく言葉で説明できるようになると、より物理
の理解が深まるので、挑戦してみましょう。

〔Ⅱ〕ただ公式を適用して問題を解いて正解が出れば満足するよう
な姿勢では大学で苦労します。何が起きているかを頭の中で
きちんと想像することが重要です。

〔Ⅲ〕教科書に書かれている基本的な内容をしっかり理解すること

が、応用力を養うことにもつながります。基本を疎かにしな
いようにしましょう。また、物理は物理量の単位や次元を含
めて理解することが重要な学問です。この問題に限らず、
様々な物理量や公式がどういう次元の計算をしているのかを
意識してみると理解が深まるはずです。

1月28日
〔Ⅰ〕地球の内部ではバネと同じ力が働きます。地球の外と内で重

力の性質が変わることをそれぞれ分けて考えることが必要で
した。少し計算量が多い問題でしたが、計算結果を出したあ
とに単位を確認するなどでミスが発見しやすいものだったと
思います。計算結果をその都度吟味して、おかしな点はない
か検討する癖をつけると、計算ミスの早期発見につながりま
す。

〔Ⅱ〕電池がする仕事と電池がコンデンサーにした仕事の問題、電
圧あるいは電荷一定の場合の静電エネルギーの問題、どれも
教科書にある典型問題です。満点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕公式を暗記するのではなく、数式の意味する物理をしっかり
と考えて図示できるようにしましょう。不等式の関数を図示
する問題は、複数の文字定数を含みますが、ただの反比例の
関係なので、方眼紙に書いて練習してみましょう。

2月2日
〔Ⅰ〕物体のつり合い、運動をイメージしながら問題に取り組みま

しょう。問題文をきちんと読んで運動の状況を理解してから、
問題を解くようにしましょう。運動方程式を立てるときは、
個々の物体に働くすべての力を書き出すことが大切です。こ
こでは張力と重力でした。

〔Ⅱ〕教科書に類似問題がありますが、公式の丸暗記ではなくその
導出の道筋を理解しておきましょう。得点率の高い問題は満
点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕まず問題文をきちんと読むことが何よりも重要です。また教
科書に載っている結果（気体の状態方程式など）だけでなく、
導出過程をきちんと理解しておくと、応用問題にも対応でき
るようになります（この問題は応用ではありませんが）。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動は、等速円運動を真横から見た状況をイメージしたり、

三角関数の数式を用いて表現したりと、複数の視点からの理
解が可能な問題です。ぜひ色々な練習問題に取り組み、理解
を深めておきましょう。はね返り係数 e が出てくる問題は、
求めた答えに e＝1．0を代入すれば弾性衝突になるので理に
適った答えが得られたかどうか、検算すると良いと思います。
今回の問題なら e＝0を代入すると、振動する小球を床の位置
で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
かるでしょう。

〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
くことが大切です。物質の電磁気的な性質は電荷や電流の力
学的な運動と関連します。電力と仕事、仕事率との関係、磁
場に関連する単位を確認しておきましょう。

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）

出題内容
1月26日
〔Ⅰ〕【力学】摩擦のある床の上で物体が滑る現象を考える問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】イグナイターという点火装置を題材にした電流および

電気回路の問題です。
〔Ⅲ〕 【熱力学】単原子分子の運動を考え、理想気体の圧力や内部エネ

ルギーの表式を求める問題です。
1月27日
〔Ⅰ〕【力学】円錐ばね振り子に関する問題です。ばねの先に取り付け

られた小球が床面から離れずに等速円運動をしている場合と、
小球が床面から離れる場合について考える問題です。

〔Ⅱ〕【電磁気】コイルを含んだ電気回路の問題です。
〔Ⅲ〕【原子】 放射性同位元素の半減期と、電磁場中での原子核の運動

から放射性同位元素の質量を区別する問題でした。
1月28日
〔Ⅰ〕【力学】力積や運動エネルギーを手がかりとして衝突による運動

状態の変化について問う問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気学】電気抵抗の基本的な仕組みを考え、内部抵抗のある

電池を用いて、起電力や消費電力を求める問題です。
〔Ⅲ〕【熱力学】単原子分子理想気体における定圧膨張、等温膨張、断

熱膨張について、温度、体積、圧力、仕事、熱、内部エネルギー
の変化について問う問題です。

2月16日
〔Ⅰ〕【力学】バネの単振動と摩擦の問題です。
〔Ⅱ〕【電磁気】様々な電荷が作る電場を、ガウスの法則を用いて考え

る問題です。
〔Ⅲ〕【波】弦に生じる定常波の問題です。
 

出題のねらい
1月26日
　〔Ⅰ〕 摩擦と運動の基本的事項を理解しているか、また、その関係を

表したグラフを正しく解釈できるかを問いました。
　〔Ⅱ〕 電流や消費電力、電気回路について基本的な事項を理解できて

いるか、また、問題文の指示にしたがって回路を適切に組み立
てられるかを問いました。

　〔Ⅲ〕 気体分子の運動量変化や力積を正しく計算し、壁との衝突頻度
や力の平均値などを問題文から正しく導くことができるかを問
いました。また、二乗平均速度の温度に対する依存性や気体分
子の速度分布の様子を正しく把握できているかも問いました。

1月27日
　〔Ⅰ〕 円錐ばね振り子を題材として、力のつりあいと分解、フックの

法則、弾性力による位置エネルギー、等速円運動が理解できて
いるのかを問いました。

　〔Ⅱ〕 電気回路におけるキルヒホッフの法則を正しく扱えるか、また、
コイルを含む回路の過渡現象を正しく理解できるかを問いまし
た。

　〔Ⅲ〕 高校物理の教科書では後半に位置する分野についての理解度と
電磁気学の基本事項を問いました。

1月28 日
　〔Ⅰ〕 運動量保存則の基礎にある作用・反作用の法則と、運動量をや

り取りする際に生じる力積の考え方が身についているかどうか
を確認しました。合わせて、符号や向きを持った物理量（ベク
トル量）を正しく運用して議論を展開する力を確認しました。

　〔Ⅱ〕 電気抵抗の原因が導体中の自由電子と原子（陽イオン）との衝
突であることを理解しているかどうかを問い、抵抗値が導体の
長さや断面積に対してどの様に変化するかを問いました。また、
電池と抵抗をつないだだけの単純な回路において、電池の内部
抵抗の影響がどの様に観測されるか、端子電圧と電流のグラフ
を用いて問いました。さらに、端子電圧と可変抵抗の消費電力
の関係を表すグラフの概形についても問いました。

　〔Ⅲ〕 さまざまな状態変化に対して、理想気体の状態方程式や熱力学
第一法則などを用いて熱力学的諸量の大小関係やその値を求め
ることができるかについて問いました。

2月16日
　〔Ⅰ〕 バネの単振動の基本と摩擦力についての基本的な理解を問いま

した。
　〔Ⅱ〕 静電場の基礎的な法則を理解し、見慣れない状況にも適用でき

るかを問いました。
　〔Ⅲ〕波に関する物理量を正しく理解できているかを確認しました。
 

結果を振り返って
1月26日
　〔Ⅰ〕得点率：66％

全体的に良く出来ていました。特に前半の基礎的な部分は正答
率が高かったです。他方で、摩擦係数の数値計算では、有効数
字だけでなく桁数の間違いが多く、単位（mmとmの関係など）
の理解が不十分なようです。また、グラフの解釈では、⑨の正
答率は高かったものの、⑩は間違いが多かったです。グラフか
ら何が読み取れるのか、論理的に考えることが重要です。μが
判別できない、kとKが区別できないなど、不正確な表記も目
立ちました。

　〔Ⅱ〕得点率：60%
問題文で取り扱った点火装置のことを予め知っていた人はほと
んどいなかったのではないかと思います。この問題は、点火装
置についての予備知識がゼロでも、問題文中で説明されている
装置の特徴を正しく理解すれば、教科書に載っている基本的な
知識をもとに正答が導ける問題です。質問事項も、抵抗を流れ
る電流による発熱の性質や、消費電力の単位、電気回路の各点
に掛かる電圧の大きさなど、基本的な知識を問うものでした。
④の設問では、電気抵抗率が何を示すのかを正しく理解してい
ないと思われる誤答（6.4×10^-4という答案）が目立ちま
した。計算過程での物理量の単位を確認し、自分の計算が正し
いかどうかを検算するようにしましょう。回路を描く設問は、
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正しい回路図を書けている答案も多かったです。
　〔Ⅲ〕得点率：69％

前半は教科書に書いてある内容に沿って出題しており、全体的
に良く出来ていました。但し、運動量変化にマイナス符号が付
いていない答案がいくつかありました。また、分子全体の力の
大きさの平均値を計算する問題にはヒントが少なく、正答率が
やや低かったです。さらに、圧力や内部エネルギーの表式を正
確に書けていない答案も目立ちましたので、教科書の表式を暗
記するのではなく、問題に応じて正しく導出できるようにして
おきましょう。

1月27日
　〔Ⅰ〕得点率：70％

問題前半の小球が床面から離れずに等速円運動をしている問題
については高い正答率となりました。問題後半の小球が床面か
ら離れる問題については正答率が比較的低くなっていました。
特に、ばねの鉛直方向からの角度や小球の角速度を求める問題
が少し難しかったようです。

　〔Ⅱ〕得点率：38%
残念ながら出来が非常に悪い結果となりました。スイッチを閉
じて十分に時間が経過した定常状態での回路に流れる電流を問
う設問⑤～⑦は、キルヒホッフの法則を用いる、電気回路のき
わめて基本的な問題です。この設問すら間違えている答案が多
かったということは、電気回路に対して苦手意識を持つ人が想
像以上に多いのかも知れません。スイッチを開いた直後の過渡
現象に関しても、コイルがどういった役割を果たすのかは問題
文中にも説明されています。それを正しく読み取る読解力が物
理の問題を解く上でも重要になります。グラフを描く問題は多
くの人が間違えていました。

　〔Ⅲ〕得点率：67％
全体的に良く出来ていました。グラフにプロットする問題も，
電磁気学の計算もよく解けていたと思います。有効数字が指定
されていた問題に対し、答えを分数のままで記入する解答が予
想以上に多かった印象です。

1月28日
　〔Ⅰ〕得点率：45%

全体的に正答率は低かったです。特に、符号付きの物理量を解
答する問題について、符号間違いが多く見られました。また、
次元の異なる変数同士、あるいは、ベクトル量とスカラー量の
間で和や差を取るなど、明らかな誤答の多さも気になりました。
文字式の変形を伴う問題は特に正答率が低く、最後の小問まで
正しく回答できている答案は僅かでした。一方で、ベクトルの
成分を選択する問題については正答率が高かったです。

　〔Ⅱ〕得点率：70％
問題は教科書レベルの内容であり、全体的に良く出来ていまし
た。但し、電気抵抗の原因に関しては正答率が高かったものの、
導体の長さや断面積に対する依存性については正答率がやや下
がりました。教科書にある抵抗率の説明まで理解しておくよう
にしましょう。また、電池の内部抵抗まで含めた電圧降下の式
を正しく書けたのは７割程度でしたが、可変抵抗の消費電力の
表式を書けたのは半数程度でした。いずれも問題文をよく読ん
で考えれば難しい問題ではありませんので、落ち着いて取り組
むようにしましょう。なお、グラフから起電力の数値を読み取り、
可変抵抗の抵抗値を有効数字２桁で求める問題はよく出来てい
ました。

　〔Ⅲ〕得点率：71 ％
高い得点率となりました。正答率が比較的低かった問題は、気
体が外部にする仕事の大小関係、気体の内部エネルギーの変化
の大小関係、気体が吸収する熱量の大小関係、を問う問題でした。
また、定圧変化における内部エネルギーの変化や気体が受け取
る熱量を答える問題も他に比べると正答率が低くなっていまし
た。

2月16日
　〔Ⅰ〕得点率：45%

非常に基本的な問題でしたが，得点率は低い結果でした。受験
生の多くが教科書の基本的な内容を理解できていないようでし
た。また，静止摩擦係数と動摩擦係数の区別がついてない解答
も多くみられました。

　〔Ⅱ〕得点率：43%
残念ながら、出来は今ひとつでした。前半の点電荷の問題の出
来は悪くありませんでしたが、後半の直線電荷の方はかなり悪
かったです。電磁気そのものではなく、球の表面積や円筒の側
面積といった基礎的な幾何学の間違いが主な原因だったようで
す。また、クーロンの法則を書けなかった解答も少なからずあ
りました。

　〔Ⅲ〕得点率：52%
高得点が取れている人と得点率が極めて低い人とに分かれる結
果となりました。「時間の逆数」の次元を持つ振動数 fと「長さ」
の次元を持つ弦の長さ lの記号から必要なものを用いよという
指示がある場合、求めるべき物理量の次元を考えるだけでも、f
と lの記号のどちらを用いるべきかや、fと lをどう組み合わせ
れば良いかが分かるはずです。また、ギターの弦に掛かる張力
を数値計算する問題⑩は、問題文中で与えられた弦の長さや線
密度の単位を正しく理解できておらず、誤答の（オ）を選んで
いる人が目立ちました。

アドバイス
1月26日
　〔Ⅰ〕 物理量には単位が不可欠です。基本的な単位は理解し、計算で

きるようにしておきましょう。また、書き方で減点されるのは
もったいないので、添字なども含め、判別しやすい表記を心が
けましょう。

　〔Ⅱ〕 教科書に載っているような電気回路だけではなく、色々な電気
回路の図に普段から触れるようにしておくと良いと思います。
また、電気回路は私たちの身の回りの様々な電化製品で使用さ
れています。この問題で取り上げた点火装置のように、「これは
どういう仕組みで動作しているのだろうか」と興味や関心を持
つことも、物理の学力を高めるのに役立ちます。

　〔Ⅲ〕 圧力や内部エネルギーなど、巨視的な量を分子の力学法則から
導き出す計算は重要です。教科書の手順に従い、一度は自分の
手で計算を確かめるようにしましょう。また、立方体ではなく
球状の容器の場合や、真空にした容器内への断熱自由膨張の問
題など、様々な条件における分子の運動や理想気体の性質につ
いても理解できるようにしましょう。

1月27日
　〔Ⅰ〕 計算が必要となる問題で正答率が低くなっていました。日頃か

ら計算力を鍛えておいてください。効率の良い計算手順を考え
ることも重要です。

　〔Ⅱ〕 物体が運動している様子をイメージしやすい力学と違って、電
磁気や電気回路の分野はその現象を具体的にイメージしにくい
分野かも知れません。だからこそ尚更、教科書の記述を細部ま
で丁寧に読み、様々なタイプの演習問題に取り組んできたかど
うかが、得点力の大きな差に繋がります。

　〔Ⅲ〕 同位元素の表記について，問題文に説明があり例示もされてい
るにも関わらず，全く頓珍漢な解答が多数ありました。新しい
知識を文章から読み取る力は最も基礎的で重要な能力です。身
につけてください。数値を答える問題では有効数字の間違いや，
小数にせず分数のままの解答も目立ちました。問題文をよく読
み，解答の条件を理解した上で答えを記入することが重要です。

1月28日
　〔Ⅰ〕 まずは物理量の定義を正確に把握することが重要です。次元や、

ベクトル量（向きを持った量）なのかスカラー量なのかといっ
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1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式

108

数

学

（
理
系
科
目
）

数

学

（
文
系
科
目
）出題内容

1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
を選ぶ必要があります。（ウ）考え方は（イ）と同様ですが、あ

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点 100点 100点 100点

講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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1月27日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、三角関数、対数関数、複素数
〔Ⅱ〕組み合わせ
〔Ⅲ〕3次関数、図形と方程式、面積、増減表、最大と最小
1月28日
〔Ⅰ〕数と式、ベクトル、三角関数、複素数、対数関数
〔Ⅱ〕確率、漸化式
〔Ⅲ〕式と曲線、極座標
2月2日
〔Ⅰ〕整式、ベクトル、指数関数、複素数、定積分
〔Ⅱ〕確率
〔Ⅲ〕放物線、接線、面積
2月3日
〔Ⅰ〕確率、関数の最大と最小、ベクトル、球面の方程式、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、三角関数
〔Ⅲ〕微分法、関数のグラフ、面積
2月16日
〔Ⅰ〕約数、整数の性質、解と係数の関係、対数、定積分
〔Ⅱ〕平面ベクトル、関数の最大と最小
〔Ⅲ〕複素数平面、複素数と図形
3月10日
〔Ⅰ〕整式、確率、正弦定理と余弦定理、ベクトル、複素数
〔Ⅱ〕図形と方程式、不等式の表す領域
〔Ⅲ〕分数関数、接線、図形と方程式、定積分

出題のねらい
高校数学全般にわたって、その内容が十分に理解されているかどう
かをみます。そのために、数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂのすべての範囲か
ら、できるだけ偏りがないように出題しています。〔Ⅰ〕では、基本
的な知識と計算力をみます。教科書の練習問題程度の易しい問題です。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕では、応用する力、考える力をみます。また、記述力、
表現力をみるために、〔Ⅲ〕は論述形式で出題します。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕（1）はよくできていました。（2）惜しい計算ミスが散見され

ました。（3）よくできていましたが、角度 θ の範囲に注意し
てください。（4）解と係数の関係を対数関数について応用す
る問題ですが、あまりできていませんでした。（5）もあまり
できていませんでした。この種の問題は方程式やベクトルを
使って解くこともできます。いろいろな解き方を試すと理解
が深まるでしょう。

〔Ⅱ〕1と－1という2つの整数を使った組み合わせの問題ですが、
あまりできていませんでした。見慣れない問題で、特に（キ）、

（ク）は難しかったかもしれませんが、（ア）から（カ）までは確
実にできて欲しいところです。（ア）、（イ）、（ウ）は状況が理解
できればすぐにわかる問題で、ここまではよくできていまし
た。（オ）s8が正となる場合と負となる場合は同じ数だけあり
ます（対称性）。92という誤答が目立ちました。（カ）も対称性
を利用します。（キ）、（ク）はほとんど正解がありませんでした。

〔Ⅲ〕3次関数の問題です。（1）曲線Ｃが通る定点を求める問題で、
よくできていました。（2）（1）ができているにもかかわらず、
因数分解につなげられていない解答が目立ちました。方程式
を連立させたときの解と、曲線の交点の対応をきちんと理解
しましょう。（3）は曲線と線分で囲まれた部分の面積を求め
る問題です。計算ミスが目立ちました。（4）微分の問題とし
ては基本的ですが、ここまでたどり着いた人がほとんどいま
せんでした。

1月28日
〔Ⅰ〕（1）整式の割り算と余りを利用すれば簡単に計算できますが、

3次式をそのまま展開したと思われる解答が散見されました。
（2）はよくできていました。（3）そこそこできていました。
（4）複素数の計算に慣れていないのか、できていませんでし
た。（5）比較的よくできていました。

〔Ⅱ〕確率漸化式の典型的な問題で、比較的よくできていました。
完答できている人も多く、出来・不出来の差があったようで
す。（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）はよくできていました。（オ）は
（エ）がわかれば解けるはずの問題ですが、意外にできていま
せんでした。qn／2という誤答が散見されました。（カ）、（キ）
はあまりできていませんでした。特に、nの値が1だけずれ
ている解答が散見されました。答えに n＝1などを代入し、
チェックする習慣をつけましょう。

〔Ⅲ〕双曲線と接線および垂線の問題です。（1）はよくできていま
したが、b＞0という条件を見落として、負の答えも書いてい
る人が散見されました。（2）傾きを求めるために、平方根を
含む無理関数を微分し、間違えている人が多くみられました。
この問題ができたかどうかが分岐点になったようです。（3）
交点の y座標の符号を間違っている人が散見されました。
（4）r2と cos2θ をともに aの式で表し、結果が一致するこ
とを示せばOKです。証明問題としては答えやすい問題でし
たが、あまりできていませんでした。

2月2日
〔Ⅰ〕（1）、（2）はほとんどできていませんでした。（3）a＜－2を

範囲に含めてしまう誤答が目立ちました。（4）あまりできて
いませんでした。（5）部分積分を使った定積分の問題です。
途中で符号を間違ったと思われる誤答が非常に多くみられま
した。

〔Ⅱ〕確率の問題ですが、ほとんどの人が（ア）、（イ）、（ウ）しか解
答しておらず、非常にできが悪かったです。（ア）はよくでき
ていました。（イ）n3が n1または n2と等しくなるためには、
残りの16個の玉から n1または n2と同じ数字で色の異なる玉
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試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（理系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（理系）

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点 30点 30点 30点
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講評 数学（理系科目）一般選抜入試の採点を終えて
※生命科学部の入試対策には、数学（理系科目）ではなく、

数学（文系科目）を参考にしてください。

■解答方法は、全試験日 記述式
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せず極板間を変えた場合の問題には不正解であった答案がた
くさんありました。しかし、全問正解も10％近くありました。

〔Ⅲ〕得点率：51％
浮力を求め密度から質量を求める基本的な問題は高い正答率
でしたが、熱気球が浮上する絶対温度の条件を図示する問題
は非常に正答率が低く、数式の意味を理解できていないと感
じました。

2月2日
〔Ⅰ〕得点率：58％

滑車のない問題はよくできていました。定滑車につながった
棒の静止に関する問題では、棒のつりあいしか考えていない
回答が多く、問題文をきちんと理解できていないと感じまし
た。動滑車の加速度を求める問題の正解者は1名しかいませ
んでした。2つの運動方程式を立てるところが難しかったの
かもしれません。誤答の種類としては、動滑車につながるお
もりの慣性質量を3m ではなく m とした場合、糸の張力と定
滑車につながる重りの重力がつりあうとしてしまった場合、
糸の張力から受ける力が動滑車では2倍としなかった場合が
ありました。

〔Ⅱ〕得点率：69％
満点が答案の15％でそれを除くと平均点が45％の対称な得点
分布でした。磁束の変化量の誤答、公式だけ覚えただけの解
答も散見されました。

〔Ⅲ〕得点率：46％
解答指示（記載した記号のうち、「必要なもの」を用いて表わ
せ）を読み落とした解答が多くありました。また状態方程式
に近い形のところは解答出来ていても、途中の導出過程が不
正解のものもあり、全体的に分子運動論の理解度は今ひとつ
であるように感じました。最後の設問⑩⑪は圧力と体積、温
度（内部エネルギー）、仕事の関係を理解していれば、定性的
な考察だけで解答できますが、正答者は少数でした。

2月16日
〔Ⅰ〕得点率：42％

思いのほか得点率が低い結果でした。特に誤答が目立ったの
が、設問⑥床に衝突するまでの時間です。小球が単振動の振
幅の半分だけ変位するのが周期の4分の1だけ位相が変化し
たときとした誤答が多く見られました。設問⑨床ではね返っ
た後の速度に関しても、符号が抜け落ちている誤答が目立ち
ました。これらはいずれも少し考え直せば避けられます。

〔Ⅱ〕得点率：56％
この現象が渦電流であることそのものを問う問題に誤答が目
立ちました（正答率36％）。エネルギーの計算では、有効数字
についてはよくできていたものの、桁を間違える解答が少な
くない頻度で見られました。

〔Ⅲ〕得点率：60％
思いのほか得点率が低い結果でした。全く手付かずの答案も
あれば満点の答案もありました。磁束密度の単位Ｔはテスラ
と呼びますが、様々な誤答が見受けられました。

アドバイス
1月27日
〔Ⅰ〕ケプラー運動している天体の万有引力における力学的エネル

ギーは無限遠を基準にすると負の値になることを理解するこ
とが大切です。複数の物理量がどのような関係にあるのかを
数式だけではなく言葉で説明できるようになると、より物理
の理解が深まるので、挑戦してみましょう。

〔Ⅱ〕ただ公式を適用して問題を解いて正解が出れば満足するよう
な姿勢では大学で苦労します。何が起きているかを頭の中で
きちんと想像することが重要です。

〔Ⅲ〕教科書に書かれている基本的な内容をしっかり理解すること

が、応用力を養うことにもつながります。基本を疎かにしな
いようにしましょう。また、物理は物理量の単位や次元を含
めて理解することが重要な学問です。この問題に限らず、
様々な物理量や公式がどういう次元の計算をしているのかを
意識してみると理解が深まるはずです。

1月28日
〔Ⅰ〕地球の内部ではバネと同じ力が働きます。地球の外と内で重

力の性質が変わることをそれぞれ分けて考えることが必要で
した。少し計算量が多い問題でしたが、計算結果を出したあ
とに単位を確認するなどでミスが発見しやすいものだったと
思います。計算結果をその都度吟味して、おかしな点はない
か検討する癖をつけると、計算ミスの早期発見につながりま
す。

〔Ⅱ〕電池がする仕事と電池がコンデンサーにした仕事の問題、電
圧あるいは電荷一定の場合の静電エネルギーの問題、どれも
教科書にある典型問題です。満点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕公式を暗記するのではなく、数式の意味する物理をしっかり
と考えて図示できるようにしましょう。不等式の関数を図示
する問題は、複数の文字定数を含みますが、ただの反比例の
関係なので、方眼紙に書いて練習してみましょう。

2月2日
〔Ⅰ〕物体のつり合い、運動をイメージしながら問題に取り組みま

しょう。問題文をきちんと読んで運動の状況を理解してから、
問題を解くようにしましょう。運動方程式を立てるときは、
個々の物体に働くすべての力を書き出すことが大切です。こ
こでは張力と重力でした。

〔Ⅱ〕教科書に類似問題がありますが、公式の丸暗記ではなくその
導出の道筋を理解しておきましょう。得点率の高い問題は満
点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕まず問題文をきちんと読むことが何よりも重要です。また教
科書に載っている結果（気体の状態方程式など）だけでなく、
導出過程をきちんと理解しておくと、応用問題にも対応でき
るようになります（この問題は応用ではありませんが）。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動は、等速円運動を真横から見た状況をイメージしたり、

三角関数の数式を用いて表現したりと、複数の視点からの理
解が可能な問題です。ぜひ色々な練習問題に取り組み、理解
を深めておきましょう。はね返り係数 e が出てくる問題は、
求めた答えに e＝1．0を代入すれば弾性衝突になるので理に
適った答えが得られたかどうか、検算すると良いと思います。
今回の問題なら e＝0を代入すると、振動する小球を床の位置
で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
かるでしょう。

〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
くことが大切です。物質の電磁気的な性質は電荷や電流の力
学的な運動と関連します。電力と仕事、仕事率との関係、磁
場に関連する単位を確認しておきましょう。
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で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
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〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
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た特徴について正しく理解するよう心がけてください。また、
典型的な練習問題に対して基本的な法則を覚えて当てはめるだ
けではなく、さまざまな法則がどのような理屈で導かれている
のか把握し、教科書の論理展開を自力で再現できるよう練習し
ておくことが重要です。最後に、大学での学びにつなげる上でも、
既知の法則に数値を当てはめるだけの練習ではなく、本問題で
出題したようなベクトル量を含め、物理量を文字式のまま正し
く運用し、一般論を展開する力を養っておいてください。

　〔Ⅱ〕 電気抵抗の原因を深く理解し、導体の長さや断面積、温度に対
する依存性までよく理解しておきましょう。また、様々な回路
における抵抗の役割を整理しておくことも大切です。電気回路
に関しては、できるだけ沢山の練習問題を解き、理解を深めて
おきましょう。

　〔Ⅲ〕 定圧変化、等温変化、断熱変化、といった状態の変化に対して、
熱力学的な量がどのように変化するのかを整理して理解してお
いてください。

2月16日
　〔Ⅰ〕 力と仕事，単振動や摩擦などは物理の基本です。教科書の例題

や基本問題は繰り返し練習し，身につけるようにしましょう。
　〔Ⅱ〕 見慣れない設定でも、解答に必要な情報は問題文で十分に与え

られています。文章から読み取る能力は、理系においても必須
です。また、物体の体積や表面積といった、数学の基礎の理解
不足で間違えることの無いようにしましょう。

　〔Ⅲ〕 数値計算を行う際には、計算に用いる物理量の単位が kg なのか 
g なのか、m なのか cm なのか等という様に、しっかりと注意
することが重要です。また、基本的な物理量については、具体
的な数値のイメージを持てるようにすると良いでしょう。例え
ば ⑩（オ）の 78400 Nという張力は、鉛直に吊るした糸の下
端に 8000 kg もの大きな質量のおもりをぶら下げた時の糸に
かかる力と同等です。
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思いのほか得点率が低い結果でした。特に誤答が目立ったの
が、設問⑥床に衝突するまでの時間です。小球が単振動の振
幅の半分だけ変位するのが周期の4分の1だけ位相が変化し
たときとした誤答が多く見られました。設問⑨床ではね返っ
た後の速度に関しても、符号が抜け落ちている誤答が目立ち
ました。これらはいずれも少し考え直せば避けられます。

〔Ⅱ〕得点率：56％
この現象が渦電流であることそのものを問う問題に誤答が目
立ちました（正答率36％）。エネルギーの計算では、有効数字
についてはよくできていたものの、桁を間違える解答が少な
くない頻度で見られました。

〔Ⅲ〕得点率：60％
思いのほか得点率が低い結果でした。全く手付かずの答案も
あれば満点の答案もありました。磁束密度の単位Ｔはテスラ
と呼びますが、様々な誤答が見受けられました。

アドバイス
1月27日
〔Ⅰ〕ケプラー運動している天体の万有引力における力学的エネル

ギーは無限遠を基準にすると負の値になることを理解するこ
とが大切です。複数の物理量がどのような関係にあるのかを
数式だけではなく言葉で説明できるようになると、より物理
の理解が深まるので、挑戦してみましょう。

〔Ⅱ〕ただ公式を適用して問題を解いて正解が出れば満足するよう
な姿勢では大学で苦労します。何が起きているかを頭の中で
きちんと想像することが重要です。

〔Ⅲ〕教科書に書かれている基本的な内容をしっかり理解すること

が、応用力を養うことにもつながります。基本を疎かにしな
いようにしましょう。また、物理は物理量の単位や次元を含
めて理解することが重要な学問です。この問題に限らず、
様々な物理量や公式がどういう次元の計算をしているのかを
意識してみると理解が深まるはずです。

1月28日
〔Ⅰ〕地球の内部ではバネと同じ力が働きます。地球の外と内で重

力の性質が変わることをそれぞれ分けて考えることが必要で
した。少し計算量が多い問題でしたが、計算結果を出したあ
とに単位を確認するなどでミスが発見しやすいものだったと
思います。計算結果をその都度吟味して、おかしな点はない
か検討する癖をつけると、計算ミスの早期発見につながりま
す。

〔Ⅱ〕電池がする仕事と電池がコンデンサーにした仕事の問題、電
圧あるいは電荷一定の場合の静電エネルギーの問題、どれも
教科書にある典型問題です。満点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕公式を暗記するのではなく、数式の意味する物理をしっかり
と考えて図示できるようにしましょう。不等式の関数を図示
する問題は、複数の文字定数を含みますが、ただの反比例の
関係なので、方眼紙に書いて練習してみましょう。

2月2日
〔Ⅰ〕物体のつり合い、運動をイメージしながら問題に取り組みま

しょう。問題文をきちんと読んで運動の状況を理解してから、
問題を解くようにしましょう。運動方程式を立てるときは、
個々の物体に働くすべての力を書き出すことが大切です。こ
こでは張力と重力でした。

〔Ⅱ〕教科書に類似問題がありますが、公式の丸暗記ではなくその
導出の道筋を理解しておきましょう。得点率の高い問題は満
点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕まず問題文をきちんと読むことが何よりも重要です。また教
科書に載っている結果（気体の状態方程式など）だけでなく、
導出過程をきちんと理解しておくと、応用問題にも対応でき
るようになります（この問題は応用ではありませんが）。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動は、等速円運動を真横から見た状況をイメージしたり、

三角関数の数式を用いて表現したりと、複数の視点からの理
解が可能な問題です。ぜひ色々な練習問題に取り組み、理解
を深めておきましょう。はね返り係数 e が出てくる問題は、
求めた答えに e＝1．0を代入すれば弾性衝突になるので理に
適った答えが得られたかどうか、検算すると良いと思います。
今回の問題なら e＝0を代入すると、振動する小球を床の位置
で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
かるでしょう。

〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
くことが大切です。物質の電磁気的な性質は電荷や電流の力
学的な運動と関連します。電力と仕事、仕事率との関係、磁
場に関連する単位を確認しておきましょう。
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せず極板間を変えた場合の問題には不正解であった答案がた
くさんありました。しかし、全問正解も10％近くありました。
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度（内部エネルギー）、仕事の関係を理解していれば、定性的
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2月16日
〔Ⅰ〕得点率：42％
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この現象が渦電流であることそのものを問う問題に誤答が目
立ちました（正答率36％）。エネルギーの計算では、有効数字
についてはよくできていたものの、桁を間違える解答が少な
くない頻度で見られました。

〔Ⅲ〕得点率：60％
思いのほか得点率が低い結果でした。全く手付かずの答案も
あれば満点の答案もありました。磁束密度の単位Ｔはテスラ
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〔Ⅲ〕教科書に書かれている基本的な内容をしっかり理解すること

が、応用力を養うことにもつながります。基本を疎かにしな
いようにしましょう。また、物理は物理量の単位や次元を含
めて理解することが重要な学問です。この問題に限らず、
様々な物理量や公式がどういう次元の計算をしているのかを
意識してみると理解が深まるはずです。

1月28日
〔Ⅰ〕地球の内部ではバネと同じ力が働きます。地球の外と内で重

力の性質が変わることをそれぞれ分けて考えることが必要で
した。少し計算量が多い問題でしたが、計算結果を出したあ
とに単位を確認するなどでミスが発見しやすいものだったと
思います。計算結果をその都度吟味して、おかしな点はない
か検討する癖をつけると、計算ミスの早期発見につながりま
す。

〔Ⅱ〕電池がする仕事と電池がコンデンサーにした仕事の問題、電
圧あるいは電荷一定の場合の静電エネルギーの問題、どれも
教科書にある典型問題です。満点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕公式を暗記するのではなく、数式の意味する物理をしっかり
と考えて図示できるようにしましょう。不等式の関数を図示
する問題は、複数の文字定数を含みますが、ただの反比例の
関係なので、方眼紙に書いて練習してみましょう。

2月2日
〔Ⅰ〕物体のつり合い、運動をイメージしながら問題に取り組みま

しょう。問題文をきちんと読んで運動の状況を理解してから、
問題を解くようにしましょう。運動方程式を立てるときは、
個々の物体に働くすべての力を書き出すことが大切です。こ
こでは張力と重力でした。

〔Ⅱ〕教科書に類似問題がありますが、公式の丸暗記ではなくその
導出の道筋を理解しておきましょう。得点率の高い問題は満
点をめざしましょう。

〔Ⅲ〕まず問題文をきちんと読むことが何よりも重要です。また教
科書に載っている結果（気体の状態方程式など）だけでなく、
導出過程をきちんと理解しておくと、応用問題にも対応でき
るようになります（この問題は応用ではありませんが）。

2月16日
〔Ⅰ〕単振動は、等速円運動を真横から見た状況をイメージしたり、

三角関数の数式を用いて表現したりと、複数の視点からの理
解が可能な問題です。ぜひ色々な練習問題に取り組み、理解
を深めておきましょう。はね返り係数 e が出てくる問題は、
求めた答えに e＝1．0を代入すれば弾性衝突になるので理に
適った答えが得られたかどうか、検算すると良いと思います。
今回の問題なら e＝0を代入すると、振動する小球を床の位置
で一旦静止させ、そこで改めて初速度0で単振動を開始させ
るという状況です。この場合、振幅がどうなるかは直ぐにわ
かるでしょう。

〔Ⅱ〕公式を適用して計算し、答えを出すタイプの問題の他に、物
理現象そのものの理解が、大学では重要になってきます。頭
の中でのイメージを大切にすることを心がけてほしいと思い
ます。

〔Ⅲ〕教科書で物理用語の意味を理解し単位の呼び方を確認してお
くことが大切です。物質の電磁気的な性質は電荷や電流の力
学的な運動と関連します。電力と仕事、仕事率との関係、磁
場に関連する単位を確認しておきましょう。
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）

出題内容
1月26日
〔Ⅰ〕原子の構造と同位体
〔Ⅱ〕17族ハロゲン元素の性質
〔Ⅲ〕アセチレンの付加・重合反応とエステル化・同位体実験
1月27日
〔Ⅰ〕酸とアルカリ，気体の溶解度，重水の電離度とpH
〔Ⅱ〕金属元素の性質，金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕芳香族化合物の性質・分離，セルロースと半合成繊維
1月28日
〔Ⅰ〕物質の溶解，浸透圧
〔Ⅱ〕窒素，およびその化合物（アンモニア，硝酸，窒素肥料）
〔Ⅲ〕アルコールの酸化・還元反応と油脂のけん化反応
2月16日
〔Ⅰ〕化学反応の速度と化学平衡
〔Ⅱ〕1族元素と2族元素
〔Ⅲ〕アルカンの反応と構造，タンパク質の性質

出題のねらい
　「化学基礎」と「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化，〔Ⅱ〕
無機物質，〔Ⅲ〕有機化合物についての内容を主として出題しました。
幅広い分野にわたって，それぞれの基本的な内容の理解度に主眼を置き
ながら，応用的思考力，計算力，自分の理解内容を言葉で説明できる力（記
述力）を試すことにより，総合的に受験生の学力を評価するようにしま
した。教科書をしっかりと勉強して理解する，これができている受験生
にとっては，応用問題であっても，概ね正しく解答できる問題だったは
ずです。

結果を振り返って
1月26日
〔Ⅰ〕同位体を取り扱った問題です。同位体の原子構造（陽子の数，中

性子の数，電子の数）およびその表記法，放射性同位体の崩壊に
伴う放射線の種類，放射性同位体の半減期等について，幅広く基
本的な知識を問いました。問3は，水素の放射性同位体がトリチ
ウム（3H）であることの正答率が予想以上に低かったです。トリ
チウムについてはニュースでも話題になっていましたので，身近
な化学知識として日頃から興味を持ってもらえると良かったと思
います。放射性同位体を用いた年代測定の問題は，原理がリード
文に書いてあるので，ていねいに読めばそれほど難しくない問題
のはずですが，問10の正答率は高くありませんでした。問11
は問10の応用問題で，年代測定において仮定が成り立たない場
合に，推定した年代がどうなるかを問う，若干思考力を要求する
問題で，正答率は低かったです。問13は同位体の植物体内への
取り込み比から，当時の環境要因を考える問題で，あまり類似の
問題を見たことはなかったかもしれませんが，リード文にしたがっ

て考えればそれほど難しくない選択問題ですので，正答率は高かっ
たです。いずれの問題も，問題文をよく読んで，しっかり解き方
を理解できるかどうかで得点に差がつきました。

〔Ⅱ〕 ハロゲン元素の性質に関する基本的な知識，塩素の製法，ヨウ素
滴定に関する設問でした。問１～３までは，ハロゲン元素に関す
る基本的な知識を問うものでこの部分は高い正答率でよくできて
いました。問４は塩素気体の生成に関するものです。塩素気体の
化学反応式を問う設問では，化合物は合っているものの係数が間
違っている解答がいくつかありました。また，実験操作に関する
設問では，全問正解も多くありましたが，この部分を解答できて
いないものもありました。実験操作の意味を含めて，教科書の内
容を理解するようにしましょう。問５の滴定問題は，落ち着いて
取り組むことが大切です。この設問では，教科書の基本的な内容
をしっかりと把握しておくことが大切となります。

〔Ⅲ〕本年度の試験では，有機化学の基礎と応用を評価するため，反応
式の記述や生成物の構造理解，定量的な考察能力を問いました。
大問Aではアセチレンの付加反応や重合反応を中心に，反応機構
の理解や量的な計算能力を測定しました。正答率は60%弱で，
基本的な知識の定着は見られましたが，異性体の描写や燃焼反応
における計算問題でのミスが多く，構造式の練習不足が課題とし
て浮き彫りになりました。大問Bではエステル化反応や同位体実
験を題材に，化学反応式の記述や収率計算を問いましたが，正答
率は30％台にとどまりました。特に収率計算や同位体の解釈にお
いて理解不足が目立ち，理論的な考察力を高める必要があること
が明らかになりました。

1月27日
〔Ⅰ〕Aは，問3以外は，酸とアルカリに関する基本的な知識を問う問

題です。問3は炭酸飲料を題材とする，気体の溶解度に関するヘ
ンリーの法則を使う問題で，問題文をよく読んで考えていけば難
しくないはずですが，正答率は高くありませんでした。問7は，
塩酸はどんなに薄めてもアルカリ性になることはないことが分
かっていれば，簡単な問題です。Bは電離度とpHについての基
本的な問題ですが，H2Oだけでなく，水素の同位体2H(Dと表記 )
を含む重水D2Oについての問いになっているので，戸惑った人が
多かったようです。H2Oの電離度やpHについての理解ができて
いれば，H2OとD2Oの密度およびモル濃度の計算も含めて難し
くないはずですが，正答率は高くありませんでした。あせらずに，
しっかり問題文を読んで解答した受験生は正答に到達できたよう
です。

〔Ⅱ〕金属元素に関する基本的な知識，金属イオンの系統分析，銅と鉄
の性質に関する問題を出題しました。問１～問3は金属の基礎知
識を問う問題で，正答率が高かったです。問5はFe3+ と Fe2+ を
逆にしている解答が散見されました。酸化と還元の定義をしっか
り確認しましょう。問６は，「沈殿の化合物の化学式」を問うてい
るのに，そこに含まれる金属イオンを回答している誤答が多く見
られました。問題文をよく読み，何を問われているかを確認しま
しょう。問９(ii) の正答は「不動態」ですが，「不導態」「不動体」

33点33点

33点33点33点

34点 34点
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

などの誤答が多かったです。用語は，漢字も含めて正しく覚えま
しょう。 (iii) は係数の間違いが多く見られました。化学反応式が
問われたら，左右の元素の数をよく確認しましょう。

〔Ⅲ〕全体的に出来た受験生と出来ない受験生に二分され，得点の差が
大きかった印象です。Aは芳香族化合物の性質と分離の基本的理
解を問う問題でした。実験操作の結果とそこで分離されてくる化
合物の構造式の関連が難しいと思った受験が多かったようです。
基本的な芳香族化合物の構造式はしっかりかけるようにしておく
ことが肝要です。Bはセルロースの基本的性質とセルロースをも
とにした有用な高分子化合物へ応用で，関連する基本的な化学反
応と計算問題でした。計算問題は主要な分子（繰り返し単位）の
分子量（式量）を求める計算がうまくできなかった受験生が見受
けられました。知識だけでなく，計算問題の演習もしっかりやっ
ておくことが対策です。

1月28日
〔Ⅰ〕物質の溶解とそれによって生じる希薄溶液に関する問題です。問

1では，基本的な用語を選択肢から選ぶ問題であり，比較的正答
率が高かったです。しかしながら溶媒和や沸点上昇，蒸気圧効果
といった基本用語を間違えている解答が散見されました。この分
野に限らず化学の基本用語を押さえておく必要があります。問3
および問4は単純な計算問題ですが，正答率は必ずしも高くあり
ませんでした。特に，桁を間違えているケースが多く，日頃から
計算問題に取り組むことでこのようなミスを減らすことができる
と思われます。問4は，タンパク質の会合により分子数が減少す
る場合の溶液濃度から浸透圧を計算する問題です。これも単純な
濃度計算ができれば，解答することが可能です。新しい傾向の問
題でも落ち着いて取り組めば正答に辿り着くことができるはずで
す。

〔Ⅱ〕窒素の基本的な性質を問う設問と，窒素化合物に関する設問でし
た。問1，および2は基本的問題です，重要な化学反応については，
その工業的製法名とともに理解しましょう。問3～5は，オスト
ワルト法による硝酸の工業的製法に関する頻出問題です。各反応
の係数を正確に記載できていない解答が散見されました。化学反
応式の基本を，教科書を中心とした日頃の勉強でしっかりと身に
つけてください。問6, 7は基本問題ですので完答が望まれます。
問8, 9の計算問題については，しっかり考えることにより計算で
きる問題です。初めから諦めることなくチャレンジしてください。
ここを解答するか，しないかが大きな分かれ目でした。

〔Ⅲ〕有機化学の基礎を体系的に理解し，論理的に考察できる能力を評
価しました。Aではアルコールの酸化・還元反応を中心に，反応
メカニズムや定量計算を問いました。正答率は50%弱で，語句
補充や物質名記述の問題は比較的正答率が高かったものの，収率
計算やエーテルの反応性に関する問題では，理論収率の求め方や
構造の違いによる反応性の変化を十分に理解できていない受験生
が多く見られました。Bでは油脂の性質とけん化反応について出
題し，飽和・不飽和脂肪酸の影響や石けんの界面化学的な特性を
評価しました。正答率は40%強で，語句補充問題は概ね良好で
したが，けん化反応式の記述や水酸化ナトリウムの質量計算では
誤答が多く，化学計算への苦手意識が課題として浮かび上がりま
した。

2月16日
〔Ⅰ〕反応速度と化学平衡に関する問題です。問1は、濃度の変化分を

時間で割るだけの平易な計算問題ですが，正答率は高かったもの
の，桁を間違えている答案がそれなりに見受けられました。問3
は速度式から平衡定数を導く問題ですが，単純な式変換の問題で
あり，正答率が低く意外でした。全体的に平易な頻出問題で，落
ち着いて計算すれば簡単に全答できるレベルであり，こういった
問題で取りこぼさないことが肝心です。

〔Ⅱ〕アルカリ金属およびアルカリ土類金属の元素の性質と，アンモニ

アソーダ法に関する問題を出題しました。問1～2は基礎知識を
問う問題で，正答率が高かったです。問6(i) の「硬水」は，教科
書の「有機化合物」のセッケンの解説で出てきます。金属の話は
教科書の「無機物質」以外の部にも出てきますので，知識を関連
づけて学びましょう。問7(i) の「風解」は，「潮解」の誤答が多
かったです。似た用語を区別して正しく覚えましょう。問3，問4，
問6(ii)，問9は簡単な化学反応式の問題でしたが，係数の間違い
が多く見られました。また，問10は2.3 kg（正解の半分の値）
の誤答が多くみられ，これも計算に用いる化学反応式の係数の間
違いに起因すると思われます。化学反応式が問われたら，左右の
元素の数をよく確認しましょう。

〔Ⅲ〕全体的に出来た受験生と出来ない受験生に二分され，得点の差が
大きかった印象です。全体の正答率は50％台でした。Aはアル
カンの一般的な反応と構造異性体の問題でした。燃焼問題は化学
反応式の完成と計算問題でした。どちらも極めて基礎的な問題で
した。開環反応に伴って生成される生成物の構造異性体，シクロ
アルカンの構造異性体は教科書の知識を応用して解く内容でした。
異性体の構造式を過不足なく解答できない受験生も見受けられま
した。Bはタンパク質とタンパク質を構成するアミノ酸の基本的
な性質でした。また計算問題としては食品中のタンパク質の含有
量を求めるもので（ケルダール法）でしたが，正答率は10％未満
と極めて低調でした。

アドバイス
１．　 「化学基礎」，「化学」の学習範囲から，物理化学，無機化学，有

機化学の幅広い分野にわたって問題を出しています。また，基礎
的事項の理解力に加え，思考力，計算力，読解力，記述力を試す
ことにより，総合的に受験生の学力を評価するようにしています。
日々の勉強を通して，これらの力の習得に努めてほしいと思いま
す。そのときに重要なことは，教科書に書かれている基礎的な内
容をしっかりと理解して，そこから少しずつ高度な知識と力を積
み上げていくことです。まずは基礎が大事です。

２.　  「物理化学」の計算問題では教科書や参考書の例題の解き方をその
まま覚えるのではなく，日頃から何が前提や仮定になっているの
かを考える訓練をすることが重要です。化学は知識を詰め込むだ
けの学問ではなく，正しい実験を組み立て，その結果を適切に解
釈することで規則性を見出そうとする実験科学の側面が強い学問
です。実験条件を意識して計算問題に取り組む姿勢を身につける
と，やや難易度の高い問題でも，どこに注意を払う必要があるか，
どこに落とし穴があるか，などが見えやすくなってきます。

3．　 「物理化学」では，化学反応の速度と化学平衡を苦手とする多くの
受験生を見かけます。しかしながら，これらの分野は化学反応の
本質を理解するために欠かせないものであり，その理解は大学に
入学してからも非常に役立ちます。まずは教科書をよく読み，基
本的な概念をしっかりと理解することが重要です。速度計算自体
は単なる割り算であり，濃度計算さえできれば簡単に正答できま
す。しかし，計算ミスや基本的な式変換のミスを防ぐためには，
日頃からの問題演習と確認作業が欠かせません。特に，問題を解
く際には一つひとつのステップを丁寧に確認し，ミスを見逃さな
いようにしましょう。過去問や模擬試験を活用して実践的な問題
に取り組むことで，試験本番での対応力を養うことができます。
これらの努力を積み重ねることで，化学反応の速度と化学平衡に
対する理解が深まり，自信を持って試験に臨むことができるでしょ
う。

4．　 「無機物質」の項目は覚えることが多いように見えますが，「化学
基礎」で学ぶ周期表の見方（縦方向，横方向でどのように元素の
性質が変わるのか）や，化学結合や酸化還元の項目をしっかり理
解した上で学べば，背景の原理とともに理解しやすく，覚えやす
くなります。まずは「化学基礎」の知識をしっかり身につけて，
それを活かして発展的な内容を学ぶという勉強法を勧めます。
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）
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生　　物（1/28実施分）

〔Ⅰ〕

A ⑴ ① ヒストン ② ヌクレオソーム
③ クロマチン（繊維） ④ 基本転写因子
⑤ （転写）調節領域 ⑵ a d

⑶ ⒤ W c X g Y h Z b
ⅱ リプレッサーにラクトースの代謝産物が結合
すると 、オペレーターへの結合が妨げられ る。
その結果、R N Aポリメラーゼがプロモータ
ーに作用できるようになり、オペロンが転写
される。

B ⑴ ① 炭酸同化 ② 独立栄養
③ 従属栄養 ④ 葉緑体
⑤ チラコイド ⑥ ストロマ

⑵ ⒤ d ⅱ 作用スペクトル
ⅲ 光エネルギーの吸収により、電子を失った反
応中心のクロロフィルは、水から電子を受け
取って還元状態に戻る。その際に、電子を失
った水は分解されて、H + とともに酸素を発
生する。

⑶ ⒤ e ⅱ ルビスコ
ⅲ あ 6 い 18 う 12

〔Ⅱ〕

A ⑴ ゲノム
⑵ ⒤ ｄ　→　ｂ　→　ｃ　→　ａ
ⅱ 分化した細胞の核にも発生に必要な遺伝情報
が保持されており、分化した細胞の核を未受
精卵に移すと受精卵のように発生する 。

ⅲ 移植した核の遺伝子が発現したから
⑶ iPS細胞は、胚を使わないため、ヒト胚の破壊という
倫理的な問題を回避できる。

B ⑴ ① 内分泌腺 ② ホルモン

〔Ⅰ〕

A ⑴ 糖（デオキシリボース）⑵ X f Y e
⑶ ⒤ 二重らせん構造 ⅱ 水素結合 ⅲ d
⑷ ⒤ 相補性
ⅱ アデニン と チミン グアニン と シトシン

⑸ ⒤ 酵素：DNAポリメラーゼ（合成酵素）役割：ヌクレオチド鎖を新たに合成する
酵素：DNAヘリカーゼ 役割：DNAの二重らせん構造をほどく
酵素：DNAリガーゼ 役割：合成されたヌクレオチド鎖の断片をつなぐ

ⅱ 半保存的複製
B ⑴ ① 原核 ② 真核 ③ 核

④ サイトゾル（細胞質基質）
⑵ エネルギーを利用する。（代謝する。）
自分と同じ構造の個体をつくる。（遺伝のしくみをもつ。DNAをもつ。）
恒常性を維持する。（体内の状態を一定に保つ）

⑶ ⒤ e ⅱ あ g い f
⑷ ⒤ 水中で二重層を形成し、内外を隔てる構造と

なる。
ⅱ 生体膜にはリン脂質の二重層にタンパク質が
モザイク状に分布している。リン脂質とタン
パク質は、生体膜中を水平方向に自由に移動
したり、回転したりできる

〔Ⅱ〕

A ⑴ ① 始原 ② 精原 ③ 卵原
一次精母 ⑤ 二次精母 ⑥ 精
一次卵母 ⑧ 二次卵母

④

⑦

⑵ A 核 B ミトコンドリア C べん毛
⑶ ⒤ あ 2 い 2 う 1
ⅱ 発生に必要な栄養を 1 つの細胞に集中させる
ことができる。

B ⑴ ① 筋繊維（筋細胞） ② 明帯

生　　物（2/16実施分）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 末しょう ④ 脊髄
⑤ 小脳 ⑥ 中脳
⑦ 延髄 ⑧ 白質
⑨ 交感 ⑥と⑦は順不同

⑵ 恒常性（ホメオスタシス）
⑶ a，b，f ⑷ 新皮質（連合野）
⑸ ⒤ c
ⅱ【W】 b 【X】 b 【Y】 a 【Z】 a
ⅲ ペースメーカー

〔Ⅲ〕

A ⑴ X 3 Y 8 Z 3
⑵ ① f ② g ③ k ④ b
⑤ j ⑥ l ⑦ c ⑧ i

⑶ 重複受精
⑷ ⒤ 24 ⅱ 36 ⅲ 12 ⅳ 24
⑸ ⒤ c　 d
ⅱ 助細胞が 2 つとも破壊されると誘引率がほぼ
0 ％になり、 1 つこわされると 7 0 ％くらい
にさがっている 。助細胞がこわれてなければ
1 0 0 ％に近いことから、助細胞の両方から
誘引物質がでていると考えられる。

B ⑴ ① 調整（調節） ② 生物多様性 ③ 遺伝的（遺伝子の）
⑵ ⒤ b，d ⅱ a，f ⅲ c，e
⑶ 絶滅危惧種 ⑷ 食物網
⑸ 外 来 生 物
⑹ ⒤ 間接効果
ⅱ 魚がいないことでトンボの個体数が増え、捕
食によりハチの個体数が減少してしまったた
め。

ⅲ キーストーン種 ⅳ 共生（相利共生）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 暗帯 ④ 筋小胞体
⑤ トロポニン ⑥ トロポミオシン

⑵【あ】 b 【い】 c
⑶ b ⑷ 筋原繊維
⑸ ⒤ 横紋筋 ⅱ サルコメア（筋節）
⑹ ’a → ｄ → ｃ → ｂ → a
⑺ 単収縮

〔Ⅲ〕

A ⑴ ① 中性植物 ② 光周性 ③ フロリゲン（FTタンパク質）（花成ホルモン）
⑵【あ】 a 【い】 b
⑶ ⒤ 植物A 長日植物 植物B 短日植物
ⅱ 植物A 植物B
条件1 ○ ○
条件2 × ○
条件3 ○ ×
条件4 ○ ○

⑷ a
B ⑴ ① 生物群集　群集 ② 生態系 ③ 競争（種間競争）

捕食 ⑤ 集中 ⑥ 一様
ランダム ⑧ 標識再補

④

⑦

⑵ ⒤ 環境形成作用（反作用）
ⅱ ヒトがフロンガスを排出したことによるオゾン
層の破壊

⑶ 5（個体/k㎡）
⑷ c
⑸ X c Y a Z b
⑹ 432

情　　報（1/29実施分）

〔Ⅰ〕設問A
ア イ ウ エ オ

設問B
カ キ

9 2 3 4 8 6 2

〔Ⅱ〕
設問A 10 設問B 9

設問C
1 2 3 4

○ × × ×

〔Ⅲ〕 設問
1.

ア
2.

イ ウ エ オ

83 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0

3.
カ キ ク ケ

a f k j

〔Ⅳ〕

設問A

var students = 6 # 受講生数（N = 6）
var groups = 3 # グループの数（M = 3）
var count = 1 # グループ番号の初期値
var gID[students] # 受講生に割り当てるグループ番号
var i
for i = 0 to students - 1
   gID [i] = count
   count = count + 1

   if 

       count = 1
   end
end

設問B
出席番号 1 2 3 4 5 6

グループ番号 3 1 2 1 3 2
設問C ⑴ select1 = i ⑵ イ ⑶ ウ

設問D

# 配列変数 gID, oldGID はあらかじめ定義され初期値が与え
られている
# 配列変数 はあらかじめ定義され初期値として 0 
が与えられている
var i, ng, og
# 受講生を順に調べていく
for i = 0 to students - 1
   ng = gID [i] # その受講生の新グループ番号を得る

   og = 

count > groups

oldGID [i]

〔Ⅳ〕設問D

   if  # メモが初期値のままであれば

       

   else

      if 

          

      end
   end
end
# 全員が同じ旧グループだと判定された新グループの数を表示
する
var same = 0
for i = 0 to groups - 1

   if 

          

   end
end
print ("same member case : ", same)

〔Ⅴ〕
設問A

1. 1 6 9 0 0 0 0 0 0 人

2.
年 旅行種類 旅行目的 割合

2021 （国内旅行）
宿泊 出張・業務 0.35

3.
年 旅行種類 割合

2022 （国内旅行）
日帰り 0.75

設問B （3），（4）

〔Ⅵ〕

設問A
ア イ ウ エ オ カ キ ク

（2） （4） g 30 （4） 0.02 （1） 40

設問B
ケ コ サ シ

250 343 339 0.005
（または5×10‒3）

memo[ng-1] == 0

memo [ng-1] = og

memo [ng-1]! = og

same = same + 1

1 1

2 1

2 4

3 1

2 4

4 3

1 4

2 2

4 2

3 3

2 1

2 1

4

1

3

4

2

2

3

4

2 1

3 2

1 2

4 3

2 1

4 2

2 4

1 2

3 3

1 1

3 2

2

1

1

2

2

3

4

4



5．　 「有機化学」の今年の問題は，基本的な内容を習得している受験生
には対応可能な問題でしたが，構造描写や計算問題に苦戦するケー
スが多く見られました。次年度の受験生は，特に反応機構の可視
化を意識した学習と定量的な計算の精度向上に重点を置くことを
推奨します。構造式の描写や異性体の理解を深めるために，図を
用いた整理を習慣化し，収率計算やモル比の理解を強化する演習
を積むことが重要です。また，実験データの解釈能力を高めるた
め，同位体標識実験の意義を考察する練習を積むと良いでしょう。
試験時間を意識しながら多様な問題に取り組み，実践的な解答力
を養うことが，得点向上の鍵となります。

6．　 「有機化学」は範囲が広く，したがって要求される知識量も多いで
す。そのためそれぞれの知識の間のつながりが希薄になりがちで
す。一方入試では，同じ化合物がさまざまな場面で問われます。
過去の問題を解くことを通して，知識を整理することも対策の一
つです。また解答の際には，指示に従って化学式の種類，構造式，
示性式，分子式，組成式などを適切に使い分けることも大切です。
化合物を覚える際にはこの点も意識しましょう。有機化学の計算
問題は，化合物の分子量を求めることが必要となることが多いで
す。主要な化合物に関する計算問題に取り組むなど，そうした解
き方に慣れることが大切です

７．　 化学は，単に暗記するだけの科目ではありません。物質の変化や
反応の背景には原子や分子の性質に関する深い原理が存在しま
す。そのすべてを高校で学ぶわけではありませんが，なぜこうし
た反応が起こるのだろう？なぜこうした状態変化が起こるのだろ
う？といった疑問をもちつつ，教科書の文章を読んでみてくださ
い。教科書に載っている様々な物質や現象について，それらがど
のように発見され，理解されるようになったのだろうか？といっ
た疑問を持つことも面白いかもしれません。化学は生活に密接に
関係した学問であり，また歴史的には産業や社会の発展とも深く
結びついてきた学問です。何気ない教科書の文章も，そうしたさ
まざまな背景を考えながら読むことで，これまでとは違った面白
さが見えてくるかもしれません。身近な話題について，化学の視
点から興味をもって勉強することで，世界が違って見えてくるか
もしれません。化学の楽しみ方を各自で工夫して，勉強してみま
しょう。
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）
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生　　物（1/28実施分）

〔Ⅰ〕

A ⑴ ① ヒストン ② ヌクレオソーム
③ クロマチン（繊維） ④ 基本転写因子
⑤ （転写）調節領域 ⑵ a d

⑶ ⒤ W c X g Y h Z b
ⅱ リプレッサーにラクトースの代謝産物が結合
すると 、オペレーターへの結合が妨げられ る。
その結果、R N Aポリメラーゼがプロモータ
ーに作用できるようになり、オペロンが転写
される。

B ⑴ ① 炭酸同化 ② 独立栄養
③ 従属栄養 ④ 葉緑体
⑤ チラコイド ⑥ ストロマ

⑵ ⒤ d ⅱ 作用スペクトル
ⅲ 光エネルギーの吸収により、電子を失った反
応中心のクロロフィルは、水から電子を受け
取って還元状態に戻る。その際に、電子を失
った水は分解されて、H + とともに酸素を発
生する。

⑶ ⒤ e ⅱ ルビスコ
ⅲ あ 6 い 18 う 12

〔Ⅱ〕

A ⑴ ゲノム
⑵ ⒤ ｄ　→　ｂ　→　ｃ　→　ａ
ⅱ 分化した細胞の核にも発生に必要な遺伝情報
が保持されており、分化した細胞の核を未受
精卵に移すと受精卵のように発生する 。

ⅲ 移植した核の遺伝子が発現したから
⑶ iPS細胞は、胚を使わないため、ヒト胚の破壊という
倫理的な問題を回避できる。

B ⑴ ① 内分泌腺 ② ホルモン

〔Ⅰ〕

A ⑴ 糖（デオキシリボース）⑵ X f Y e
⑶ ⒤ 二重らせん構造 ⅱ 水素結合 ⅲ d
⑷ ⒤ 相補性
ⅱ アデニン と チミン グアニン と シトシン

⑸ ⒤ 酵素：DNAポリメラーゼ（合成酵素）役割：ヌクレオチド鎖を新たに合成する
酵素：DNAヘリカーゼ 役割：DNAの二重らせん構造をほどく
酵素：DNAリガーゼ 役割：合成されたヌクレオチド鎖の断片をつなぐ

ⅱ 半保存的複製
B ⑴ ① 原核 ② 真核 ③ 核

④ サイトゾル（細胞質基質）
⑵ エネルギーを利用する。（代謝する。）
自分と同じ構造の個体をつくる。（遺伝のしくみをもつ。DNAをもつ。）
恒常性を維持する。（体内の状態を一定に保つ）

⑶ ⒤ e ⅱ あ g い f
⑷ ⒤ 水中で二重層を形成し、内外を隔てる構造と

なる。
ⅱ 生体膜にはリン脂質の二重層にタンパク質が
モザイク状に分布している。リン脂質とタン
パク質は、生体膜中を水平方向に自由に移動
したり、回転したりできる

〔Ⅱ〕

A ⑴ ① 始原 ② 精原 ③ 卵原
一次精母 ⑤ 二次精母 ⑥ 精
一次卵母 ⑧ 二次卵母

④

⑦

⑵ A 核 B ミトコンドリア C べん毛
⑶ ⒤ あ 2 い 2 う 1
ⅱ 発生に必要な栄養を 1 つの細胞に集中させる
ことができる。

B ⑴ ① 筋繊維（筋細胞） ② 明帯

生　　物（2/16実施分）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 末しょう ④ 脊髄
⑤ 小脳 ⑥ 中脳
⑦ 延髄 ⑧ 白質
⑨ 交感 ⑥と⑦は順不同

⑵ 恒常性（ホメオスタシス）
⑶ a，b，f ⑷ 新皮質（連合野）
⑸ ⒤ c
ⅱ【W】 b 【X】 b 【Y】 a 【Z】 a
ⅲ ペースメーカー

〔Ⅲ〕

A ⑴ X 3 Y 8 Z 3
⑵ ① f ② g ③ k ④ b
⑤ j ⑥ l ⑦ c ⑧ i

⑶ 重複受精
⑷ ⒤ 24 ⅱ 36 ⅲ 12 ⅳ 24
⑸ ⒤ c　 d
ⅱ 助細胞が 2 つとも破壊されると誘引率がほぼ
0 ％になり、 1 つこわされると 7 0 ％くらい
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1 0 0 ％に近いことから、助細胞の両方から
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B ⑴ ① 調整（調節） ② 生物多様性 ③ 遺伝的（遺伝子の）
⑵ ⒤ b，d ⅱ a，f ⅲ c，e
⑶ 絶滅危惧種 ⑷ 食物網
⑸ 外 来 生 物
⑹ ⒤ 間接効果
ⅱ 魚がいないことでトンボの個体数が増え、捕
食によりハチの個体数が減少してしまったた
め。

ⅲ キーストーン種 ⅳ 共生（相利共生）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 暗帯 ④ 筋小胞体
⑤ トロポニン ⑥ トロポミオシン

⑵【あ】 b 【い】 c
⑶ b ⑷ 筋原繊維
⑸ ⒤ 横紋筋 ⅱ サルコメア（筋節）
⑹ ’a → ｄ → ｃ → ｂ → a
⑺ 単収縮

〔Ⅲ〕
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⑶ ⒤ 植物A 長日植物 植物B 短日植物
ⅱ 植物A 植物B
条件1 ○ ○
条件2 × ○
条件3 ○ ×
条件4 ○ ○

⑷ a
B ⑴ ① 生物群集　群集 ② 生態系 ③ 競争（種間競争）

捕食 ⑤ 集中 ⑥ 一様
ランダム ⑧ 標識再補

④

⑦

⑵ ⒤ 環境形成作用（反作用）
ⅱ ヒトがフロンガスを排出したことによるオゾン
層の破壊

⑶ 5（個体/k㎡）
⑷ c
⑸ X c Y a Z b
⑹ 432

情　　報（1/29実施分）

〔Ⅰ〕設問A
ア イ ウ エ オ

設問B
カ キ

9 2 3 4 8 6 2

〔Ⅱ〕
設問A 10 設問B 9

設問C
1 2 3 4

○ × × ×

〔Ⅲ〕 設問
1.

ア
2.

イ ウ エ オ

83 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0

3.
カ キ ク ケ

a f k j

〔Ⅳ〕

設問A

var students = 6 # 受講生数（N = 6）
var groups = 3 # グループの数（M = 3）
var count = 1 # グループ番号の初期値
var gID[students] # 受講生に割り当てるグループ番号
var i
for i = 0 to students - 1
   gID [i] = count
   count = count + 1

   if 

       count = 1
   end
end

設問B
出席番号 1 2 3 4 5 6

グループ番号 3 1 2 1 3 2
設問C ⑴ select1 = i ⑵ イ ⑶ ウ

設問D

# 配列変数 gID, oldGID はあらかじめ定義され初期値が与え
られている
# 配列変数 はあらかじめ定義され初期値として 0 
が与えられている
var i, ng, og
# 受講生を順に調べていく
for i = 0 to students - 1
   ng = gID [i] # その受講生の新グループ番号を得る

   og = 

count > groups

oldGID [i]

〔Ⅳ〕設問D

   if  # メモが初期値のままであれば

       

   else

      if 

          

      end
   end
end
# 全員が同じ旧グループだと判定された新グループの数を表示
する
var same = 0
for i = 0 to groups - 1

   if 

          

   end
end
print ("same member case : ", same)

〔Ⅴ〕
設問A

1. 1 6 9 0 0 0 0 0 0 人

2.
年 旅行種類 旅行目的 割合

2021 （国内旅行）
宿泊 出張・業務 0.35

3.
年 旅行種類 割合

2022 （国内旅行）
日帰り 0.75

設問B （3），（4）

〔Ⅵ〕

設問A
ア イ ウ エ オ カ キ ク

（2） （4） g 30 （4） 0.02 （1） 40

設問B
ケ コ サ シ

250 343 339 0.005
（または5×10‒3）

memo[ng-1] == 0

memo [ng-1] = og

memo [ng-1]! = og

same = same + 1

1 1

2 1

2 4

3 1

2 4

4 3

1 4

2 2

4 2

3 3

2 1

2 1

4

1

3

4

2

2

3

4

2 1

3 2

1 2

4 3

2 1

4 2

2 4

1 2

3 3

1 1

3 2

2

1

1

2

2

3

4

4
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
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求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
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気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。
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れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
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応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
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うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
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正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
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る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）化学　理系科目　80分
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕気液平衡と蒸気圧、気体の溶解度
〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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出題内容
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〔Ⅱ〕酸化・還元、電池
〔Ⅲ〕アルコールと関連化合物、糖類
1月28日
〔Ⅰ〕電解質水溶液の化学平衡
〔Ⅱ〕アルミニウムとその化合物、金属イオンの系統分析
〔Ⅲ〕炭化水素の構造と反応、元素分析、高分子化合物
2月2日
〔Ⅰ〕反応熱、熱化学方程式、状態変化
〔Ⅱ〕アルカリ金属、中和滴定
〔Ⅲ〕炭化水素の特徴、異性体、合成洗剤
2月16日
〔Ⅰ〕周期表、化学結合、結晶
〔Ⅱ〕窒素とその化合物、化学平衡と工業
〔Ⅲ〕芳香族化合物と医薬品

出題のねらい
「化学基礎」「化学」の学習範囲から〔Ⅰ〕物質の状態や変化、〔Ⅱ〕
無機物質、〔Ⅲ〕有機化合物の各分野の内容を中心に偏りなく出題し、
化学全般の素養を身につけているかどうかを判定しました。穴埋め式、
選択式、計算、記述式の問題を、難易度を考慮してバランスよく組み
合わせて出題し、入学後の学習の基礎となる基礎知識や論理的思考
力・応用力・理解力を総合的に判定することをねらいとしました。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕Ａの問1は、グラフから読み取るだけの問題で、良く出来てい

ました。問2は飽和蒸気圧から存在できる水の物質量を求めて、
密度で答える問題ですが、計算がやや煩雑になるためか、正答
率は高くありませんでした。日頃から計算問題を自分で解いて、
ある程度の計算力を身につけておくことが大切です。問3はグ
ラフから気液平衡がどうなっているかを判断するもので、比較
的よくできていましたが、（ⅳ）はやや正答率が下がりました。
これもやはり計算力が身についているかどうかが重要だったよ
うです。問4は正答率が高くありませんでした。グラフからジ
エチルエーテルの蒸気圧を読み取り、それにもとづいて空気の
分圧を求めるところで躓くと、答えられなくなります。（ⅱ）の
気体の体積は、混合気体の体積と圧力の関係を理解していれば、
空気の分圧だけからジエチルエーテルを含む気体全体の体積を
求めることができます。（ⅲ）は、グラフから40℃では沸点を越
えるためジエチルエーテルは沸騰してすべて気体になることに
気づくことが重要です。沸点も含めて液体の蒸気圧の意味、そ
して混合気体の体積と圧力についても十分に理解しておく必要

があります。
Ｂはヘンリーの法則に関する基本的な問題です。気体の分圧と
溶解度の関係がわかれば、平易な問題だったはずですが、予想
外に正答率が低かったです。「気体として取り出したときの体
積」という問いの意味を十分に理解できなかったのかもしれま
せん。日頃から、多くの問題にあたって、題意をしっかりつか
む訓練をしておくことが重要です。

〔Ⅱ〕酸化還元、イオン化傾向、電池の範囲からの出題でした。いず
れも基本的な問題であり、しっかりした基礎知識があれば解答
できる問題です。結果として、正答率の高い大問でした。その
なかでいくつか気づいたことを指摘します。化学式、イオン反
応式を問う問題では答えが導けているにもかかわらず、左右で
物質収支が合わない解答がありました。また、Ｂ問3のように
2つ以上の元素を選ぶ問題は、予想よりも低い正答率でした。
正しい答えを導くためには、曖昧な知識ではなく、日頃からの
しっかりとした学習が必要です。本問の計算問題は高い正答率
でした。この設問では計算問題も確実に得点することが求めら
れます。本問は、3つの大問のうちで易問であり、しっかり得
点することが必要でした。

〔Ⅲ〕Ａは、アルコールに関する出題でした。アルコールの基本的な
性質や構造、構造異性体を正確に理解していれば難なく解答で
きたと思います。空欄を埋める問題は、標準問題であり、概ね
高い正答率でしたが、アルコールの級数による分類と価数によ
る分類を誤認している解答が散見されました。問4は、アル
コール分子同士がヒドロキシ基間の水素結合により強く引き合
うことを理解してれば容易に解答できたはずです。また問6で
は、C4H10Oで表されるアルコールやそれを酸化して得られる
化合物の構造式を問う頻出問題でしたが、正答率はやや低めで
した。酸化して得られた化合物が還元性を示さない点に注目す
ると比較的容易に解答できたのではないでしょうか。
Ｂは、糖類に関する基本的な内容からの出題でした。問1は、
概ね高い正答率でしたが、ガラクトースを解答する問題では、
正答率はあまり高くありませんでした。ガラクトースが、グル
コースの立体異性体であることを覚えていた受験生は少なかっ
たようです。問4の計算問題の正答率は低く、得点差が拡大す
る結果となりました。高得点者がいる一方で、得点率が3割を
下回る受験生も多くいました。天然高分子化合物の範囲まで、
教科書をしっかり勉強していた受験生がより高得点を取ったの
ではないかと思います。

1月28日
〔Ⅰ〕Ａは弱酸の電離平衡に関する問題です。（ｉ）の電離を表す式は

良くできていましたが、（ⅱ）（ⅲ）の電離の平衡定数や電離度、
pHがでてくる計算問題になると、やや出来が悪くなりました。
基本的な問題なので、実際に問題を解いて実践的な力を身につ
けておきましょう。問2は中和熱、比熱と温度変化に関する基
本的な問題ですが、予想外に出来が悪かったです。発生した熱
が逃げない条件なので、中和熱が比熱と体積に基づいて温度上
昇にすべて使われる、という単純な事実にだけ基づいて計算す

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 33点 31点 33点 33点
Ⅱ 33点 35点 33点 33点
Ⅲ 34点 34点 34点 34点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 化学一般選抜入試の採点を終えて
※理学部宇宙物理・気象学科は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

一般選抜入試［前期日程］（1月28日）化学　理系科目　80分

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）化学　理系科目　80分
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕DNAの複製、遺伝子突然変異、免疫
〔Ⅱ〕代謝、生殖
〔Ⅲ〕光合成、個体群
1月28日
〔Ⅰ〕PCR法、代謝、タンパク質
〔Ⅱ〕動物と刺激、発生
〔Ⅲ〕窒素循環、進化
2月2日
〔Ⅰ〕遺伝子と染色体、細胞を構成する成分
〔Ⅱ〕免疫、動物と刺激
〔Ⅲ〕バイオーム、光合成速度、動物の行動
2月16日
〔Ⅰ〕セントラルドグマ、酵素
〔Ⅱ〕呼吸と発酵、発生
〔Ⅲ〕植物の環境応答、生物多様性

出題のねらい
生物の出題方針は、生物基礎および生物の教科書の内容について、
基礎的な理解ができているかを確認し、また、その知識をもとに発展
的な思考ができるかどうかを問うこととしています。例年、特定の分
野に偏ることなく出題することを心がけており、今年度も遺伝子から
生態系まで幅広い範囲の問題を出しました。
出題形式は、基礎的な知識を問うための用語の穴埋め問題、簡潔な
文章で生物に関する現象を説明できるか問うための記述問題、実験結
果などから考えられることを説明させることで思考力を問う問題など
を、バランスよく出題しています。
これらの問題を通じて、生物に関する基礎的な知識・理解があるか
どうかに加えて論理的に考える思考力があるかどうかを評価し、本学
で専門的な学びを深めるのに相応しい学生かどうかを判断したいと考
えています。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕
（Ａ）DNAの複製や遺伝子突然変異についての問題です。（1）の穴
埋め問題はよくできていましたが、①DNAヘリカーゼは答えられて
いない人が多かったです。（2）は正答率が思いのほか高くありません
でした。5′と3′の方向性を正確に理解しておきましょう。（3）は複
製後にはDNAのみの2本鎖になることからも推測できる問題でした
が、イントロンの除去などと混同している解答が散見されました。
（4）は単に複製の過程を説明しているだけで、なぜ半保存と言われる
かに言及していない解答が目立ちました。（5）はよくできていました
が、（ⅰ）の突然変異を正確に答えられていない人が少なからずいまし

た。
（Ｂ）免疫についての問題です。（1）は比較的よくできていました。
サイトカインと書くべきところをサイトカイニンと記載している解答
が相当数ありましたので、用語は正確に覚えるようにしましょう。
（2）化学的防御と物理的防御を混同したような解答が散見されました。
（3）食細胞とキラー細胞のはたらきを混同したような解答が散見され
ました。それぞれの細胞のはたらきをよく整理しておく必要がありま
す。（4）免疫にかかわる疾患について、正確に理解できていないと思
われる解答が多くありました。拒絶反応、アレルギー、後天性免疫不
全症候群、日和見感染などの関連用語も含めて正確に説明できるよう
になっておくとよいでしょう。また、漢字の間違いにも注意しましょ
う（疾患の「疾」や免疫の「疫」など）。（5）H鎖は重鎖（Heavy
Chain；分子量が大きい方）、L鎖は軽鎖（Light Chain；分子量が
小さい方）の意味があることを知っておくと解答しやすかったでしょ
う。また、可変部や定常部との区別ができていない解答も多くみられ
ましたので、しっかりと理解しましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）食物中のデンプンがグルコースに代謝されるしくみについての
問題です。平均正答率は7割程度でよくできていました。全体的によ
く理解されていたようですが、記憶に頼る問題の正答率が低かったの
で、重要語句についてはしっかりと覚えるようにしましょう。また、
タンパク質の代謝についての正答率が著しく低く、窒素固定と見誤っ
た解答も見られました。
（Ｂ）動物の配偶子形成と受精についての問題です。（1）の語句記入
では、①の無記入が多かったです。（2）では、（ⅰ）はよく出来ていま
したが、（ⅱ）の有性生殖の利点の説明は少し難しかったようです。生
き物の生殖法は有性生殖と無性生殖に大別できますが、それぞれの特
徴を確認しておくと良いでしょう。（3）は動物精子の模式図を細胞小
器官も含めて図示できるかを問いましたが、特に先体を図示できない
解答が多く見られました。生物では対象物を観察して特徴を捉えたり、
既知情報を確認して学ぶことも多いですが、図を描く際には細胞小器
官を明瞭に示すことを意識すると良いでしょう。（4）はよく出来てい
ました。（5）は、減数分裂の理解度を問う設問でしたが（ⅰ）と（ⅱ）は
よく出来ていました。その一方、（ⅲ）では46という誤答が散見されま
した。ヒトの染色体構成を示したものと推測できますが、減数分裂の
過程をしっかり理解していれば図から読み取ることは難しくないと思
います。（6）では、「先体反応」という誤答が多く見られました。受
精は卵と精子の融合によって成立しますが、卵で起こる現象と精子で
起こる現象のそれぞれの過程を整理して理解しておくと良いでしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）光合成に関する問題です。特に明反応の過程について問われて
います。光合成は、生物基礎、生物の両方で取り上げられおり、植物
や生態系を理解するためには重要な現象です。本問は、光合成につい
ての基本的な知識が問われている問題で、チラコイド膜でおこる反応、
ストロマでおこる反応、また、光化学系ⅠとⅡの役割や関係について、
しっかり理解していれば難しくありません。（1）問題文が長く、内容
を理解しながら読み進める必要があり、やや難しかったようです。特
に、④の「光リン酸化」や、⑥の「電子伝達系」の正答率が低かった

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 32点 33点 32点 35点
Ⅱ 35点 32点 33点 34点
Ⅲ 33点 35点 35点 31点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 生物一般選抜入試の採点を終えて
※理学部は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕DNAの複製、遺伝子突然変異、免疫
〔Ⅱ〕代謝、生殖
〔Ⅲ〕光合成、個体群
1月28日
〔Ⅰ〕PCR法、代謝、タンパク質
〔Ⅱ〕動物と刺激、発生
〔Ⅲ〕窒素循環、進化
2月2日
〔Ⅰ〕遺伝子と染色体、細胞を構成する成分
〔Ⅱ〕免疫、動物と刺激
〔Ⅲ〕バイオーム、光合成速度、動物の行動
2月16日
〔Ⅰ〕セントラルドグマ、酵素
〔Ⅱ〕呼吸と発酵、発生
〔Ⅲ〕植物の環境応答、生物多様性

出題のねらい
生物の出題方針は、生物基礎および生物の教科書の内容について、
基礎的な理解ができているかを確認し、また、その知識をもとに発展
的な思考ができるかどうかを問うこととしています。例年、特定の分
野に偏ることなく出題することを心がけており、今年度も遺伝子から
生態系まで幅広い範囲の問題を出しました。
出題形式は、基礎的な知識を問うための用語の穴埋め問題、簡潔な
文章で生物に関する現象を説明できるか問うための記述問題、実験結
果などから考えられることを説明させることで思考力を問う問題など
を、バランスよく出題しています。
これらの問題を通じて、生物に関する基礎的な知識・理解があるか
どうかに加えて論理的に考える思考力があるかどうかを評価し、本学
で専門的な学びを深めるのに相応しい学生かどうかを判断したいと考
えています。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕
（Ａ）DNAの複製や遺伝子突然変異についての問題です。（1）の穴
埋め問題はよくできていましたが、①DNAヘリカーゼは答えられて
いない人が多かったです。（2）は正答率が思いのほか高くありません
でした。5′と3′の方向性を正確に理解しておきましょう。（3）は複
製後にはDNAのみの2本鎖になることからも推測できる問題でした
が、イントロンの除去などと混同している解答が散見されました。
（4）は単に複製の過程を説明しているだけで、なぜ半保存と言われる
かに言及していない解答が目立ちました。（5）はよくできていました
が、（ⅰ）の突然変異を正確に答えられていない人が少なからずいまし

た。
（Ｂ）免疫についての問題です。（1）は比較的よくできていました。
サイトカインと書くべきところをサイトカイニンと記載している解答
が相当数ありましたので、用語は正確に覚えるようにしましょう。
（2）化学的防御と物理的防御を混同したような解答が散見されました。
（3）食細胞とキラー細胞のはたらきを混同したような解答が散見され
ました。それぞれの細胞のはたらきをよく整理しておく必要がありま
す。（4）免疫にかかわる疾患について、正確に理解できていないと思
われる解答が多くありました。拒絶反応、アレルギー、後天性免疫不
全症候群、日和見感染などの関連用語も含めて正確に説明できるよう
になっておくとよいでしょう。また、漢字の間違いにも注意しましょ
う（疾患の「疾」や免疫の「疫」など）。（5）H鎖は重鎖（Heavy
Chain；分子量が大きい方）、L鎖は軽鎖（Light Chain；分子量が
小さい方）の意味があることを知っておくと解答しやすかったでしょ
う。また、可変部や定常部との区別ができていない解答も多くみられ
ましたので、しっかりと理解しましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）食物中のデンプンがグルコースに代謝されるしくみについての
問題です。平均正答率は7割程度でよくできていました。全体的によ
く理解されていたようですが、記憶に頼る問題の正答率が低かったの
で、重要語句についてはしっかりと覚えるようにしましょう。また、
タンパク質の代謝についての正答率が著しく低く、窒素固定と見誤っ
た解答も見られました。
（Ｂ）動物の配偶子形成と受精についての問題です。（1）の語句記入
では、①の無記入が多かったです。（2）では、（ⅰ）はよく出来ていま
したが、（ⅱ）の有性生殖の利点の説明は少し難しかったようです。生
き物の生殖法は有性生殖と無性生殖に大別できますが、それぞれの特
徴を確認しておくと良いでしょう。（3）は動物精子の模式図を細胞小
器官も含めて図示できるかを問いましたが、特に先体を図示できない
解答が多く見られました。生物では対象物を観察して特徴を捉えたり、
既知情報を確認して学ぶことも多いですが、図を描く際には細胞小器
官を明瞭に示すことを意識すると良いでしょう。（4）はよく出来てい
ました。（5）は、減数分裂の理解度を問う設問でしたが（ⅰ）と（ⅱ）は
よく出来ていました。その一方、（ⅲ）では46という誤答が散見されま
した。ヒトの染色体構成を示したものと推測できますが、減数分裂の
過程をしっかり理解していれば図から読み取ることは難しくないと思
います。（6）では、「先体反応」という誤答が多く見られました。受
精は卵と精子の融合によって成立しますが、卵で起こる現象と精子で
起こる現象のそれぞれの過程を整理して理解しておくと良いでしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）光合成に関する問題です。特に明反応の過程について問われて
います。光合成は、生物基礎、生物の両方で取り上げられおり、植物
や生態系を理解するためには重要な現象です。本問は、光合成につい
ての基本的な知識が問われている問題で、チラコイド膜でおこる反応、
ストロマでおこる反応、また、光化学系ⅠとⅡの役割や関係について、
しっかり理解していれば難しくありません。（1）問題文が長く、内容
を理解しながら読み進める必要があり、やや難しかったようです。特
に、④の「光リン酸化」や、⑥の「電子伝達系」の正答率が低かった

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 32点 33点 32点 35点
Ⅱ 35点 32点 33点 34点
Ⅲ 33点 35点 35点 31点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 生物一般選抜入試の採点を終えて
※理学部は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

1／26（ 3 科目型） 1／27（ 3 科目型） 1／28（ 3 科目型） 2／16（ 3 科目型）

出題内容
1月26日
　〔Ⅰ〕遺伝情報の発現、呼吸とATP
　〔Ⅱ〕動物と刺激、免疫
　〔Ⅲ〕植生遷移、分類
1月27日
　〔Ⅰ〕DNA、タンパク質と酵素
　〔Ⅱ〕発生、神経
　〔Ⅲ〕生産者と消費者、進化と系統
1月28日
　〔Ⅰ〕遺伝子の発現制御、光合成
　〔Ⅱ〕発生、恒常性
　〔Ⅲ〕重複受精、生態系サービス
２月16日
　〔Ⅰ〕DNAの複製、細胞と物質
　〔Ⅱ〕動物の配偶子形成、骨格筋
　〔Ⅲ〕植物の花成制御、個体群

出題のねらい
　本学の生物の問題は、生物基礎および生物の教科書の内容について、
基礎的な理解が十分であるかを確認し、その知識をもとに発展的な思考
ができるかどうかを問うことを出題方針としています。例年、特定の分
野に偏ることなく、幅広い範囲から出題するよう努めており、今年度も
遺伝子から生態系に至るまで、さまざまな分野から問題を出しました。
　出題形式は、基礎的な知識を問う用語の穴埋め問題にとどまらず、生
物に関する現象を文章で説明できるかどうかを問う記述問題も多く含ま
れています。また、実験結果をもとに考察を求める問題もあり、思考力
を試す内容となっています。これらの問題を通じて、単に基礎的な知識
や理解があるかどうかを確認するだけでなく、与えられた文章を分析し
て論理的に思考する能力を評価し、本学で専門的な学びを深めるのに相
応しい学生かどうかを判断したいと考えています。

結果を振り返って
1月26日
〔Ⅰ〕（A）遺伝子の転写と翻訳に関する問題を出題しました。転写と翻

訳の基本的なしくみの理解と、関連する語句に関する正確な知識
を問う内容になっています。穴埋め問題や名称を答える問題は概
ねよくできていました。(2)の (iii) のオペロンについて記述式で解
答する問題は回答率・正答率ともに低かったので、簡潔な文章で
説明できるように理解しておきましょう。(4)の (ii) コドンとアミ
ノ酸の数はタンパク質合成を理解するための基礎となる知識なの
でよく覚えておいてほしいところです。

 （B）生命活動のエネルギーの受け渡し物質であるATPの合成、
主に呼吸に関する基本的な事項について出題しました。(1)は主
要な用語を答える問いでした。①では代謝を答えるべきところを、

体謝とする漢字の間違いがいくつか見られました。正確に記述し
ましょう。②③の正答率は高く、これらの重要ワードはよく学習
されていることがわかります。④⑤は概ね正答でした。しかし、
マトリックスと内膜を逆に解答、チラコイド、ストロマ、サイト
ゾルといった別の細胞小器官の構造などの誤答がありました。用
語の混同に注意し、正確に覚えましょう。(2)は１分子のグルコー
スの完全分解に関する問いでした。分解に使われる酸素分子の数
と水分子の数は高い正答率でした。反応式の理解は十分です。ま
た、分解で生成される二酸化炭素量の計算も高い正答率でした。
分子数と分子量計算はよく学習されていることが伺えます。(3)解
糖系における基質レベルのリン酸化によるATP合成の説明では正
答率が低く、ほとんど正解がありませんでした。リン酸化合物か
らリン酸基がADPに転移しATPが合成されるという理解が不足
しています。解糖系全体のATP合成の収支を誤答するものが特に
多く見られました。解糖系におけるATP合成の特徴を正確に理解
することが必要です。(4)の酸化的リン酸化の説明については、正
答が多く見られましたが、一部誤答もありました。具体例として
は、プロトン勾配や輸送方向が内膜を挟んで逆方向に記載された
り、単にプロトンが酸化されてエネルギーを得るという記載、水
からプロトンが内膜に供給されるといった誤った説明が見られま
す。重要な反応ですので、正確に理解しましょう。(5)は発酵の名
称の問いでした。アルコール発酵、乳酸発酵ともほぼ正しく答え
られていました。よく学習されていることが伺えます。

〔Ⅱ〕（A） 刺激の受容を扱った問題でした。(1)の語句記入と (2)のヒト
の受容器が受け取る適刺激を選ぶ問題はよくできていました。(3)
の眼の近調節のしくみの説明をする問題では、提示した語句の部
分の役割とそれらがどのような関係にあるかの理解を問いました。
ヒトの眼では毛様体の筋肉（毛様筋）が収縮したり弛緩すること
で水晶体の厚さを変えて網膜上の像の焦点を合わせています。受
容器に限らないですが、生きものの体がどのような仕組みで働き
を持つのかといった仕組みから理解してほしいと思います。誤答
では各部位の働きが反対になって説明したものも見受けられまし
た。(4)では、可視光線を受け取る２種類の視細胞の名称とはたら
きを問いました。こちらで間違いが多かったのは漢字間違いとは
たらきの説明が逆になっていたことです。生物学用語は正しく覚
えて使用できるように理解を深めることは重要です。(5)では感覚
器で受けた刺激が電気的な信号に変わるしくみにおいて用語とグ
ラフの読み方を問いました。生物学の用語やグラフが示す意味は
正確に理解しておいてほしいところです。

 （B）免疫応答に関する基本的な問題で、全般的によくできていま
した。特に間違いが多かった設問について説明します。(1) 食細胞
のうち、リンパ節に移動してT細胞に抗原提示をする細胞は樹状
細胞ですが、マクロファージという誤答が多かったです。(2) 皮膚
における化学的防御のしくみには、皮脂腺や汗腺からの分泌物に
含まれる①リゾチームやディフェンシンなどの細菌を破壊する物
質と、②分泌物により弱酸性に保たれるしくみがあります。細菌
を破壊する物質があることについて、正答率は低かったです。また、
化学的防御ではなく、物理的防御のしくみを誤って解答している
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕DNAの複製、遺伝子突然変異、免疫
〔Ⅱ〕代謝、生殖
〔Ⅲ〕光合成、個体群
1月28日
〔Ⅰ〕PCR法、代謝、タンパク質
〔Ⅱ〕動物と刺激、発生
〔Ⅲ〕窒素循環、進化
2月2日
〔Ⅰ〕遺伝子と染色体、細胞を構成する成分
〔Ⅱ〕免疫、動物と刺激
〔Ⅲ〕バイオーム、光合成速度、動物の行動
2月16日
〔Ⅰ〕セントラルドグマ、酵素
〔Ⅱ〕呼吸と発酵、発生
〔Ⅲ〕植物の環境応答、生物多様性

出題のねらい
生物の出題方針は、生物基礎および生物の教科書の内容について、
基礎的な理解ができているかを確認し、また、その知識をもとに発展
的な思考ができるかどうかを問うこととしています。例年、特定の分
野に偏ることなく出題することを心がけており、今年度も遺伝子から
生態系まで幅広い範囲の問題を出しました。
出題形式は、基礎的な知識を問うための用語の穴埋め問題、簡潔な
文章で生物に関する現象を説明できるか問うための記述問題、実験結
果などから考えられることを説明させることで思考力を問う問題など
を、バランスよく出題しています。
これらの問題を通じて、生物に関する基礎的な知識・理解があるか
どうかに加えて論理的に考える思考力があるかどうかを評価し、本学
で専門的な学びを深めるのに相応しい学生かどうかを判断したいと考
えています。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕
（Ａ）DNAの複製や遺伝子突然変異についての問題です。（1）の穴
埋め問題はよくできていましたが、①DNAヘリカーゼは答えられて
いない人が多かったです。（2）は正答率が思いのほか高くありません
でした。5′と3′の方向性を正確に理解しておきましょう。（3）は複
製後にはDNAのみの2本鎖になることからも推測できる問題でした
が、イントロンの除去などと混同している解答が散見されました。
（4）は単に複製の過程を説明しているだけで、なぜ半保存と言われる
かに言及していない解答が目立ちました。（5）はよくできていました
が、（ⅰ）の突然変異を正確に答えられていない人が少なからずいまし

た。
（Ｂ）免疫についての問題です。（1）は比較的よくできていました。
サイトカインと書くべきところをサイトカイニンと記載している解答
が相当数ありましたので、用語は正確に覚えるようにしましょう。
（2）化学的防御と物理的防御を混同したような解答が散見されました。
（3）食細胞とキラー細胞のはたらきを混同したような解答が散見され
ました。それぞれの細胞のはたらきをよく整理しておく必要がありま
す。（4）免疫にかかわる疾患について、正確に理解できていないと思
われる解答が多くありました。拒絶反応、アレルギー、後天性免疫不
全症候群、日和見感染などの関連用語も含めて正確に説明できるよう
になっておくとよいでしょう。また、漢字の間違いにも注意しましょ
う（疾患の「疾」や免疫の「疫」など）。（5）H鎖は重鎖（Heavy
Chain；分子量が大きい方）、L鎖は軽鎖（Light Chain；分子量が
小さい方）の意味があることを知っておくと解答しやすかったでしょ
う。また、可変部や定常部との区別ができていない解答も多くみられ
ましたので、しっかりと理解しましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）食物中のデンプンがグルコースに代謝されるしくみについての
問題です。平均正答率は7割程度でよくできていました。全体的によ
く理解されていたようですが、記憶に頼る問題の正答率が低かったの
で、重要語句についてはしっかりと覚えるようにしましょう。また、
タンパク質の代謝についての正答率が著しく低く、窒素固定と見誤っ
た解答も見られました。
（Ｂ）動物の配偶子形成と受精についての問題です。（1）の語句記入
では、①の無記入が多かったです。（2）では、（ⅰ）はよく出来ていま
したが、（ⅱ）の有性生殖の利点の説明は少し難しかったようです。生
き物の生殖法は有性生殖と無性生殖に大別できますが、それぞれの特
徴を確認しておくと良いでしょう。（3）は動物精子の模式図を細胞小
器官も含めて図示できるかを問いましたが、特に先体を図示できない
解答が多く見られました。生物では対象物を観察して特徴を捉えたり、
既知情報を確認して学ぶことも多いですが、図を描く際には細胞小器
官を明瞭に示すことを意識すると良いでしょう。（4）はよく出来てい
ました。（5）は、減数分裂の理解度を問う設問でしたが（ⅰ）と（ⅱ）は
よく出来ていました。その一方、（ⅲ）では46という誤答が散見されま
した。ヒトの染色体構成を示したものと推測できますが、減数分裂の
過程をしっかり理解していれば図から読み取ることは難しくないと思
います。（6）では、「先体反応」という誤答が多く見られました。受
精は卵と精子の融合によって成立しますが、卵で起こる現象と精子で
起こる現象のそれぞれの過程を整理して理解しておくと良いでしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）光合成に関する問題です。特に明反応の過程について問われて
います。光合成は、生物基礎、生物の両方で取り上げられおり、植物
や生態系を理解するためには重要な現象です。本問は、光合成につい
ての基本的な知識が問われている問題で、チラコイド膜でおこる反応、
ストロマでおこる反応、また、光化学系ⅠとⅡの役割や関係について、
しっかり理解していれば難しくありません。（1）問題文が長く、内容
を理解しながら読み進める必要があり、やや難しかったようです。特
に、④の「光リン酸化」や、⑥の「電子伝達系」の正答率が低かった

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 32点 33点 32点 35点
Ⅱ 35点 32点 33点 34点
Ⅲ 33点 35点 35点 31点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 生物一般選抜入試の採点を終えて
※理学部は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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出題内容
1月27日
〔Ⅰ〕DNAの複製、遺伝子突然変異、免疫
〔Ⅱ〕代謝、生殖
〔Ⅲ〕光合成、個体群
1月28日
〔Ⅰ〕PCR法、代謝、タンパク質
〔Ⅱ〕動物と刺激、発生
〔Ⅲ〕窒素循環、進化
2月2日
〔Ⅰ〕遺伝子と染色体、細胞を構成する成分
〔Ⅱ〕免疫、動物と刺激
〔Ⅲ〕バイオーム、光合成速度、動物の行動
2月16日
〔Ⅰ〕セントラルドグマ、酵素
〔Ⅱ〕呼吸と発酵、発生
〔Ⅲ〕植物の環境応答、生物多様性

出題のねらい
生物の出題方針は、生物基礎および生物の教科書の内容について、
基礎的な理解ができているかを確認し、また、その知識をもとに発展
的な思考ができるかどうかを問うこととしています。例年、特定の分
野に偏ることなく出題することを心がけており、今年度も遺伝子から
生態系まで幅広い範囲の問題を出しました。
出題形式は、基礎的な知識を問うための用語の穴埋め問題、簡潔な
文章で生物に関する現象を説明できるか問うための記述問題、実験結
果などから考えられることを説明させることで思考力を問う問題など
を、バランスよく出題しています。
これらの問題を通じて、生物に関する基礎的な知識・理解があるか
どうかに加えて論理的に考える思考力があるかどうかを評価し、本学
で専門的な学びを深めるのに相応しい学生かどうかを判断したいと考
えています。

結果を振り返って
1月27日
〔Ⅰ〕
（Ａ）DNAの複製や遺伝子突然変異についての問題です。（1）の穴
埋め問題はよくできていましたが、①DNAヘリカーゼは答えられて
いない人が多かったです。（2）は正答率が思いのほか高くありません
でした。5′と3′の方向性を正確に理解しておきましょう。（3）は複
製後にはDNAのみの2本鎖になることからも推測できる問題でした
が、イントロンの除去などと混同している解答が散見されました。
（4）は単に複製の過程を説明しているだけで、なぜ半保存と言われる
かに言及していない解答が目立ちました。（5）はよくできていました
が、（ⅰ）の突然変異を正確に答えられていない人が少なからずいまし

た。
（Ｂ）免疫についての問題です。（1）は比較的よくできていました。
サイトカインと書くべきところをサイトカイニンと記載している解答
が相当数ありましたので、用語は正確に覚えるようにしましょう。
（2）化学的防御と物理的防御を混同したような解答が散見されました。
（3）食細胞とキラー細胞のはたらきを混同したような解答が散見され
ました。それぞれの細胞のはたらきをよく整理しておく必要がありま
す。（4）免疫にかかわる疾患について、正確に理解できていないと思
われる解答が多くありました。拒絶反応、アレルギー、後天性免疫不
全症候群、日和見感染などの関連用語も含めて正確に説明できるよう
になっておくとよいでしょう。また、漢字の間違いにも注意しましょ
う（疾患の「疾」や免疫の「疫」など）。（5）H鎖は重鎖（Heavy
Chain；分子量が大きい方）、L鎖は軽鎖（Light Chain；分子量が
小さい方）の意味があることを知っておくと解答しやすかったでしょ
う。また、可変部や定常部との区別ができていない解答も多くみられ
ましたので、しっかりと理解しましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）食物中のデンプンがグルコースに代謝されるしくみについての
問題です。平均正答率は7割程度でよくできていました。全体的によ
く理解されていたようですが、記憶に頼る問題の正答率が低かったの
で、重要語句についてはしっかりと覚えるようにしましょう。また、
タンパク質の代謝についての正答率が著しく低く、窒素固定と見誤っ
た解答も見られました。
（Ｂ）動物の配偶子形成と受精についての問題です。（1）の語句記入
では、①の無記入が多かったです。（2）では、（ⅰ）はよく出来ていま
したが、（ⅱ）の有性生殖の利点の説明は少し難しかったようです。生
き物の生殖法は有性生殖と無性生殖に大別できますが、それぞれの特
徴を確認しておくと良いでしょう。（3）は動物精子の模式図を細胞小
器官も含めて図示できるかを問いましたが、特に先体を図示できない
解答が多く見られました。生物では対象物を観察して特徴を捉えたり、
既知情報を確認して学ぶことも多いですが、図を描く際には細胞小器
官を明瞭に示すことを意識すると良いでしょう。（4）はよく出来てい
ました。（5）は、減数分裂の理解度を問う設問でしたが（ⅰ）と（ⅱ）は
よく出来ていました。その一方、（ⅲ）では46という誤答が散見されま
した。ヒトの染色体構成を示したものと推測できますが、減数分裂の
過程をしっかり理解していれば図から読み取ることは難しくないと思
います。（6）では、「先体反応」という誤答が多く見られました。受
精は卵と精子の融合によって成立しますが、卵で起こる現象と精子で
起こる現象のそれぞれの過程を整理して理解しておくと良いでしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）光合成に関する問題です。特に明反応の過程について問われて
います。光合成は、生物基礎、生物の両方で取り上げられおり、植物
や生態系を理解するためには重要な現象です。本問は、光合成につい
ての基本的な知識が問われている問題で、チラコイド膜でおこる反応、
ストロマでおこる反応、また、光化学系ⅠとⅡの役割や関係について、
しっかり理解していれば難しくありません。（1）問題文が長く、内容
を理解しながら読み進める必要があり、やや難しかったようです。特
に、④の「光リン酸化」や、⑥の「電子伝達系」の正答率が低かった

試験日
前期日程 中期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／16（3科目型）
［前期日程］［中期日程］
スタンダード3科目型
（理系※）

大

問

Ⅰ 32点 33点 32点 35点
Ⅱ 35点 32点 33点 34点
Ⅲ 33点 35点 35点 31点

合 計 100点 100点 100点 100点

講評 生物一般選抜入試の採点を終えて
※理学部は選択解答できません。

■解答方法は、全試験日 記述式

答案もありました。(3)「炎症」と記載するところを「災症」と誤
答している答案が散見されました。(6) 抗原の接種により液性免疫
応答がはたらき、抗体が産生されます。一次応答に対し二次応答
は強く誘導されること、抗原刺激が無くなると抗体の産生量は低
下することを理解してください。

〔Ⅲ〕(A) 植生遷移についての問題です。入試でもよく出題される範囲
で、全体的によく出来ていました。(1) 植生遷移に関する基本的
な用語を確認するための穴埋め問題で、よくできていました。極
相やギャップなどの基本的な語句を押さえていれば正答できる問
題です。(2)・(3)一次遷移と二次遷移の違いについての理解を問
う問題です。二次遷移は、山火事のあとなど、土壌や埋土種子が
残った状態からの遷移であることを理解していれば正答するのは
難しくありません。(4)入試では頻出の問題でよくできていました。
(5)ギャップについての問題ですが、ギャップができると林床に光
が届くようになることを知っていれば解答できます。(6)総生産量
から呼吸量を引いたものが純生産量であることを知っておく必要
があります。(7)グラフの意味を読み取ることができれば難しくな
かったと思います。

 （B）生物の分類や学名についての問題です。(1)選択肢の用語は、
教科書ではいずれも太字の重要用語になっているので、すべて覚
えておくとよいでしょう。(2)生物の種の定義については、教科書
により表現は異なる部分もありますが、生物を学ぶ上で基本的な
概念なので理解しておいてください。(3) (4)上位分類群の動物界
や植物界の各界で共通する特徴については少し難しい問題だと思
いますが、生物の分類だけでなく、進化の過程で獲得してきた形
質を理解できるので、一覧表等を作成して覚えるとよいと思いま
す。

1月27日
〔Ⅰ〕（A）はゲノムと細胞分裂に関する問題を出題しました。染色体や

細胞周期に関する基礎知識を問う内容になっています。全般的に
正答率が高く、よくできていました。

 細胞周期の各時期の順番と、それぞれの時期に起こる現象を紐づ
けて覚えておくことが重要です。(5)の（ⅱ）の計算問題は正答率
が高かったですが、塩基の組成と組み合わせを考えるとあり得な
い数字を解答しているケースも散見されました。計算結果が妥当
であるかを判断するためにも、DNAや遺伝のしくみに関する基礎
の理解を深めておく必要があります。

 （B）タンパク質と酵素に関する基本的な事項について出題しまし
た。(1)は主要な用語を答える問いで、概ね正解でした。ただし、
①では側鎖と答えるべきところを、塩基、リン酸基、酸素原子、
炭素原子、メチル基などの誤答がありました。②では二次構造と
答えるべきところを、一次構造、三次構造という誤答がありまし
た。③ではαヘリックス構造と答えるべきところを、二重らせん、
らせん構造、αシート構造という誤答がありました。④ではβシー
ト構造と答えるべきところを、βチューブリン、βヘリックス構
造という誤答がありました。⑤では変性と答えるべきところを、
変失、変活、変生、変質、変異、変態、変形という誤答がありま
した。⑥では失活と答えるべきところを、活失、欠失という誤答
がありました。用語は正確に覚えましょう。(2)はペプチド結合を
説明する問いです。多くの正答がありましたが、水素結合して脱
水が生じる、水素原子どうしが結合して水素が生じる、カルボキ
シ基と酸素が反応するなどの誤答もありました。重要な反応なの
で、正確に理解しましょう。(3)、(4)のタンパク質と酵素の問い
はよくできていました。(5)は酵素反応における阻害物質の影響に
関する問いで、概ね正答が見られました。ただし、(i) の競争的阻
害の説明では、活性部位が基質にあるなどの誤答がありました。(iii) 
の非競争的阻害の説明では、阻害物質が活性部位に結合する、阻
害物質が酵素に結合すると別の活性部位ができる、フィードバッ
ク調節が説明されている、阻害物質が酵素に結合しても反応速度
に影響しないなどの誤答がありました。酵素の主要な阻害反応の

しくみについて、より深い理解が必要です。
〔Ⅱ〕（A）動物の卵の初期発生について扱った問題でした。(1)の語句

記入と (2)の語句選択の問題はよくできていました。(3)と (4)の
カエル卵の初期発生で起こっている現象の選択問題は完答が少な
かったです。また、(5)と (6)については、発生の進行とともに胞
胚の領域や3つの胚葉から分化する組織や器官の理解を問いまし
たが、こちらも正答率は高くなかったです。これら胚の発生ステー
ジで起こる現象について、覚えることも多いですが、外見的な変
化と細胞分裂の特徴、そしてそれらの細胞がどのような組織や器
官になっていくのかを統合的に理解しようとするとより深い理解
ができると思います。

 （B）ニューロンの構造と神経系情報伝達のしくみについての問題
でした。残念ながら、全般的によくできていませんでした。特に
間違いが多かった設問について説明します。(1) ニューロンの構造
のうち、核がある部分を「細胞体」と呼びますが、正答率が低かっ
たです。それから、シナプスから興奮の情報が伝達されるときに、
カルシウムイオンが細胞内に流入してアセチルコリン等の神経伝
達物質が放出されます。ニューロンの興奮時におこる細胞膜内外
の電位変化は、ナトリウムイオンの流入が関わります。それぞれ、
関わるイオンが違うことを理解してください。(4) ニューロンが刺
激を受けていないときの膜内外の電位差を「静止電位」、刺激を加
えた時の瞬間的な電位変化を「活動電位」と呼びます。意味を混
同している答案が多くありました。(5) ニューロンにおける閾値と
は、「興奮が起こる最小限の刺激の強さ」です。「電位の大きさ」「電
圧・電流の大きさ」という誤答が多くありました。

〔Ⅲ〕（A）生態系における生産者と消費者に関する問題です。 (1)基本
的な語句の穴埋め問題です。教科書には出ている内容ではあるの
ですが、やや難しかったようです。(2)森林の発達過程における純
生産量の推移を考える問題です。森林が成長の初期の段階では純
生産量は増えていきますが、その後呼吸量や枯死量が増えること
で減っていきます。(3) 消費者の同化量と成長量の関係について理
解していれば正答できます。(4) 生産力ピラミッドについても問題
です。下位の栄養段階がもつエネルギーの一部は呼吸量や不消化
排出量として失われるため、生産力ピラミッドは必ずピラミッド
型になります。

 （B）系統と分類に関する問題です。(1)教科書の太字の重要用語
についての問題です。用語の記述については、よくできていました。
(2)進化に関する問題ですが、進化の考え方の理解、自然淘汰の説
明、遺伝的浮動の専門用語については、よくできていました。自
然淘汰と遺伝的浮動については、相違点を比較しながら覚えると
よいでしょう。(3)系統樹を作成する問題です。生命の歴史の中で、
動物の進化の過程を思いだしながら表を作成すると完成すると思
います。(4)系統樹の作成の問題は、よくできていました。教科書
には練習問題が掲載されているので、解いてみるとよいでしょう。

1月28日
〔Ⅰ〕（A）染色体の構造と遺伝子の発現に関する問題を出題しました。

遺伝子の発現のしくみについて、原核生物と真核生物の共通点と
相違点を整理して理解できているかを問う内容になっています。
穴埋め問題は原核生物と真核生物を混同している解答が目立ちま
した。名称の違いや使い分けを整理しておきましょう。(3)のラク
トースオペロンのしくみに関する記述問題は全体的によくできて
いました。教科書には似たしくみのオペロンが複数記載されてい
る場合がありますので、それぞれの違いと原理を理解して的確に
説明できるようしておきましょう。

 （B）同化と植物の光合成に関する基本的な事項について出題しま
した。(1)は主要な用語を答える問いで、概ね正解でした。ただ
し、①では同化もしくは炭酸同化と答えるべきところを、化学合成、
呼吸、異化などの誤答がありました。②では独立栄養と答えるべ
きところを、有機合成、独属栄養などの誤答がありました。③④
⑤の正答率は高く、これらの重要ワードはよく学習されているこ
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とがわかります。⑥ではストロマと答えるべきところを、クロマ
チン、クリステ、マトリックス、ヒストン、グラナといった別の
細胞内の構造の誤答がありました。用語の混同に注意し、正確に
覚えましょう。(2) ではチラコイドで起こる反応に関連した事項
を出題しました。（i）は高い正答率でした。クロロフィルの特性が
よく学習されていることがわかります。（ii）は光合成の作用スペ
クトルを解答すべき問いでしたが、正答率が低く、様々な誤答が
ありました。たとえば、吸収スペクトル、波長スペクトル、光ス
ペクトル、吸収光スペクトル、スペクトラムグラフ、光合成グラ
フ、光合成速度グラフ、光周波グラフ、光合成吸収量グラフ、光
合成曲線、光波長曲線、光吸収曲線、光クロマトグラフィー、ペー
パークロマトグラフィー、サイコグラフィー、見かけの光合成速
度、光速度焦点などです。正しく理解し、正確に記述しましょう。
（iii）は光化学系 IIで酸素が発生するしくみを説明する問いでした。
正答率は低く、光エネルギーで水が還元されて酸素が発生すると
いう誤答が多くありました。光化学反応のしくみについて、より
深く正確な理解が必要です。(3)はストロマで起こる反応に関連し
た事項を出題しました。（i）は高い正答率でした。（ii）は酵素名と
してルビスコと解答すべき問いで、概ね正答が見られました。た
だし、様々な誤答がありました。たとえば、脱水素酵素、脱炭素
酵素、補酵素、アロステリック酵素、触媒酵素、リブリン反応酵
素、代謝促進酵素、PEPカルボキシラーゼ、ピルビン酸、リンゴ酸、
アセチルCoA、フマル酸などです。基本的な用語なので正確に覚
え、正しく記述しましょう。（iii）は、カルビン回路でC6H12O6
の化合物を合成するのに、必要な二酸化炭素とATPとNADPH
の分子数の問いでした。二酸化炭素はほぼ正答でしたが、ATPと
NADPHについては正答率が大きく下がりました。この反応系の
収支について正しく理解しましょう。

〔Ⅱ〕（A）発生の研究の事例を扱った問題でした。(1)のゲノムを答え
させる問題はよくできていました。(2)ではガードン博士が行っ
たクローンカエルを作る実験を題材に、細胞の核の役割や遺伝情
報がどこにあるかの理解を問う問題でした。（ⅱ）は誤答が多かっ
たですが、（ⅲ）は正答が多かったです。問題文に示された実験が
何の理解を意図して行われたものかなどを理解しようと取り組め
ると生物の仕組みの深い理解につながると思います。自分で実験
に取り組む際も、なぜこの操作を行うのかといった意図を考えな
がら行うことが大事になります。ぜひ普段からなぜと考えるよう
にしましょう。また (3)は iPS細胞に対する認識を問いましたが、
こちらは正答が多かったです。言葉を知っているだけでなく、な
ぜ iPS細胞を作ろうと考えたのかなど、その研究の意図について
疑問を持って理解することはより良い理解につながると思います。

 （B）ヒトの体の恒常性の維持とそれに関わる神経系に関する問題
でした。全般的によくできていました。特に間違いが多かった設
問について説明します。(1) 脳は大脳、小脳、脳幹の3つに分け
ることができます。小脳ではなく、中脳、延髄という誤答が多く
ありました。(4) 大脳皮質は新皮質と辺縁皮質からなりますが、ヒ
トなどの複雑な情報処理を行う動物では新皮質が発達しています。
(5) ヒトの心臓の拍動の調節には、心臓のペースメーカーと呼ばれ
る部分に自律神経系が作用しています。拍動の促進には交感神経
が、抑制には副交感神経が優位に働きますが、血液中の二酸化炭
素濃度が延髄の拍動中枢に伝わることにより、これらの自律神経
が作用します。

〔Ⅲ〕（A）被子植物の重複受精についての問題です。教科書にも必ず出
ており、入試の頻出項目になっています。 (1)(2)は重複受精につ
いての穴埋め問題です。重複受精の過程について、細かい知識が
問われる問題です。 (2)は選択問題でしたが、正答率は低かった
です。重複受精は重要ですので、しっかりと理解するようにしま
しょう。(3) 「重複受精」の漢字の間違いが散見されました。重要
語句は漢字もしっかりと覚えるようにしましょう。(4) 胚乳などの
染色体数を答える問題ですが、重複受精の過程を理解していれば
簡単に答えられる問題です。それぞれの細胞の染色体数がどうな

るかをしっかりと理解するようにしましょう。(5) 実験結果から、
誘引物質が出ている細胞を答える考察問題です。一見複雑そうに
みえる表ですが、落ち着いて見てみれば正しい解答に辿り着くの
は難しくありません。正答率は高かったです。

 （B）生態系と個体群間の相互作用に関する問題です。(1) (2)生態
系サービスに関する問題です。生態系サービスについては、生物
基礎、生物の両方に掲載されています。教科書には図解で説明さ
れているので、そのまま覚えるとよいでしょう。(3) (4) (5)生物
の保全と個体群の相互作用に関する専門用語の記述問題です。よ
くできていました。(6)間接効果に関する問題です。教科書では在
来生物同士の関係の図解で説明されていますが、外来生物も定着
すると影響を及ぼすことがあります。

2月16日
〔Ⅰ〕（A）DNAの複製に関する問題を出題しました。DNAの基本的な

性質の理解と、細胞が増える際にDNAが複製されるしくみに関
する語句と理解を問う内容になっています。穴埋め問題と選択問
題は全般的に正答率が非常に高く、基礎をしっかりと勉強してい
ることがうかがえました。一方、語句の説明については、単語の
使い方や理解が間違っている解答が目立ちました。単語の名称だ
けでなく定義を正確に理解し、DNA複製のしくみを簡潔に説明で
きるようにしておくことが重要です。

 （B）細胞の特徴と細胞を構成する物質に関する基本的な事項につ
いて出題しました。(1)は主要な用語を答える問いで、概ね正解で
した。ただし、①では原核と答えるべきところを、原生とする間
違いがいくつか見られました。正しく記述しましょう。④ではサ
イトゾルもしくは細胞質基質と答えるべきところを、細胞液、組
織液とする間違いがいくつか見られました。これらの違いについ
て学習し、正確に記述しましょう。(2)では生物が共通してもつ
特徴について出題しました。きわめて高い正答率でした。この重
要事項は、よく学習されていることがわかります。(3)では細胞
を構成する有機物に関連した事項を出題しました。(i) はタンパク
質が正解ですが、正答率は５割以下です。脂質や炭水化物の誤答
が多くありました。ほ乳類の細胞におけるタンパク質が細胞の構
造や機能で重要な働きをする理由について、よく学習しておきま
しょう。(ii) の（あ）の脂質はCHOPが正解ですが、CHONPや
CHONSの誤答が多くありました。正確に覚えましょう。(ii)の（い）
の炭水化物は概ね正解でした。(4)では生体膜の特徴に関連した事
項を出題しました。（i）のリン脂質の特徴としては、二重層を形成
して内外を隔てること以外にも、分子中に親水性部分と疎水性部
分を持つことの記載を正解にしました。この後者の回答が前者よ
り多くありました。ただし、疎水性の特徴のみの記載や水分子を
容易に通過させる誤答がいくつかありました。正しく説明できる
ようにしましょう。（ii）の流動モザイクモデルの説明については、
生体膜について二重層構造の説明のみの不十分な回答が多くあり、
膜の流動性やタンパク質の存在についての適切な説明は特に少な
いものでした。生体膜の基本的な機能を理解する上で不可欠なモ
デルなので、正しく説明できるようにしましょう。

〔Ⅱ〕（A）動物の配偶子形成についての問題でした。動物の配偶子であ
る卵と精子はいずれも始原生殖細胞から生じます。精子と卵子の
形態は違いますが、それぞれ同じように体細胞分裂と減数分裂を
経て精子と卵子になります。異なる特徴はありますが、精子や卵
子ができるプロセスは同じという認識を持って、配偶子形成の過
程を見ると良いでしょう。(1)の語句記入の問題では、精子の形
成過程の語句が適切に答えられているのに、卵子の形成過程の語
句が間違っていたり、この逆もありました。精子や卵子の形成プ
ロセスが違っていると誤認している人が多いようにも感じたので、
確認できると良いと思います。(2)のヒトの精子の構造の図中の構
造の名称については、ＡとＢが入れ替わった回答がみられました。
精子の頭部に遺伝情報をもったＤＮＡを含む核があり、中片部に
は細胞のエネルギーを生み出すミトコンドリアがあります。この
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ

エネルギーを用いながら、尾部の鞭毛を動かすことで精子の運動
が生じます。生物の構造は合理的にできていることが多いので、
単純に位置と名称を覚えるのではなく、それぞれの部位の役割や
関係性を加味して理解してください。(3)は減数分裂の分裂期とＤ
ＮＡ量の変化の理解を問いました。この分野は細胞が分裂するプ
ロセスとＤＮＡの複製時期を適切に理解していないと混乱するの
で、気を付けてほしいところです。卵形成の際の不均等な細胞質
分裂は、受精後の発生にも重要なプロセスになることをご理解く
ださい。

 （B）骨格筋の構造と収縮のしくみに関する問題でした。全般的に
できていませんでした。(1) 骨格筋を構成している細胞は「筋繊
維（筋細胞）」と呼び、顕微鏡で観察したときに明るい部分を「明
帯」、暗い部分を「暗帯」と呼びます。運動神経による刺激により、
筋繊維にある「筋小胞体」からカルシウムイオンが放出され、ア
クチンフィラメント上にある「トロポニン」に結合することによ
り、ミオシンフィラメントに結合できるようになり筋収縮します。
この一連の流れを理解してほしいです。「筋小胞」は「シナプス小
胞」と多く誤答されていました。(5) 骨格筋のように縞模様がみら
れる筋肉は「横紋筋」と呼びますが、正答率は低かったです。(6) 
正解は「単収縮」ですが、「反射」という誤答が多かったです。反
射とは、無意識に起こる反応で、屈筋反射、膝蓋腱反射、瞳孔反
射などがありますが、いずれも脊髄、延髄、中脳など大脳以外の
中枢神経系にある反射中枢が関わっています。

〔Ⅲ〕（A）種子植物の花成の制御についての問題です。入試では頻出の
分野になります。(1)花成についての基本的な知識を問う穴埋め問
題です。正答率は高かったですが、トマトやエンドウなどが中性
植物であることを答える部分が空欄の解答が目立ちました。長日
植物、短日植物以外の植物もあることを認識しておきましょう。(2) 
長日植物は、日長が長くなると花が咲くので、春から初夏に花を
咲かせるものが多いです。また、春化は、冬の寒さを経験するこ
とで花成が誘導されることを言います。(3) （i）グラフから、2種
類の植物が長日植物か短日植物かを答える問題です。グラフのX
軸は暗期の長さであることに注意しましょう。(3) （ii）グラフに示
された4条件で花が咲くかどうかを答える問題です。グラフから
暗期の長さを正確に読み取る必要があります。(4)ダイズが短日植
物であることを前提にした考察問題です。播種した時期に関わら
ず、日長条件が整えば花が咲くため、答えはaになります。

 （B）個体群と分布に関する問題です。(1)個体群と生態系の構造
に関する専門用語の記述問題です。いずれも教科書では太字で書
かれている重要用語なので覚えてください。漢字の間違いが多く
見られたので正確に書けるようにしてください。(2)生態系の中で
の作用の関係についての問題です。記述については今回の問題だ
けでなく日頃から、文章で説明できるように文章作成の練習をし
ておくとよいです。また、教科書には図解で分かりやすく掲載さ
れているので覚えるようにしてください。(3)個体群密度に関する
問題です。教科書に類似の練習問題が掲載されているので解いて
おくとよいでしょう。(4) (5)個体群の大きさや分布様式に関する
問題です。教科書には分布様式が図解で開設されているので確認
しておくとよいでしょう。(6)標識再捕法の問題です。これも教科
書に練習問題が掲載されているので解いておくとよいでしょう。

アドバイス
　本学の生物の入試問題は、基礎的な知識や理解を問う内容で、幅広い
範囲から出題されます。奇抜な問題や複雑な問題は出題されないため、
まずは教科書（生物基礎および生物）の内容を確実に理解することが大
切です。特に、教科書に黒太字で示されている重要用語は、用語穴埋め
問題として頻出です。そのため、これらの用語を正しい漢字で書けるよ
うに練習するとともに、単に暗記するだけでなく、意味を理解し、生命
現象と関連づけて覚えることが求められます。また、教科書に掲載され
ている図やグラフ、表にも目を通しておくと、用語を有機的に関連づけ

て理解する助けになります。
　試験では、まず問題文を丁寧に読み、問われている内容を正確に把握
することが必要です。特に、生物の問題文は長くなる傾向があるため、
集中力を保ちながら読み進めることが大切です。用語穴埋め問題に取り
組む際は、漢字の誤りに注意しましょう。また、記述問題では、丁寧に
文章を作成し、問われている内容に的確に答えられているか確認する必
要があります。さらに、解答後には必ず自分で読み直し、内容が正確で
分かりやすいかを確認する習慣をつけましょう。また、ケアレスミスに
よる減点を避けることが重要です。試験終了まで時間が残っている場合
は、見直しを繰り返し、ミスを最小限に抑える努力をしましょう。しっ
かりと準備をし、基本をおさえることが高得点への近道です。
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ

一般選抜入試［前期日程］（1月26日）生物　理系科目　80分

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）生物　理系科目　80分

15050

生

物

138

です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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です。（2）光化学系ⅠとⅡを逆にしている解答が多くみられました。
水から酸素が発生する過程は光化学系Ⅱであることを理解していれば
正答できます。（3）チラコドイ膜の外側と内側でH＋の濃度勾配が
できることはよく理解しているようですが、内側と外側のどちらの濃
度が高くなるかを問われると正答できない受験生が多かったようです。
用語を覚えるだけでなく、教科書にでている光合成に関する図も含め
て勉強すると良いでしょう。（4）カルビン・ベンソン回路についての
基本的な知識があれば正答できます。（5）難しい問題で、正答率は低
かったです。グルコースの化学式も明示されていますので、光合成反
応に関する知識や理解を応用すれば解答できます。難しい問題が出て
も、あわてず落ち着いて考えてみると良いでしょう。
（Ｂ）個体群の動態に関する問題です。（1）は教科書の黒太字で書か
れている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるようにし
てください。これらの記述問題はよくできていました。ただし漢字の
書き間違いが見られたので、注意してください。（2）は年齢ピラミッ
ドのグラフに対する説明文を正確に読み取る問題ですが、良くできて
いました。（3）は教科書に掲載されているグラフに基づく問題です。
教科書の図のデータから、どのような内容であるかを読み取る能力を
身に付けるようにしてください。よくできていました。（4）は、（3）
の線グラフを表に示したものです。それぞれの項目と数値を確認して、
正確な情報を抽出する能力が必要です。正答率はやや低い傾向でした。
教科書のグラフや表を読み取る練習もするようにしてください。

1月28日
〔Ⅰ〕
（Ａ）PCRに関する問題です。時事問題とも関連があるせいか、全
体的によくできていました。ただしPCRのサイクルの各温度で起こ
ることに関しては正答率が低かったので、原理を理解しておく必要が
あります。（3）（ⅱ）のPCRのサイクル毎にDNAが2倍ずつ増える
ことは理解しているのに、（4）のPCRサイクルの違いを濃度差に変
換する計算ができていない答案が目立ちました。（5）は実験の結果か
ら考察する問題ですが、正答率が低かったです。（6）と（7）はDNA
アガロースゲル電気泳動に関する問題ですが、原理を理解できていな
かったり、DNAシークエンス法と混同している解答が相当数ありま
した。
（Ｂ）代謝についての問題です。（1）と（2）は全体的によくできてい
ました。（3）呼吸や光合成にかかわるNAD＋などの補酵素のはたら
きを整理して理解しておくとよいでしょう。（4）正解率は低く、アミ
ノ酸以外の物質名が記入されている解答も散見されました。教科書の
図や表はしっかり勉強しておくと良いでしょう。（5）アミノ酸どうし
結合について、名称の正答率は高かったですが、結合時の反応の詳細
についての理解が不足している受験生が多かったです。（6）タンパク
質の三次構造と四次構造を混同している解答が多かったので、理解を
深めましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）動物の刺激に対する反応についての問題です。神経系の役割を
含めた設問でした。（2）の受容器のしくみについての問題は、正答率
は高かったものの、（3）の学習をもたらす、ニューロンにおけるシナ
プスの反応についての問いは、正答率が低く、少し難しかったようで
す。
（Ｂ）動物卵の初期発生、特に胚葉の分化の過程の理解についての問
題です。（1）は、説明文に示された実験結果から考察できることを解
答する設問でしたが、少し難しかったようです。中胚葉誘導は脊椎動
物の発生において重要な現象の1つです。この現象のしくみを確認し
ておくと良いでしょう。（2）は、説明文に示された実験結果から中胚
葉誘導の説明を求める設問でした。よく出来ていましたが、内胚葉と
外胚葉の働きかけの関係が不明瞭な解答が散見されました。細胞間の
相互作用の仕組みの理解は体内の組織や器官がどのようにつくられる
かを理解する基本として重要になるので、正確な理解を求めたい内容
です。（3）と（4）は、3つの胚葉の細胞がさまざまな組織や器官への
分化過程の理解度を問う設問でした。横断面図だけでなく縦断面図も

確認し胚内部の器官形成の過程を立体的に捉えて理解を深めると良い
でしょう。
〔Ⅲ〕
（Ａ）生態系における窒素循環に関する問題です。窒素は、アミノ酸
に含まれる元素で、生物の生存には必須です。窒素が、生物や環境を
どのように循環しているかを理解することは、生態系を考える上で非
常に重要です。入試でも頻出項目ですので、しっかりと学んでおくと
良いと思います。（1）よくできていました。従属栄養生物や独立栄養
生物など、基本的な語句を押さえていれば正答できる問題です。（2）
（ⅰ）よくできていました。（ⅱ）硝酸菌と亜硝酸菌を入れ替えた解答が
多くみられました。（ⅲ）アンモニウムイオン、硝酸イオンの間違いが
多かったです。（ⅱ）の細菌の名称と合わせて、正確に覚えておくよう
にしましょう。（ⅳ）根粒菌が窒素固定をすることはよく理解されてい
るようで、高い正答率でした。（ⅴ）ダイズと根粒菌は相利共生の代表
例です。正答率はやや低かったようです。（3）少し難しい問題かと思
いましたが、正答率は高かったです。化学合成細菌が無機物を酸化す
る過程で放出されるエネルギーを用いて有機物を合成する細菌の総称
であることがわかっていれば正しく解答できたと思います。
（Ｂ）進化と分類に関する問題です。（1）の文章は教科書の黒太字で
書かれている専門用語の穴埋めです。黒太字の用語は必ず覚えるよう
にしてください。この分野は教科書の後半に掲載されていることが多
いですが、試験にはよく出題されています。用語の穴埋めの正答率は
やや低い傾向でした。（2）専門用語の説明問題です。教科書では詳し
い説明が書かれています。これも試験にはよく出題されているので覚
えるようにしてください。比較的よくできていました。（3）分類階級
の名称は、基本的な内容なので覚えてください。（4）これも専門用語
の説明問題です。教科書では詳しい説明が書かれています。これも試
験にはよく出題されているので覚えるようにしてください。よくでき
ていました。（5）遺伝子頻度の計算問題です。教科書の練習問題にも
掲載されているので、必ず解答できるようにしてください。よくでき
ていました。（6）擬態という専門用語を記述する問題です。教科書で
は黒太字の用語で、説明があるので覚えておいてください。正答率は
やや低い傾向でした。

2月2日
〔Ⅰ〕
（Ａ）遺伝子と染色体に関する問題です。（1）の穴埋め問題は比較的
よくできていました。染色体の呼称を正確に区別できるようにしてお
きましょう。体細胞分裂と減数分裂との違いも踏まえて理解しておく
ことが重要です。（2）は予想より正答率が低かったです。よく出る数
字なので覚えておきましょう。（3）は正答率が予想よりかなり低い結
果となりました。染色体の構成と、DNA複製や減数分裂の際の
DNA量の変化を結びつけて理解しておきましょう。（4）は少しひ
ねった問題でしたが、選択肢の語句の意味から考えても解ける問題で
す。幅広い分野の単語の知識を身につけておきましょう。
（Ｂ）細胞を構成する成分に関する問題です。（1）比較的よくできて
いましたが、文章をよく読んでいないと思われる解答もみられました。
最も適切な語句を吟味して解答することが大切です。（2）比較的よく
できていました。（3）核酸に関連する語句を不正確に記憶していると
思われる解答が散見されましたので注意しましょう。（4）（ⅱ）の正解
率が低かったです。とくに三次構造と四次構造の違いが理解できてい
ないと思われる解答が多くみられました。（5）比較的よくできていま
した。各種アミノ酸の特徴についても踏み込んで学習しておくとよい
でしょう。（6）比較的よくできていましたが、漢字の間違いが多く見
られましたので、重要語句は正確に覚えておきましょう。
〔Ⅱ〕
（Ａ）免疫に関する問題です。体を守るしくみである免疫について、
自然免疫から、適応免疫について広く問われています。体内への異物
の侵入に対する物理的・化学的防御についての設問の正答率は高かっ
たものの、細胞レベルの設問になると間違いが散見されました。また、
T細胞やB細胞の受容体の理解が不十分だと思われる解答が多くみ
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試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

問二
4点

（2点×2）
問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問二 4点 問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問三 3点 問三 4点 問三 4点

問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二

問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二

問一
4点

（2点×2）

二

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

問二
4点

（2点×2）
問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問二 4点 問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問三 3点 問三 4点 問三 4点

問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二

問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二

問一
4点

（2点×2）

二

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。

後期日程

3/10 （2科目型）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 4点

問三 4点

問四 5点

問五 4点

問六 4点

問七 5点

問八 5点

問九 8点
（4点×2）

問十 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 4点

問四 3点

問五 5点

問六 4点

問七 5点

問八 5点

問九 5点

問十 5点

問十一 5点

合計 100点

中期日程

2/16 （3科目型）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 4点

問四 4点

問五 4点

問六 4点

問七 5点

問八 5点

問九 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 3点

問四 3点

問五 4点

問六 4点

問七 4点

問八 4点

問九 4点

三

問一
8点

（3点×2、
2点×1）

問二 3点

問三 3点

問四 3点

問五 6点
（3点×2）

問六 2点

合計 100点

1/29 （2科目型）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 3点

問四 3点

問五 3点

問六 3点

問七 3点

問八 3点

問九 8点
（4点×2）

問十 5点

問十一 5点

問十二 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 3点

問四 3点

問五 3点

問六 6点
（3点×2）

問七 3点

問八 3点

問九 4点

問十 4点

問十一 4点

問十二 4点

問十三 4点

合計 100点

日程

1/28 （3科目型）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 4点

問三 4点

問四 4点

問五 4点

問六 4点

問七 4点

問八 5点

問九 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 4点

問四 4点

問五 3点

問六 3点

問七 4点

問八 4点

問九 4点

三

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 4点

問四 4点

問五 4点

問六 4点

合計 100点

前期

１/27 （3科目型）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 4点

問三 4点

問四 4点

問五 4点

問六 4点

問七 4点

問八 5点

問九 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 4点

問四 3点

問五 3点

問六 4点

問七 4点

問八 4点

問九 4点

三

問一 4点
（2点×2）

問二 3点

問三 3点

問四 4点

問五 4点

問六 4点

問七 3点

合計 100点

■出題のねらい・結果を振り返って
1月26日
〔一〕ジェイソン・ヒッケル著　野中香方子訳『資本主義の次に来る世界』
　人間は他の生物と本質的には同じであり、両者の親密な関係を前提と
する精霊信仰と、人間を特別な存在であるとし、他の生物からの搾取が
前提となる資本主義とを対比し、資本主義の問題点を指摘しつつ、持続
可能な社会の実現を示唆している文章です。世界観の変遷、哲学や宗教
との関係などが読み取れるか、その上で筆者の考えを理解し、考えるこ
とができるのかを主に問うています。
　正答率は概ね平均的なものでしたが、文章を読んだ上でやや抽象的に
考えることが求められる問三と問四、論理展開を踏まえ文章全体での筆
者の主張を把握することが求められる問八の正答率が芳しくありません
でした。書かれていることの理解はもちろんですが、文章を基盤に自分
で考えてみることを普段から心がけてください。
〔二〕帚木蓬生『国銅』
　東大寺の大仏建立という史実に基づき、都である平城京や長門の銅山
を舞台にして描いた長編小説『国銅』から、主人公の国人が銅山で働く
様子を描写した箇所から出題しました。正答率が低かったのは問一の「き
びすを返した」、「暇乞いをする」などの表現の意味を問う問題でした。
日頃から様々な文章に触れ、豊かな表現を身に付けておきましょう。問
六、問八も正答率が低めに出ましたが、これはどちらも国人の心理を問

う問題です。これまでずっと兄を頼りにしてきた国人の人柄の無邪気さ
をしっかり理解すれば解ける問題でした。
　出題箇所は小説の冒頭近くでしたが、この後、主人公の国人は、銅を
納めるために都に上り、都で様々な経験をして大きく成長した後に、再
び故郷へ帰ります。是非、この作品を最初から最後まで読み通してみて
ください。
〔三〕『大鏡』
　『大鏡』を出題文として取り上げました。関白道隆はふだんから酒を
浴びるように飲んでいたために、それがもとで亡くなったといわれてい
ます。問一の語句の解釈、小問のＸが2割程度と正答率が低く、合否を
分けたと言ってもよいでしょう。ちなみにＷとＺは、ともに9割を超え
る正答率でした。古文単語を暗記しても、本番では通用しません。文脈
をたどりつつ語意を汲みあげる読解力がほしいところです。問三の正答
率は3割弱、選択肢３を選んだ受験生が5割と半数を超えていました。
登場人物を追いながら、敬語などを手がかりに、正答を導いてください。

1月27日
〔一〕竹下節子『女のキリスト教史̶ 「̶もう一つのフェミニズム」の系譜』
　キリスト教と女性の問題を抽象度の高い文章で論じています。筆者の
一貫した思考を丁寧に読み解く必要があります。いくつかの問いで低い
正答率が見受けられました。問四の「自然」とは「生物学的な区別」を
指しています。６割の人が選んだ選択肢２の「常識的で自然な視点」は

試験日
１/26 （3科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大

問

一

問一 6点
（2点×3）

問二 4点

問三 4点
（完答）

問四 4点

問五 4点

問六 5点

問七 8点
（4点×2）

問八 5点

二

問一 6点
（2点×3）

問二 3点

問三 3点

問四 3点

問五 3点

問六 4点

問七 4点

問八 4点

問九 5点

三

問一 12点
（3点×4）

問二 3点

問三 2点

問四 2点

問五 4点

問六 2点

合計 100点
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。

誤りです。問五についてですが、筆者は一貫して「差別のない、共感の
関係を可能とする場」について述べています。7割の人が選択肢４を選
びましたが、エクスタシス（脱我）がそれ自体では何も解決しないのは、
全体主義という結果をもたらすからではありません。
〔二〕『お辞儀』向田邦子
　向田邦子のエッセイ集からの出題です。両親がする「お辞儀」に対す
る娘の複雑な心境を、三つの場面を通じて感情豊かに描いています。体
調を崩して入院しているときの去り際、これから海外旅行へ出発すると
きの別れ際に、老いの影を感じさせる母が娘にする「お辞儀」。普段威張っ
ている父親が上司にする「お辞儀」。娘の立場からすればどれも切ない
気持ちにさせられてしまう態度や場面でしょう。作品を読みながら、普
段見ることのない親の姿を想像した人もいたのではないでしょうか。
　どの設問もよくできていました。問五は少し正答率が低かったのです
が、「更にもうひとまわり…」という点を理解できたら正答は選べたと
思います。問一の（イ）の「冥利が悪い」というのは、少し古い表現で
すが、「役者冥利につきる」などの表現で今でも使われています。国語
は少し古い作品も題材にすることがあるので、新刊や話題作だけでなく、
過去の名作も積極的に読んでみましょう。
〔三〕『源氏物語』
　出題箇所は、友人の恋人である浮舟と密かに通じた匂宮が、隠れ家で
二人の時間を過ごすために浮舟と小舟に乗って宇治川を渡るという場面
です。
　文章の主語を問う問三の正答率は高めでしたが、和歌の主語を問う問
四では3割程度と比較的正答率が低く、合否を分けた問題となりました。
この問題は和歌を解釈して主語を読み取る問題であると同時に、助動詞
「む」の用法を問う文法の問題でもあります。古文では文章の主語が省
略されていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもありま
す。傍線部の前後だけに注目するのではなく、文章全体を通して、誰の
言葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕村上陽一郎『人間にとって科学とは何か』
　科学史家村上陽一郎が日本人の自然観について論じた文章から出題し
ました。生命倫理など専門家任せにしているわけにはいかない課題が増
えている時代において、一般市民の自然観や感性もそれらの検討・判断
する際に考慮すべきであるという筆者の主張を把握できればすんなりと
解ける問題でした。問七は正答率が幾分低かったですが、この文章の中
でカギとなる考え方である「社会的合理性」について正確に理解したう
えで、それに基づく合意形成のあり方を本文中から読み取れれば答えが
見つかりました。評論文において筆者の論理の展開をひとつひとつ順を
追って押さえていくことは大切です。
〔二〕松本清張『菊枕』
　中学校の美術教師である夫と女流俳人としての才能を開花させつつあ
る妻を描いた中編小説からの出題です。明治・大正時代の物語というこ
とで受験生の皆さんにとって古風でとっつきにくい作品ではないかと予
想しましたが、正答率はまずまずでした。このような文章を皆さんが十
分に読み解く力を持っていることが窺えました。
問九の正答率がやや低かったです。作中人物たちの心理がどのような方
法で描き出されているのか、どのような文体で語られているのかを把握
できることが文学作品を味わう鍵のひとつとなります。普段から文学作
品に慣れ親しんでください。
〔三〕『今鏡』
　出題箇所は、後朱雀天皇の中宮 子が若くして亡くなり、天皇が七夕
の日に中宮を思って悲しみの和歌を詠むという場面です。
　全体的には易しい問題で正答率も高かったのですが、人物の組み合わ
せを読み取る問三で正答率が4割弱と低かったのは残念です。
　古文では主語が省略されたり、一文の中で次々と主語が移り変わって
いったりする点に読み取りの難しさがありますが、丹念に文脈を追って
ゆけばどの動作が誰の行動なのかを理解することができます。傍線部の
前後だけに注目するのではなく、全体を通して登場人物の行動や感情の
動きを読み取るようにしましょう。

1月29日
〔一〕赤坂憲雄『東北学／もうひとつの東北』
　民俗学の創始者柳田國男の研究を批判する立場から論じ、民俗学の抱
える問題をあぶり出そうとする文章から出題しました。明治維新以降、
近代化のプロセスのなかで民俗的なものが発見された経緯を確認した上
で、柳田の方法の限界を説明しています。文体が独特で読みにくいと感
じたひともいるかもしれませんが、作者が主張を何度も繰り返している
ため、論理は辿りやすかったようです。ほとんどの問題が6割から7
割と高めの正答率でした。例外的に正答率が低かったのは、問一（３）
と問七で、問一（３）は「抵触」の意味がわかれば解けたでしょう。また、
接続語については丁寧に論理を辿れば解けるはずなので、途中で諦めず
に最後まで考える習慣をつけてください。
〔二〕奥田英朗『ホットコーナー』
　若いスター候補選手の加入により突然思い通りのプレーができなく
なったベテラン選手の心の動きや行動を、奇抜でユーモラスな医師との
関わりを通じて描く小説から出題しました。文章量は少し多めですが、
それぞれの場面での登場人物の状況や立場をしっかりと把握し、その
時々の心理状態を推測することができるかどうかを主に問うています。
　正答率は概ね良好でしたが、登場人物の小説内での役割を分析的に捉
えることができるかどうかを問うた問十二の正答率は残念ながら低めで
した。小説を読む際に、文章の中に身を置き、その時々の状況や心情を
自分のこととして体験することに加え、その文章を客観的に分析してみ
る視点を持つことを普段から心がけてください。

2月16日
〔一〕長谷川博隆『ローマ人の世界―社会と生活』
　ローマ帝国の人々の生活のさまざまな側面を論じた著作『ローマ人の
世界』に差し挟まれたコラムをひとつ選び、全文を出題しました。明快
に書かれた本文とは異なるこのコラムの文章は、自由闊達な論理展開の
仕方が特徴で、受験生にとっては文意を取るのが少し難しかったことで
しょう。実際、正答率が低めの問題が多くありました。段落の最初にお
かれた接続詞にとらわれすぎずに、各段落の内容そのものを把握しなが
ら読み進めていくのが、この文章をよく理解するコツです。
　問八は簡単な問題だろうと出題者は予想していましたが、受験生の正
答率は5割を切りました。本文に書かれた古代ローマの人々の考え方は
現代の日本の一般常識とは異なるということに、注意を向けてみて下さ
い。
〔二〕原田マハ『ハッピー・バースデー』
　就職活動に苦しむ主人公の女子大学生と彼女を取り巻く人々のやりと
りを描いた小説です。帰省先の広島を舞台に主人公の心の揺れ動く様子
を正確に追うことができるかという点を主に問いました。正答率は全体
的に高かったですが、問八の正答率は３割弱と低かったです。たまたま
入った居酒屋で働く同世代の女の子の前で失態を見せてしまったことを
主人公がどう感じ、どう気持ちを立て直していっているか、そんな心の
機微を読み取れれば解ける問題でした。それぞれの登場人物の関係性や
言葉のやりとりを丁寧に整理していく習慣を普段から身に付けてもらえ
ればと思います。
〔三〕『栄花物語』
　出題文は『栄花物語』です。藤原道長が政権を勝ち取っていく過程で、
当然ですが敗れ去っていく者たちもいます。中宮定子の最期が、歴史物
語ではどのように語られ、人々の涙を誘ったのか、じっくり味読してほ
しい名場面です。問一の小問Ｘは正答率3割弱でした。「御覧じきこし
めす」という最高敬語が決め手です。問三は、正答率7割程度。普段か
ら高校の教科書を音読している人なら、簡単に解けたはずです。授業を
大切にして下さい。問六は文学史の問題ですが、回答は４つの選択肢に
ほぼ均等に分かれました。教科書の文学史年表に出てくるような作品は、
頭に入れておくとよいでしょう。確実に点数の取れる問題を落としてし
まうのは、もったいないです。

3月10日
〔一〕『新作文宣言』梅田卓夫（他）
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　どんなに個性的に生きようとしても、自分自身を表現しようとすれば、
何らかの「鋳型」にはめ込まれてしまう。思春期や青年期には特有の悩
みだと思います。文章を書くという行為も同じ。それでも悪戦苦闘しな
がらより良い文章を書くことでしか、自分自身を向上させるすべはない、
というのが著者からのメッセージです。
　まず、漢字の正答率がとても低かったです。「冒頭」や「訓話」は普
段でもよく使われる表現ですが、選択肢に見慣れない表現があったから
かもしれません。少し論理が入り組んでいる箇所があったのですが、漢
字を除き、ほかの設問の正答率は比較的高かったと思います。時短が好
まれる時代ですが、時間をかけてよい文章を読む習慣をつけてほしいも
のです。
〔二〕綿矢りさ『手のひらの京』
　京都に住む奥沢家３姉妹の生活を描く『手のひらの京』のうち末っ子
の凜を扱った箇所から出題しました。前半は祖母との関係が凜の視点か
ら語られる部分で、凜が祖母を大切に思っていることが伝わってきます。
後半は、両親に猛反発をうけながらも「京都から出たい」と思う気持ち
を持て余し、自転車を飛ばして鴨川まで行き、凜が白さぎやもみじに自
分の姿を重ねるシーンです。凜が京都を愛していながら、自分が成長す
るためには一度故郷を離れなければならないと思っていることが理解で
きれば、答えは自然に導きだせたと思います。実際、全体的な正答率は
非常に高かったです。正答率が低かったのは問一でした。ひとつひとつ
の表現の意味を丁寧に辿りながら読むようになれば、小説の細かいニュ
アンスがもっとわかるようになります。

アドバイス
　現代文の問題文は評論、小説、随筆ともに昨年度よりも長くなってい
ます。特に、古文のない試験日程では問題文の長さだけでなく、問の立
て方にも工夫を凝らしています。現代文ですから各問題文の内容自体は
特別難しいわけではありませんが、文全体を比較的短時間で把握できる
読解力がないと、選択肢を絞り込むのが難しい問題もあったかもしれま
せん。解き方や時間配分などの対策も必要になってくるかもしれません。
　最近の傾向として、問題文の長短にかかわらず、文章全体を把握でき
ていないと答えが導けない問題を多く出題するようにしています。残念
ながら、こういった意図で出題された問題の正答率が極端に悪くなって
います。それぞれの問題の講評を読んで、正答率の悪い設問として指摘
されたものをもう一度確認してみると良いでしょう。傍線部の前後だけ
を確認して正解を絞ろうとする意図は理解できますが、それだけでは十
分な読解力があるとは言えません。段落ごとに問題文の内容をイメージ
としてまとめる練習をするといいでしょう。
　古文は語彙、文法がしっかりできていることが前提ですが、今回の設
問の中には時代背景などの知識があるとよりスムーズに文全体を理解で
きる作品もありました。受験勉強のための古文という考えではなく、歴
史的背景を理解し、一文学作品として興味を持って読む習慣をつけると
いいでしょう。作品の中には今の常識では考えられないような出来事や
言動が描かれていますし、また現代と全く同じようなふるまいや考えが
見つかることもあります。そういったことに関心を持つと、受験勉強も
楽しくなってきます。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二
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問九 4点
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問九 4点 問九 4点 問五 4点

三
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三
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問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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（2点×3）
問二 4点 問二 3点
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（2点×3）
問三 3点 問三 4点 問三 4点

問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二

問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二

問一
4点

（2点×2）

二

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三
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6点

（2点×3）

三
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6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）国語　文系科目　80分

20258



一般選抜入試［前期日程］（1月27日）国語　文系科目　80分
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点
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問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二
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（2点×2）
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6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）
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問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点
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問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点
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（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点
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6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点
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（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
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6点

（2点×3）
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問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。

一般選抜入試［前期日程］（1月27日）国語　文系科目　80分

20060
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

問二
4点

（2点×2）
問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問二 4点 問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問三 3点 問三 4点 問三 4点

問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二

問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二

問一
4点

（2点×2）

二

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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出題のねらい・結果を振り返って
1月27日
〔一〕宮下誠『20世紀絵画』
20世紀の西洋絵画に関する論説文ですが、出題したのは論述を展開
していくための準備となっている冒頭部分です。主観を重んじる西洋
芸術について論じていくために、その対極にある日本の芸術、それも
日本が世界に誇る庭園文化と西洋の庭園を比較しながら、両者の決定
的違いを明らかにしています。また芸術という視点から異文化理解と
は何かについても言及されています。
最も正答率が低かったのは、イギリス式庭園の成立に関する問三で
した。簡単すぎる問題かと思っていましたが、正答率43％という意外
な結果となりました。またこの文章を評したものとして適切な選択肢
を選ぶ問九の正答率が60％となっていました。問三は問われている箇
所の表現が抽象的であったこと、問九は反対に論述展開を抽象化しな
くてはならないことに原因があると判断されます。簡単なことではあ
りませんが、普段から抽象的思考や表現ができる力を養っておきま
しょう。
〔二〕吉村昭「ハタハタ」
東北の貧しい漁村で主人公の少年の父親と祖父が乗った船が遭難し
たことで生じる少年と母親の葛藤を描いた作品です。少年の視点から
語られた物語なので、母親の心情に関しては時系列で発せられる母親
の発言と行動、背景情報から読み取る必要があります。この点に関し

ては比較的正しく読み取れたのではないかと思います。一方で、問六
のように全体をしっかり読んで背景情報が理解できていれば解答でき
るはずの正答率が24％と非常に低かったのは残念でした。漁を始めた
い漁師たちと遺体収容を優先すべき組合役員との関係性がここでは問
われています。
小説や随筆では人物の特徴を背景情報（地の文）や何気ない心理描
写によって間接的に表しています。そういった細部までしっかり読み
込むことを普段の読書から意識することが現代文、特に小説では必要
になってくるでしょう。
〔三〕荒木田麗女『月のゆくへ』
荒木田麗女は江戸時代の女性作家です。麗女は歴史上の出来事を題
材にした歴史物語を得意としていました。出題文でも福原京への遷都
という出来事にまつわる男女の恋の物語が描写されています。
文章の解釈を問う問二、問三、問四の正答率は高めでしたが、大
将・小侍従・経尹らの人間関係を読み取ることが求められる問五では、
正答率が37．7％と低くなっていました。古文では文章の主語が省略さ
れていることが多く、それが読解を難しくしている原因でもあります。
傍線部の前後だけに注目するのではなく文章全体を通して、誰の言
葉・動作なのかを考えながら読むことを心がけてください。

1月28日
〔一〕三浦麻子「SNSを賢く使うために知っておきたいいくつかの
こと」

試験日
前期日程 中期日程 後期日程

1／27（3科目型） 1／28（3科目型） 2／2（3科目型） 2／3（2科目型） 2／16（3科目型） 3／10（2科目型）

［前期日程］
スタンダード3科目型
スタンダード2科目型
（文系）
［中期日程］
スタンダード3科目型
（文系）
［後期日程］
スタンダード2科目型
（文系）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

大
問

一

問一
6点

（2点×3）

問二
4点

（2点×2）
問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問二 4点 問二 3点

問二
6点

（2点×3）
問三 3点 問三 4点 問三 4点

問三 3点問四 4点 問三 4点問四 3点 問四 4点
問三 5点問四 4点問五 4点 問四 5点問五 4点 問五 5点

問五 4点 問四 4点問六 5点 問五 3点問六 5点 問六 4点
問六 3点問七 5点 問六 4点 問五 4点問七 5点 問七 5点
問七 3点問八 5点 問七 4点 問六 4点問八 5点 問八 4点 問八 4点問九 5点 問八 4点問九 4点 問九 5点 問七 5点問九 3点

二

問一
6点

（2点×3）
問九 4点

二

問一
4点

（2点×2）

二

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問十 4点

二

問一
6点

（2点×3）問十一 3点 問九 4点問二 4点
問二 3点 問二 3点 問十二 4点 問十 4点問三 3点 問二 3点
問三 3点 問三 3点 問十三 5点

問四 4点 問三 4点 問十一 4点

二

問一
6点

（2点×3）
問四 3点 問四 4点

問五 4点 問四 5点

二

問一 4点問五 5点 問五 4点
問六 4点

問五
6点

（3点×2）
問二 4点問二 3点問六 5点 問六 3点問七 3点 問三 4点 問三 4点問七 3点 問七 4点問八 3点 問六 3点問四 3点問八 5点 問八 4点 問四 5点問九 4点 問七 4点問五 3点

問九 4点 問九 4点 問五 4点

三

問一
6点

（2点×3）
問八 4点問六 3点

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）

三

問一
6点

（2点×3）
問六 5点問七 4点

問二 3点 問七 5点問八 4点
問二 4点 問二 4点問三 3点 問二 3点問九 4点 問八 4点
問三 3点 問三 4点問四 3点 問三 5点問十 4点

問九 5点問四 5点 問四 4点問五 3点 問四 4点問十一 4点
問十 5点問五 4点 問五 4点問六 4点 問五 4点問十二 4点
問十一 5点問六 3点 問六 3点問七 3点 問六 3点問十三 4点

合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点 合 計 100点

講評 国語一般選抜入試の採点を終えて

■大問〔一〕〔二〕は現代文、〔三〕は古文。解答方法は、全試験日マーク式。
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）

212

1 3 18 4 32 1

2 2 19 2 33 3

3 3 20 3 34 2

4 4 21 3 35 2

5 1 22 2 36 3

6 3 23 4 37 4

7 2 24 3 38 2

8 1 25 2 39 1

9 4 26 3 40 2

10 2 27 2 41 3

11 1 28 2 42 4

12 3 29 1 43 2

13 2 30 4 44 4

14 2 31 4 45 4

15 2 46 2

16 4 47 3

17 4 48 2

49 4

50 3

51 4

52 3

1 2 18 4 32 4

2 2 19 1 33 3

3 1 20 4 34 3

4 2 21 4 35 2

5 3 22 3 36 4

6 2 23 4 37 4

7 1 24 4 38 4

8 4 25 4 39 4

9 1 26 4 40 1

10 1 27 3 41 4

11 3 28 1 42 1

12 3 29 4 43 2

13 4 30 1 44 3

14 1 31 2 45 1

15 2 46 2

16 2 47 4

17 3 48 3

49 2

50 1

51 2

52 4

1 4 18 3 32 3

2 1 19 4 33 4

3 2 20 4 34 1

4 4 21 4 35 3

5 1 22 3 36 2

6 1 23 1 37 2

7 1 24 4 38 3

8 2 25 4 39 1

9 3 26 2 40 4

10 3 27 2 41 4

11 4 28 2 42 4

12 2 29 4 43 2

13 1 30 4 44 3

14 2 31 2 45 3

15 2 46 4

16 2 47 3

17 1 48 2

49 3

50 1

51 1

52 4

1 2 18 2 32 3

2 3 19 4 33 2

3 4 20 2 34 3

4 2 21 4 35 4

5 2 22 3 36 2

6 3 23 2 37 4

7 2 24 3 38 1

8 1 25 3 39 4

9 2 26 2 40 1

10 2 27 2 41 2

11 4 28 4 42 3

12 4 29 3 43 3

13 4 30 2 44 4

14 1 31 1 45 1

15 2 46 3

16 1 47 2

17 2 48 1

49 2

50 1

51 1

52 4
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）

216

2 1

5 3

4 6

3 4

1 2

2 4

1 2

4 1

3 1

3 2

4 3

4 2

3 2

4 4

2 1

1 3

2 1

4 1

3 3

1 2

4 1

3 4

4

4 1

2 3

2 5

3 1

1 2

1 4

3 2

4 3

1 3

2 4

3 2

4 3

4 1

2 2

1 3

4 1

3 4

3 2

1 1

3 1

4 2

1 4

2

4

3 1

2 4

1 4

4 1

3 2

2 1

4 4

2 5

4 3

1 4

1 2

4 3

4 3

3 4

1 1

3 4

2 3

1 3

1 2

1 1

3 1

2 2

3 4

3

4 1

4 2

2 2

3 1

3 3

1 2

4 4

2 4

3 3

2 1

4 3

4 3

3 3

4 2

3 2

1 3

3 1

4 4

1 1

2 2

2 1

4 4

64
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）

解
答
例
集
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）
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1 3 18 4 32 1

2 2 19 2 33 3

3 3 20 3 34 2

4 4 21 3 35 2

5 1 22 2 36 3

6 3 23 4 37 4

7 2 24 3 38 2

8 1 25 2 39 1

9 4 26 3 40 2

10 2 27 2 41 3

11 1 28 2 42 4

12 3 29 1 43 2

13 2 30 4 44 4

14 2 31 4 45 4

15 2 46 2

16 4 47 3

17 4 48 2

49 4

50 3

51 4

52 3

1 2 18 4 32 4

2 2 19 1 33 3

3 1 20 4 34 3

4 2 21 4 35 2

5 3 22 3 36 4

6 2 23 4 37 4

7 1 24 4 38 4

8 4 25 4 39 4

9 1 26 4 40 1

10 1 27 3 41 4

11 3 28 1 42 1

12 3 29 4 43 2

13 4 30 1 44 3

14 1 31 2 45 1

15 2 46 2

16 2 47 4

17 3 48 3

49 2

50 1

51 2

52 4

1 4 18 3 32 3

2 1 19 4 33 4

3 2 20 4 34 1

4 4 21 4 35 3

5 1 22 3 36 2

6 1 23 1 37 2

7 1 24 4 38 3

8 2 25 4 39 1

9 3 26 2 40 4

10 3 27 2 41 4

11 4 28 2 42 4

12 2 29 4 43 2

13 1 30 4 44 3

14 2 31 2 45 3

15 2 46 4

16 2 47 3

17 1 48 2

49 3

50 1

51 1

52 4

1 2 18 2 32 3

2 3 19 4 33 2

3 4 20 2 34 3

4 2 21 4 35 4

5 2 22 3 36 2

6 3 23 2 37 4

7 2 24 3 38 1

8 1 25 3 39 4

9 2 26 2 40 1

10 2 27 2 41 2

11 4 28 4 42 3

12 4 29 3 43 3

13 4 30 2 44 4

14 1 31 1 45 1

15 2 46 3

16 1 47 2

17 2 48 1

49 2

50 1

51 1

52 4
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数学（文系科目）（1/26実施分）

数学（文系科目）（1/28実施分）

数学（文系科目）（1/27実施分）

数学（文系科目）（1/29実施分）

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2）（x－3）（x＋3）（x－4） ⑵ イ i

⑶ ウ －19 エ 30 ⑷ オ －1，±√5

⑸ カ 6 キ 2 ⑹ ク 3 ケ 120°

〔Ⅱ〕

ア －√2≦t≦√2 イ t 2－1 
2

ウ －1 2 t 3＋2t 2＋ 3 2 t－2 エ √2

オ √2 
2 ＋2 カ －1 3 キ －61 27

〔Ⅲ〕

ⅰ ア xcosθ＋ysinθ＝1 イ y＝xtanθ

ⅱ ウ 1－2cosθ 
sinθ エ 2tanθ－ 1－2cosθ sinθ

ⅲ オ 8（tanθ＋ 1 
tanθ）

ⅳ

0∨θ∨π 2よりtanθ∧0であるから，相加平均≧相乗平均により，

台形の面積＝8（tanθ＋ 1 
tanθ）≧8・2 tanθ・ 1 

tanθ＝16

上の式の不等号が等号で成立するのはtanθ＝ 1 
tanθのとき，

すなわちtanθ＝1のときであるが，0∨θ∨π 2の範囲にあるθで

tanθ＝1を満たすものはπ 4である。

以上より，θ＝π 4のときに台形の面積は最小値16をとる。
別解：
　　　台形の面積 ＝8（tanθ＋ 1 

tanθ）＝8（ sinθ cosθ＋
cosθ 
sinθ）  

＝ 8 
sinθcosθ＝

16 
sin2θ

0∨θ∨π 2より0∨2θ∨πであるから，sin2θはθ＝
π 
4のとき最大

値1をとり，このとき台形の面積は最小値16をとる。

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－y＋3）（2x＋y＋1） ⑵ イ 3 
4 ウ 1 

4

⑶ エ 2 オ √2－√6 
4 ⑷ カ 1 

10 キ 3 
5

⑸ ク π 
2＜θ＜

5π 
6 ⑹ ケ 3 

5 OA＋
2 
5 OB コ 6√3 

5

〔Ⅱ〕

ⅰ ア （3p2＋2p）x－2p3－p2 イ －2p－1 ウ －1 3

ⅱ エ －1 2（q＋1）

ⅲ オ －1 2 カ －1 3 キ 1 
3
⎰
⎱（－1 2）

n－1

－1⎱⎰

〔Ⅲ〕

ⅰ ア v＝0 イ v＝1 4 u2

ⅱ ウ u≧2，u≦－2 エ v≦1 4 オ 1 
4 u2

ⅲ

2次方程式の解と係数の関係より，（u，v）∈Dであることと，
tの2次方程式

t 2－ut＋v＝0
が実数解をもつことは同値である。判別式より，これは
u2－4v≧0と同値である。また，

x2＋y2＝（x＋y）2－2xy＝u2－2v
より，x2＋y2≦1であることとu2－2v≦1は同値である。したが
って，Qの動く領域は

v≦1 4 u2　かつ　v≧ u2－1 
2

であり，これを図示すると下図の斜線部である（境界を含む）。

斜線部の面積は

∫－√2
√2（ 1 4 u2－ u2－1 

2 ）du＝2×∫
0

√2（－ 1 4 u2＋ 1 2）du＝2√2 3

v

u－√2 √2
0

－ 1 2

v＝1 4 u2

v＝ u2－1 
2

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋y）（x－y）（3x－2y） ⑵ イ a＞－1 ウ 4√a＋1

⑶ エ －2a＋7 ⑷ オ 6 カ 1 
2 n（n＋1）（4n－5）

⑸ キ √10≦r≦3√10 ⑹ ク 8√5 
21

〔Ⅱ〕
ⅰ ア 1 

8 イ 15 
4 √7 ウ 3 

2√7

ⅱ エ 9 オ 18 
5 カ 4：5 ⅲ キ 6

〔Ⅲ〕

ⅰ ア （1，－1） イ y＝（2p－2）x－p2

ⅱ ウ （ p 
2，－p） エ y＝（p－2）x－ p2 

4 ⅲ オ p3 
6

ⅳ

Cとnの接点をR，OPの中点をMとすると，Q，R，Mの座標

はⅱよりQ（ p 
2，－p），R（ p 

2，－p＋ p2 
4 ），M（ p 

2，－p＋ p2 
2 ）であ

る。したがって，Q，R，Mはいずれもx＝ p 
2上にあり，  

QR：RM＝1：1である。一方，P（p，p2－2p），Q（ p 
2，－p）より，

三角形OPQの面積は 1 2｜p・（－p）－（p2－2p）・p 
2｜＝

p3 
4 なので，

S2＝
p3 
4 ×

1 
4＝

p3 
16。

よって，S1：S2＝
p3 
6 ：

p3 
16＝8：3となる。

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－1）（x2＋4x＋7） ⑵ イ 9，27

⑶ ウ －1 2 x＋11 2 ⑷ エ 3√15 オ √15 
4

⑸ カ 1＋√5 
2 キ －1＋√5 

2 ⑹ ク 2・7n－1 ケ 5

〔Ⅱ〕
ⅰ ア 3√2 イ 60° ウ 3√3＋3

ⅱ エ 27√3 
2 ⅲ オ 3√2 カ 3（√6－√2） 

2

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －6 ⅱ イ 2 ウ －12

ⅲ エ －1＋√3 オ 3

ⅳ

方程式g（x）＝0の異なる2つの実数解をα，βとすると，解と 

係数の関係から，α＋β＝4，αβ＝－2－ f（k）である。一方， 

α3＋β3＝（α＋β）3－3αβ（α＋β）であることから，808＝64－12αβ

となり，αβ＝－62を得る。よって，－2－ f（k）＝－62となる

ので，k3－k2－8k－60＝0を解けば良い。

k3－k2－8k－60＝（k－5）（k2＋4k＋12）

であり，k2＋4k＋12＝（k＋2）2＋8＞0より，k2＋4k＋12＝0は実

数解を持たない。よって，（k－5）（k2＋4k＋12）＝0を満たすの

はk＝5。

数学（文系科目）（2/16実施分）

数学（理系科目）（1/27実施分）

〔Ⅰ〕
⑴ －10 ⑵ －720 ⑶ 3＜a

⑷ 2－2log2 ⑸ 3＋2√2

〔Ⅱ〕

ア － 1 10 イ 3√5 
10 ウ 21√11 

4

エ 15 
4 オ 7√5 

4 カ √11 
2

キ 3 
2（AP＝3 2でも可） ク 121 

48 √11（△CQR＝121 48 √11でも可）

〔Ⅲ〕

⑴　I1＋I2＝∫
0

1 1＋x2 
1＋x2

dx＝1

⑵　In＋In＋1 ＝∫
0

1 x2（n－1）（1＋x2） 
1＋x2

dx＝ 1 
2n－1

⑶　x＝tanθとすると I1 ＝∫
0

1 1 
1＋x2

dx＝∫
0

 dθ＝π 4

⑷　0≦x≦1において0≦ x2（n－1） 
1＋x2

≦x2（n－1）が成り立つので

　∫
0

1
0dx≦∫

0

1 x2（n－1） 
1＋x2

dx≦∫
0

1
x2（n－1）dx

　∴0≦In≦ 1 
2n－1が成り立つ。lim 

1 
2n－1＝0よりlim In＝0である。

⑸　Σ
N

（－1）n－1（In＋In＋1）＝Σ
N

（－1）n－1 
2n－1 ＝I1＋（－1）

N－1IN＋1が成り立つ。

　lim IN＋1＝0なのでΣ
∞
（－1）n－1 
2n－1 ＝I1＝

π 
4 である。

π  
4

n→∞ n→∞

n＝1 n＝1

N→∞ n＝1

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－y－3）（x－y＋8） ⑵ イ 9 
2 ウ （1 4，2）

⑶ エ －3√10 10 オ －√10 10 ⑷ カ 5 キ 2

⑸ ク 25 
72 ケ 7 

8 ⑹ コ y＝3x－8 サ 2±√6 
3

〔Ⅱ〕
ⅰ ア sinθcosθ イ 1 

2 sin
3θcosθ ウ 1 

2 sin
3θcos3θ

ⅱ エ cos2θ オ π 
4 ⅲ カ 1 

6
⎰
⎱1－（1 4）

n⎱
⎰

〔Ⅲ〕

ⅰ ア s＋t 
8 －

r 
4 イ s－t 

4 －4 ウ r

ⅱ エ 3s＋6r－24 オ s 
3＋2r－8 ⅲ カ 1 キ －1

ⅳ

ⅲの結果にc＝1とc＝－1を代入すると
　　l1：t＝3s－18，l2：t＝ s 

3－10

　　l'1：t＝3s－30，l'2：t＝ s 
3－6

となる。このl1，l2，l'1，l'2で囲まれた図形をst平面上に描く
と，下図のように
　　X（3，－9），Y（9 2，－9 2），Z（15 2 ，－15 2 ），W（9，－3）

を頂点とする平行四辺形となる。これら頂点の座標から，線
分XYの長さは

　　 （9 2－3）
2

＋（－9 2－（－9））
2

＝ （ 3 2）
2

＋（9 2）
2

＝ 3√10 2
頂点Zと直線l1との距離は

　　
｜3×15 2 －1×（－15 2 －18）｜ 

√3＋（－1）2

　　＝ 12 
√10＝

6√10 
5

と求まるので，l1，l2，l'1，l'2で 
囲まれた図形の面積は
　　3√10 2 × 6√10 5 ＝18

である。

数学（理系科目）（1/26実施分）

〔Ⅰ〕
⑴ √5 ⑵ 91 

216 ⑶ 2（x＝2も可）

⑷ －64 ⑸ 11 
18

〔Ⅱ〕

ア （－5，4，0） イ （－5，1，5） ウ 25√2 
2

エ （5－5s－5t，4s＋t，5t） オ （8 5，2，6 5）
カ 50 

3 キ 12√2π

〔Ⅲ〕

⑴　y'＝√2 
x
より，lの方程式は，

　y－√2log t＝√2 t（x－t）
　∴p＝√2（log t－1）

⑵　⑴より，mの方程式は

　y－√2log t＝ t 
√2（x－t）

　∴q＝ t 2 
√2＋√2log t

⑶　t＞0よりlの傾きは正，mの傾き
は負なのでq＞pである。したがって
　PQ ＝q－p  

＝ t 2 
√2＋√2log t－√2（log t－1） 

＝ t 2 
√2＋√2＝3√2

　t＞0よりt＝2である

⑷　⑶より，線分AQ，APの長さは

　AQ ＝ t 2＋⎰⎱√2log t－（ t 2 
√2＋√2log t）2⎱⎰

＝2√3
　AP ＝t 2＋⎰⎱√2log t－（√2（log t－1））2⎱⎰

＝√6

　よってsin∠AQP ＝AP PQ  

＝ √6 3√2＝
1 
√3

⑸　線線lとx軸との交点をR，点A
からx軸に下ろした垂線とx軸と
の交点をT（e2，0）とする。
t＝e2のときA（e2，2√2）であり，lの
方程式は

y＝√2 
e2

x＋√2
である。
√2 
e2

x＋√2＝0より，R（－e2，0）で
ある。
このとき，

△ART ＝ 1 2
⎰
⎱e2－（－e2）⎱⎰・2√2 

＝2√2e2

である。また，Cとx軸，x＝e2（直
線AT）で囲まれた部分の面積は

∫
1

2
√2 logxdx＝√2［x logx－x］1e

2

 
＝√2⎰⎱（2e2－e2）－（0－1）⎱⎰＝√2（e2＋1）
となる。したがって，求める面積
は

△ART－∫
1

2
√2 logxdx 

＝2√2e2－√2（e2＋1）
＝√2（e2－1）
である。

s6 10 18 30
l'1l1 l'2

l2

t
0

－6

－10

－30

－18

X

Y W

Z
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問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

問1 2

問2

（1） 3

（2） 2

（3） 4

問3 2

問4 1

問5 3

問6

（1） 2

（2） 3

（3） 2

問7 4

問8 4

〔Ⅱ〕

問1
（1） 3

（2） 2

問2 3

問3
（1） 8

（2） 1

問4 4

問5
（1） 2

（2） 4

問6 3

問7
（1） 1

（2） 3

問8 4

問題
番号 設問 正解

〔Ⅲ〕

問1 5

問2
（1） 4

（2） 2

問3 4

問4 2

問5 3

問6

（1） 1

（2）
（ⅰ） 2

（ⅱ） 4

問7 2

問8 4

〔Ⅳ〕

問1 8

問2 2

問3 1

問4 4

問5 3

問6 4

問7 4

問8 2

問9 3

問10 1

問11 1

問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

問1

（1） 4

（2） 2

（3） 1

問2
（1） 4

（2） 4

問3
（1） 3

（2） 1

問4
（1） 4

（2） 5

問5 4

問6 3

〔Ⅱ〕

問1 3

問2 4

問3 2

問4 4

問5 3

問6
（1） 1

（2） 2

問7
（1） 2

（2） 1

問8
（1） 4

（2） 2

問題
番号 設問 正解

〔Ⅲ〕

問1 4

問2 3

問3 2

問4 6

問5 4

問6
（1） 4

（2） 1

問7 3

問8 6

問9 2

問10 3

〔Ⅳ〕

問1
（1） 2

（2） 2

問2 6

問3 4

問4
（1） 1

（2） 3

問5 2

問6 6

問7 3

問8 2

問9 4

問10 4

問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

問1
（1） 4

（2） 2

問2 3

問3 3

問4

（1） 3

（2） 2

（3） 1

問5

（1） 3

（2） 1

（3） 2

問6 3

〔Ⅱ〕

問1 1

問2 2

問3
（1） 3

（2） 1

問4
（1） 5

（2） 4

問5 4

問6 3

問7 1

問8

（1） 6

（2） 2

（3） 4

問題
番号 設問 正解

〔Ⅲ〕

問1

（1） 2

（2） 3

（3） 1

問2 4

問3 3

問4
（1） 1

（2） 1

問5 4

問6 2

問7
（1） 6

（2） 2

問8 3

〔Ⅳ〕

問1 6

問2 2

問3 4

問4 3

問5 1

問6 4

問7 3

問8 2

問9 3

問10 1

問11 4

問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

問1 4

問2
（1） 4

（2） 1

問3 2

問4 4

問5 2

問6 3

問7 1

問8 2

問9 3

問10 3

〔Ⅱ〕

問1 1

問2 1

問3 1

問4 3

問5 2

問6
（1） 3

（2） 2

問7 2

問8 4

問9 4

問10 1

問題
番号 設問 正解

〔Ⅲ〕

問1
（1） 5

（2） 3

問2
（1） 2

（2） 7

問3 2

問4 1

問5 4

問6 3

問7 5

問8 4

問9 3

問10 1

〔Ⅳ〕

問1 3

問2 1

問3 3

問4 4

問5 2

問6 2

問7 3

問8 4

問9 4

問10 4

問11 1

政治経済・現代社会（1／27実施分） 政治経済・現代社会（1／28実施分）

政治経済・現代社会（2／2実施分） 政治経済・現代社会（2／16実施分）
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3 2 1

1 1 3

2 3 2

4 3 2

4 2 2

2 1 4

1 1 3

3 3 1

I 3 I 3 I 3

2 4 2

1 4

3 2

3 4

4 1

2 3

3 2

4 3

2 4

I 2 I 3

1 1

4 4 1

3 4 3

2 4 3

1 2 2

4 3 2

3 1 1

2 4 3

1 2 1

I 1 I 1 I 4

4 2 2

4 1

2 3

3 2

4 4

2 3

1 2

2 1

1 2

I 3 I 1

4 2

2 3 1

4 2 3

1 4 1

1 2 4

3 2 2

4 1 1

3 3 1

2 3 2

I 1 I 4 I 2

4 1 3

2 1

2 2

4 2

3 3

1 4

3 4

1 3

1 1

I 1 I 2

3 4

1 4 2

4 2 3

3 2 2

2 3 4

2 1 1

3 2 1

1 4 3

4 1 1

I 4 I 3 I 2

2 2 3

3 1

4 2

2 4

2 4

1 1

2 3

4 2

1 4

I 2 I 1

3 2
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数学（文系科目）（1/26実施分）

数学（文系科目）（1/28実施分）

数学（文系科目）（1/27実施分）

数学（文系科目）（1/29実施分）

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2）（x－3）（x＋3）（x－4） ⑵ イ i

⑶ ウ －19 エ 30 ⑷ オ －1，±√5

⑸ カ 6 キ 2 ⑹ ク 3 ケ 120°

〔Ⅱ〕

ア －√2≦t≦√2 イ t 2－1 
2

ウ －1 2 t 3＋2t 2＋ 3 2 t－2 エ √2

オ √2 
2 ＋2 カ －1 3 キ －61 27

〔Ⅲ〕

ⅰ ア xcosθ＋ysinθ＝1 イ y＝xtanθ

ⅱ ウ 1－2cosθ 
sinθ エ 2tanθ－ 1－2cosθ sinθ

ⅲ オ 8（tanθ＋ 1 
tanθ）

ⅳ

0∨θ∨π 2よりtanθ∧0であるから，相加平均≧相乗平均により，

台形の面積＝8（tanθ＋ 1 
tanθ）≧8・2 tanθ・ 1 

tanθ＝16

上の式の不等号が等号で成立するのはtanθ＝ 1 
tanθのとき，

すなわちtanθ＝1のときであるが，0∨θ∨π 2の範囲にあるθで

tanθ＝1を満たすものはπ 4である。

以上より，θ＝π 4のときに台形の面積は最小値16をとる。
別解：
　　　台形の面積 ＝8（tanθ＋ 1 

tanθ）＝8（ sinθ cosθ＋
cosθ 
sinθ）  

＝ 8 
sinθcosθ＝

16 
sin2θ

0∨θ∨π 2より0∨2θ∨πであるから，sin2θはθ＝
π 
4のとき最大

値1をとり，このとき台形の面積は最小値16をとる。

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－y＋3）（2x＋y＋1） ⑵ イ 3 
4 ウ 1 

4

⑶ エ 2 オ √2－√6 
4 ⑷ カ 1 

10 キ 3 
5

⑸ ク π 
2＜θ＜

5π 
6 ⑹ ケ 3 

5 OA＋
2 
5 OB コ 6√3 

5

〔Ⅱ〕

ⅰ ア （3p2＋2p）x－2p3－p2 イ －2p－1 ウ －1 3

ⅱ エ －1 2（q＋1）

ⅲ オ －1 2 カ －1 3 キ 1 
3
⎰
⎱（－1 2）

n－1

－1⎱⎰

〔Ⅲ〕

ⅰ ア v＝0 イ v＝1 4 u2

ⅱ ウ u≧2，u≦－2 エ v≦1 4 オ 1 
4 u2

ⅲ

2次方程式の解と係数の関係より，（u，v）∈Dであることと，
tの2次方程式

t 2－ut＋v＝0
が実数解をもつことは同値である。判別式より，これは
u2－4v≧0と同値である。また，

x2＋y2＝（x＋y）2－2xy＝u2－2v
より，x2＋y2≦1であることとu2－2v≦1は同値である。したが
って，Qの動く領域は

v≦1 4 u2　かつ　v≧ u2－1 
2

であり，これを図示すると下図の斜線部である（境界を含む）。

斜線部の面積は

∫－√2
√2（ 1 4 u2－ u2－1 

2 ）du＝2×∫
0

√2（－ 1 4 u2＋ 1 2）du＝2√2 3

v

u－√2 √2
0

－ 1 2

v＝1 4 u2

v＝ u2－1 
2

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋y）（x－y）（3x－2y） ⑵ イ a＞－1 ウ 4√a＋1

⑶ エ －2a＋7 ⑷ オ 6 カ 1 
2 n（n＋1）（4n－5）

⑸ キ √10≦r≦3√10 ⑹ ク 8√5 
21

〔Ⅱ〕
ⅰ ア 1 

8 イ 15 
4 √7 ウ 3 

2√7

ⅱ エ 9 オ 18 
5 カ 4：5 ⅲ キ 6

〔Ⅲ〕

ⅰ ア （1，－1） イ y＝（2p－2）x－p2

ⅱ ウ （ p 
2，－p） エ y＝（p－2）x－ p2 

4 ⅲ オ p3 
6

ⅳ

Cとnの接点をR，OPの中点をMとすると，Q，R，Mの座標

はⅱよりQ（ p 
2，－p），R（ p 

2，－p＋ p2 
4 ），M（ p 

2，－p＋ p2 
2 ）であ

る。したがって，Q，R，Mはいずれもx＝ p 
2上にあり，  

QR：RM＝1：1である。一方，P（p，p2－2p），Q（ p 
2，－p）より，

三角形OPQの面積は 1 2｜p・（－p）－（p2－2p）・p 
2｜＝

p3 
4 なので，

S2＝
p3 
4 ×

1 
4＝

p3 
16。

よって，S1：S2＝
p3 
6 ：

p3 
16＝8：3となる。

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－1）（x2＋4x＋7） ⑵ イ 9，27

⑶ ウ －1 2 x＋11 2 ⑷ エ 3√15 オ √15 
4

⑸ カ 1＋√5 
2 キ －1＋√5 

2 ⑹ ク 2・7n－1 ケ 5

〔Ⅱ〕
ⅰ ア 3√2 イ 60° ウ 3√3＋3

ⅱ エ 27√3 
2 ⅲ オ 3√2 カ 3（√6－√2） 

2

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －6 ⅱ イ 2 ウ －12

ⅲ エ －1＋√3 オ 3

ⅳ

方程式g（x）＝0の異なる2つの実数解をα，βとすると，解と 

係数の関係から，α＋β＝4，αβ＝－2－ f（k）である。一方， 

α3＋β3＝（α＋β）3－3αβ（α＋β）であることから，808＝64－12αβ

となり，αβ＝－62を得る。よって，－2－ f（k）＝－62となる

ので，k3－k2－8k－60＝0を解けば良い。

k3－k2－8k－60＝（k－5）（k2＋4k＋12）

であり，k2＋4k＋12＝（k＋2）2＋8＞0より，k2＋4k＋12＝0は実

数解を持たない。よって，（k－5）（k2＋4k＋12）＝0を満たすの

はk＝5。

数学（文系科目）（2/16実施分）

数学（理系科目）（1/27実施分）

〔Ⅰ〕
⑴ －10 ⑵ －720 ⑶ 3＜a

⑷ 2－2log2 ⑸ 3＋2√2

〔Ⅱ〕

ア － 1 10 イ 3√5 
10 ウ 21√11 

4

エ 15 
4 オ 7√5 

4 カ √11 
2

キ 3 
2（AP＝3 2でも可） ク 121 

48 √11（△CQR＝121 48 √11でも可）

〔Ⅲ〕

⑴　I1＋I2＝∫
0

1 1＋x2 
1＋x2

dx＝1

⑵　In＋In＋1 ＝∫
0

1 x2（n－1）（1＋x2） 
1＋x2

dx＝ 1 
2n－1

⑶　x＝tanθとすると I1 ＝∫
0

1 1 
1＋x2

dx＝∫
0

 dθ＝π 4

⑷　0≦x≦1において0≦ x2（n－1） 
1＋x2

≦x2（n－1）が成り立つので

　∫
0

1
0dx≦∫

0

1 x2（n－1） 
1＋x2

dx≦∫
0

1
x2（n－1）dx

　∴0≦In≦ 1 
2n－1が成り立つ。lim 

1 
2n－1＝0よりlim In＝0である。

⑸　Σ
N

（－1）n－1（In＋In＋1）＝Σ
N

（－1）n－1 
2n－1 ＝I1＋（－1）

N－1IN＋1が成り立つ。

　lim IN＋1＝0なのでΣ
∞
（－1）n－1 
2n－1 ＝I1＝

π 
4 である。

π  
4

n→∞ n→∞

n＝1 n＝1

N→∞ n＝1

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－y－3）（x－y＋8） ⑵ イ 9 
2 ウ （1 4，2）

⑶ エ －3√10 10 オ －√10 10 ⑷ カ 5 キ 2

⑸ ク 25 
72 ケ 7 

8 ⑹ コ y＝3x－8 サ 2±√6 
3

〔Ⅱ〕
ⅰ ア sinθcosθ イ 1 

2 sin
3θcosθ ウ 1 

2 sin
3θcos3θ

ⅱ エ cos2θ オ π 
4 ⅲ カ 1 

6
⎰
⎱1－（1 4）

n⎱
⎰

〔Ⅲ〕

ⅰ ア s＋t 
8 －

r 
4 イ s－t 

4 －4 ウ r

ⅱ エ 3s＋6r－24 オ s 
3＋2r－8 ⅲ カ 1 キ －1

ⅳ

ⅲの結果にc＝1とc＝－1を代入すると
　　l1：t＝3s－18，l2：t＝ s 

3－10

　　l'1：t＝3s－30，l'2：t＝ s 
3－6

となる。このl1，l2，l'1，l'2で囲まれた図形をst平面上に描く
と，下図のように
　　X（3，－9），Y（9 2，－9 2），Z（15 2 ，－15 2 ），W（9，－3）

を頂点とする平行四辺形となる。これら頂点の座標から，線
分XYの長さは

　　 （9 2－3）
2

＋（－9 2－（－9））
2

＝ （ 3 2）
2

＋（9 2）
2

＝ 3√10 2
頂点Zと直線l1との距離は

　　
｜3×15 2 －1×（－15 2 －18）｜ 

√3＋（－1）2

　　＝ 12 
√10＝

6√10 
5

と求まるので，l1，l2，l'1，l'2で 
囲まれた図形の面積は
　　3√10 2 × 6√10 5 ＝18

である。

数学（理系科目）（1/26実施分）

〔Ⅰ〕
⑴ √5 ⑵ 91 

216 ⑶ 2（x＝2も可）

⑷ －64 ⑸ 11 
18

〔Ⅱ〕

ア （－5，4，0） イ （－5，1，5） ウ 25√2 
2

エ （5－5s－5t，4s＋t，5t） オ （8 5，2，6 5）
カ 50 

3 キ 12√2π

〔Ⅲ〕

⑴　y'＝√2 
x
より，lの方程式は，

　y－√2log t＝√2 t（x－t）
　∴p＝√2（log t－1）

⑵　⑴より，mの方程式は

　y－√2log t＝ t 
√2（x－t）

　∴q＝ t 2 
√2＋√2log t

⑶　t＞0よりlの傾きは正，mの傾き
は負なのでq＞pである。したがって
　PQ ＝q－p  

＝ t 2 
√2＋√2log t－√2（log t－1） 

＝ t 2 
√2＋√2＝3√2

　t＞0よりt＝2である

⑷　⑶より，線分AQ，APの長さは

　AQ ＝ t 2＋⎰⎱√2log t－（ t 2 
√2＋√2log t）2⎱⎰

＝2√3
　AP ＝t 2＋⎰⎱√2log t－（√2（log t－1））2⎱⎰

＝√6

　よってsin∠AQP ＝AP PQ  

＝ √6 3√2＝
1 
√3

⑸　線線lとx軸との交点をR，点A
からx軸に下ろした垂線とx軸と
の交点をT（e2，0）とする。
t＝e2のときA（e2，2√2）であり，lの
方程式は

y＝√2 
e2

x＋√2
である。
√2 
e2

x＋√2＝0より，R（－e2，0）で
ある。
このとき，

△ART ＝ 1 2
⎰
⎱e2－（－e2）⎱⎰・2√2 

＝2√2e2

である。また，Cとx軸，x＝e2（直
線AT）で囲まれた部分の面積は

∫
1

2
√2 logxdx＝√2［x logx－x］1e

2

 
＝√2⎰⎱（2e2－e2）－（0－1）⎱⎰＝√2（e2＋1）
となる。したがって，求める面積
は

△ART－∫
1

2
√2 logxdx 

＝2√2e2－√2（e2＋1）
＝√2（e2－1）
である。

s6 10 18 30
l'1l1 l'2

l2

t
0

－6

－10

－30

－18

X

Y W

Z
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190

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）
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生　　物（1/28実施分）

〔Ⅰ〕

A ⑴ ① ヒストン ② ヌクレオソーム
③ クロマチン（繊維） ④ 基本転写因子
⑤ （転写）調節領域 ⑵ a d

⑶ ⒤ W c X g Y h Z b
ⅱ リプレッサーにラクトースの代謝産物が結合
すると 、オペレーターへの結合が妨げられ る。
その結果、R N Aポリメラーゼがプロモータ
ーに作用できるようになり、オペロンが転写
される。

B ⑴ ① 炭酸同化 ② 独立栄養
③ 従属栄養 ④ 葉緑体
⑤ チラコイド ⑥ ストロマ

⑵ ⒤ d ⅱ 作用スペクトル
ⅲ 光エネルギーの吸収により、電子を失った反
応中心のクロロフィルは、水から電子を受け
取って還元状態に戻る。その際に、電子を失
った水は分解されて、H + とともに酸素を発
生する。

⑶ ⒤ e ⅱ ルビスコ
ⅲ あ 6 い 18 う 12

〔Ⅱ〕

A ⑴ ゲノム
⑵ ⒤ ｄ　→　ｂ　→　ｃ　→　ａ
ⅱ 分化した細胞の核にも発生に必要な遺伝情報
が保持されており、分化した細胞の核を未受
精卵に移すと受精卵のように発生する 。

ⅲ 移植した核の遺伝子が発現したから
⑶ iPS細胞は、胚を使わないため、ヒト胚の破壊という
倫理的な問題を回避できる。

B ⑴ ① 内分泌腺 ② ホルモン

〔Ⅰ〕

A ⑴ 糖（デオキシリボース）⑵ X f Y e
⑶ ⒤ 二重らせん構造 ⅱ 水素結合 ⅲ d
⑷ ⒤ 相補性
ⅱ アデニン と チミン グアニン と シトシン

⑸ ⒤ 酵素：DNAポリメラーゼ（合成酵素）役割：ヌクレオチド鎖を新たに合成する
酵素：DNAヘリカーゼ 役割：DNAの二重らせん構造をほどく
酵素：DNAリガーゼ 役割：合成されたヌクレオチド鎖の断片をつなぐ

ⅱ 半保存的複製
B ⑴ ① 原核 ② 真核 ③ 核

④ サイトゾル（細胞質基質）
⑵ エネルギーを利用する。（代謝する。）
自分と同じ構造の個体をつくる。（遺伝のしくみをもつ。DNAをもつ。）
恒常性を維持する。（体内の状態を一定に保つ）

⑶ ⒤ e ⅱ あ g い f
⑷ ⒤ 水中で二重層を形成し、内外を隔てる構造と

なる。
ⅱ 生体膜にはリン脂質の二重層にタンパク質が
モザイク状に分布している。リン脂質とタン
パク質は、生体膜中を水平方向に自由に移動
したり、回転したりできる

〔Ⅱ〕

A ⑴ ① 始原 ② 精原 ③ 卵原
一次精母 ⑤ 二次精母 ⑥ 精
一次卵母 ⑧ 二次卵母

④

⑦

⑵ A 核 B ミトコンドリア C べん毛
⑶ ⒤ あ 2 い 2 う 1
ⅱ 発生に必要な栄養を 1 つの細胞に集中させる
ことができる。

B ⑴ ① 筋繊維（筋細胞） ② 明帯

生　　物（2/16実施分）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 末しょう ④ 脊髄
⑤ 小脳 ⑥ 中脳
⑦ 延髄 ⑧ 白質
⑨ 交感 ⑥と⑦は順不同

⑵ 恒常性（ホメオスタシス）
⑶ a，b，f ⑷ 新皮質（連合野）
⑸ ⒤ c
ⅱ【W】 b 【X】 b 【Y】 a 【Z】 a
ⅲ ペースメーカー

〔Ⅲ〕

A ⑴ X 3 Y 8 Z 3
⑵ ① f ② g ③ k ④ b
⑤ j ⑥ l ⑦ c ⑧ i

⑶ 重複受精
⑷ ⒤ 24 ⅱ 36 ⅲ 12 ⅳ 24
⑸ ⒤ c　 d
ⅱ 助細胞が 2 つとも破壊されると誘引率がほぼ
0 ％になり、 1 つこわされると 7 0 ％くらい
にさがっている 。助細胞がこわれてなければ
1 0 0 ％に近いことから、助細胞の両方から
誘引物質がでていると考えられる。

B ⑴ ① 調整（調節） ② 生物多様性 ③ 遺伝的（遺伝子の）
⑵ ⒤ b，d ⅱ a，f ⅲ c，e
⑶ 絶滅危惧種 ⑷ 食物網
⑸ 外 来 生 物
⑹ ⒤ 間接効果
ⅱ 魚がいないことでトンボの個体数が増え、捕
食によりハチの個体数が減少してしまったた
め。

ⅲ キーストーン種 ⅳ 共生（相利共生）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 暗帯 ④ 筋小胞体
⑤ トロポニン ⑥ トロポミオシン

⑵【あ】 b 【い】 c
⑶ b ⑷ 筋原繊維
⑸ ⒤ 横紋筋 ⅱ サルコメア（筋節）
⑹ ’a → ｄ → ｃ → ｂ → a
⑺ 単収縮

〔Ⅲ〕

A ⑴ ① 中性植物 ② 光周性 ③ フロリゲン（FTタンパク質）（花成ホルモン）
⑵【あ】 a 【い】 b
⑶ ⒤ 植物A 長日植物 植物B 短日植物
ⅱ 植物A 植物B
条件1 ○ ○
条件2 × ○
条件3 ○ ×
条件4 ○ ○

⑷ a
B ⑴ ① 生物群集　群集 ② 生態系 ③ 競争（種間競争）

捕食 ⑤ 集中 ⑥ 一様
ランダム ⑧ 標識再補

④

⑦

⑵ ⒤ 環境形成作用（反作用）
ⅱ ヒトがフロンガスを排出したことによるオゾン
層の破壊

⑶ 5（個体/k㎡）
⑷ c
⑸ X c Y a Z b
⑹ 432

情　　報（1/29実施分）

〔Ⅰ〕設問A
ア イ ウ エ オ

設問B
カ キ

9 2 3 4 8 6 2

〔Ⅱ〕
設問A 10 設問B 9

設問C
1 2 3 4

○ × × ×

〔Ⅲ〕 設問
1.

ア
2.

イ ウ エ オ

83 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0

3.
カ キ ク ケ

a f k j

〔Ⅳ〕

設問A

var students = 6 # 受講生数（N = 6）
var groups = 3 # グループの数（M = 3）
var count = 1 # グループ番号の初期値
var gID[students] # 受講生に割り当てるグループ番号
var i
for i = 0 to students - 1
   gID [i] = count
   count = count + 1

   if 

       count = 1
   end
end

設問B
出席番号 1 2 3 4 5 6

グループ番号 3 1 2 1 3 2
設問C ⑴ select1 = i ⑵ イ ⑶ ウ

設問D

# 配列変数 gID, oldGID はあらかじめ定義され初期値が与え
られている
# 配列変数 はあらかじめ定義され初期値として 0 
が与えられている
var i, ng, og
# 受講生を順に調べていく
for i = 0 to students - 1
   ng = gID [i] # その受講生の新グループ番号を得る

   og = 

count > groups

oldGID [i]

〔Ⅳ〕設問D

   if  # メモが初期値のままであれば

       

   else

      if 

          

      end
   end
end
# 全員が同じ旧グループだと判定された新グループの数を表示
する
var same = 0
for i = 0 to groups - 1

   if 

          

   end
end
print ("same member case : ", same)

〔Ⅴ〕
設問A

1. 1 6 9 0 0 0 0 0 0 人

2.
年 旅行種類 旅行目的 割合

2021 （国内旅行）
宿泊 出張・業務 0.35

3.
年 旅行種類 割合

2022 （国内旅行）
日帰り 0.75

設問B （3），（4）

〔Ⅵ〕

設問A
ア イ ウ エ オ カ キ ク

（2） （4） g 30 （4） 0.02 （1） 40

設問B
ケ コ サ シ

250 343 339 0.005
（または5×10‒3）

memo[ng-1] == 0

memo [ng-1] = og

memo [ng-1]! = og

same = same + 1

1 1

2 1

2 4

3 1

2 4

4 3

1 4

2 2

4 2

3 3

2 1

2 1

4

1

3

4

2

2

3

4

2 1

3 2

1 2

4 3

2 1

4 2

2 4

1 2

3 3

1 1

3 2

2

1

1

2

2

3

4

4
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）

解
答
例
集
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問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 3

〔Ⅳ〕

18 4

〔Ⅶ〕

35 2

2 2 19 4 36 2

3 1 20 4 37 3

4 3 21 2 38 3

5 2 22 3 39 3

6 1 23 4 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 2 41 1

8 2 25 2 42 4

9 3
〔Ⅴ〕

26 3 43 4

10 2 27 1 44 3

11 3

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 2 29 2 46 4

13 3 30 4

〔Ⅷ〕

47 4

〔Ⅲ〕

14 2 31 1 48 4

15 1

〔Ⅶ〕

32 4 49 2

16 1 33 4 50 2

17 3 34 1 51 3

52 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

1 1

〔Ⅳ〕

18 2

〔Ⅶ〕

35 2

2 4 19 4 36 2

3 1 20 2 37 1

4 2 21 4 38 1

5 1 22 4 39 4

6 1 23 2 40 4

〔Ⅱ〕

7 3 24 1 41 3

8 1 25 1 42 4

9 4
〔Ⅴ〕

26 1 43 4

10 3 27 3 44 2

11 2

〔Ⅵ〕

28 1 45 2

12 3 29 3 46 4

13 2 30 4

〔Ⅷ〕

47 3

〔Ⅲ〕

14 1 31 3 48 3

15 2

〔Ⅶ〕

32 1 49 4

16 4 33 4 50 1

17 4 34 4 51 1

52 1

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 1

② 3 ② 3 ② 4

③ 4 ③ 1 ③ 4

④ 2 ④ 4 ④ 4

⑤ 4 ⑤ 3 ⑤ 3

⑥ 2 ⑥ 1 ⑥ 1

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 3

⑧ 4 ⑧ 1 ⑧ 1

⑨ 3 ⑨ 2 ⑨ 3

⑩ 2 ⑩ 4 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 3 ⑪ 2

⑫ 1 ⑫ 2 ⑫ 4

⑬ 3 ⑬ 1 ⑬ 3

⑭ 1 ⑭ 3 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 2 ⑮ 3

⑯ 2

⑰ 4

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

問題
番号 設問 正解 問題

番号 設問 正解 問題
番号 設問 正解

〔Ⅰ〕

① 2

〔Ⅱ〕

① 3

〔Ⅲ〕

① 4

② 3 ② 4 ② 1

③ 4 ③ 4 ③ 3

④ 2 ④ 2 ④ 4

⑤ 2 ⑤ 1 ⑤ 3

⑥ 4 ⑥ 2 ⑥ 4

⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 2

⑧ 1 ⑧ 2 ⑧ 2

⑨ 2 ⑨ 3 ⑨ 1

⑩ 4 ⑩ 1 ⑩ 3

⑪ 3 ⑪ 2 ⑪ 3

⑫ 1 ⑫ 1 ⑫ 1

⑬ 4 ⑬ 4 ⑬ 3

⑭ 2 ⑭ 1 ⑭ 2

⑮ 1 ⑮ 3 ⑮ 2

⑯ 1

⑰ 2

⑱ 1

⑲ 1

⑳ 2

英 語（2／16実施分） 英 語（3／10実施分）

日 本 史（1／27実施分） 日 本 史（1／28実施分）

解
答
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〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋1）（x－5y）（x＋2y）

⑵ イ 33 ウ 36 ⑶ エ 3

⑷ オ 3
44 カ 29

44
⑸ キ －3 ク 11

2

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 0 イ 2

ⅱ
ウ （ t－1）（ t＋a） エ －1 オ 2

カ a≧3 キ a≦－3

ⅲ ク －1 ケ 0

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 1
2

ⅱ イ 2 ウ －254 エ －23 オ 349
108

ⅲ カ －2＜ t＜3

ⅳ

f′（x）＝3x2－4x－4＝（3x＋2）（x－2）であるので，f′（x）＝0を解けば

x＝－23，2．よって，f（x）は x＝－23，2で極値をとる．グラフの

増減を調べることで，x＝－23で極大値，x＝2で極小値をとること
がわかる．

f －23 ＝t2－t＋9427＝ t－12
2
＋349108＞0

であり，tの値に関わらず f －23 ＞0である．

（※ここまでの議論はⅲでも使う．）
よって，実数解の個数が2個であるためには，f（2）＝t2－t－6＝0で
なくてはならない．t2－t－6＝0のとき，
f（x）＝x3－2x2－4x＋8＝（x＋2）（x－2）2であるので，
f（x）＝0のふたつの実数解は－2，2．また，－2≦x≦2においては
f（x）≧0であるので，y＝f（x）と y＝0とで囲まれた図形の面積は

（x3－2x2－4x＋8）dx＝ 1
4x4－23x3－2x2＋8x

－2

2
＝643 ．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x＋2y－3）（2x－y＋1）

⑵ イ 22

⑶ ウ 62 エ 18

⑷ オ π

6，
5
6π カ 3

4
⑸ キ 4：3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 2a＋2b イ －2a ウ －2

ⅱ エ 1
3－k（5a＋4b） オ 3：2

ⅲ カ －4

〔Ⅲ〕

ⅰ ア 2 イ 2x－1

ⅱ ウ 3
4 エ 3

2 オ 3
2 カ 3

4

ⅲ

a＝94のとき，Dの方程式は－x2＋92x－4516，C と Dの2

つの共通接線の方程式は l1：y＝32x－916と l2：y＝3x－94

である．l1と l2の交点の x座標は x＝98である．

求める図形の面積は

x2－ 3
2x－916 dx＋ x2－ 3x－94 dx

＋ 3x－94 － －x2＋92x－4516 dx

＋ 3
2x－916 － －x2＋92x－4516 dx

＝2× x－34
2
dx＋ x－32

2
dx ＝ 9128

〔Ⅰ〕

⑴ ア 3（x＋y）（y＋z）（ z＋x）

⑵ イ 13 ウ 33

⑶ エ 3
7＜x≦12，x≧3

⑷ オ 2 ⑸ カ 1＋ 3

〔Ⅱ〕

ⅰ ア 1
6 イ 1

3
ⅱ ウ 7

36 エ 2
9 オ 2

7
ⅲ カ 43

216 キ 8
43

〔Ⅲ〕

ⅰ ア －1 イ －5 ウ －17527

ⅱ
エ －4＜P＜0，0＜P オ （1，2P＋3）

カ －1P x＋2P＋1P ＋3

ⅲ

直線 mは線分 QR の垂直二等分線なので，OQ＝OR のとき
mは原点 Oを通る．このとき，（ⅲ）から

2p＋1p ＋3＝0⇔ p＝－1，－12．

このうち絶対値が最も大きいのは p＝－1．
p＝－1のとき，OM＝ 2，QR＝26なので，

三角形 OQR の面積は12×QR×OM＝12×26× 2＝23．

〔Ⅰ〕

⑴ ア （x－2y－2）（5x－y＋1）

⑵ イ －t2＋t＋1 ウ 5
4

⑶ エ 7

⑷ オ 9x－15 カ 108

⑸ キ 2
3 ク 80

243

〔Ⅱ〕

ⅰ ア a＞27－6

ⅱ イ 2 ウ －4x＋9 エ 8x－39

ⅲ オ 18 カ 15

〔Ⅲ〕

ⅰ ア π

3
ⅱ イ 4sinucosu

（または2sin2u） ウ π

4
ⅲ エ 1

2 sinu オ 1
2 3＋cos2u

ⅳ カ 2cosu キ 4cosv

ⅴ

△OPQの面積が△OQA の面積と等しいとき PQ＝QA だか
ら PM：MA＝1：3である．
この比とⅳの結果 PM＝2cosu，MA＝4cosvを合わせると

cosv＝32cosuが得られる．

これとⅲで求めた cosv＝12 3＋cos2uから

cosu＝ 6
4 となり，sinu＝ 1－cos2u＝ 10

4 となる．

よって求める面積は

4sinucosu＝4・ 64・
10
4 ＝ 15

2 である．

数学（文系科目）（1／27実施分） 数学（文系科目）（1／28実施分）

数学（文系科目）（2／2実施分） 数学（文系科目）（2／3実施分）
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生　　物（1/28実施分）

〔Ⅰ〕

A ⑴ ① ヒストン ② ヌクレオソーム
③ クロマチン（繊維） ④ 基本転写因子
⑤ （転写）調節領域 ⑵ a d

⑶ ⒤ W c X g Y h Z b
ⅱ リプレッサーにラクトースの代謝産物が結合
すると 、オペレーターへの結合が妨げられ る。
その結果、R N Aポリメラーゼがプロモータ
ーに作用できるようになり、オペロンが転写
される。

B ⑴ ① 炭酸同化 ② 独立栄養
③ 従属栄養 ④ 葉緑体
⑤ チラコイド ⑥ ストロマ

⑵ ⒤ d ⅱ 作用スペクトル
ⅲ 光エネルギーの吸収により、電子を失った反
応中心のクロロフィルは、水から電子を受け
取って還元状態に戻る。その際に、電子を失
った水は分解されて、H + とともに酸素を発
生する。

⑶ ⒤ e ⅱ ルビスコ
ⅲ あ 6 い 18 う 12

〔Ⅱ〕

A ⑴ ゲノム
⑵ ⒤ ｄ　→　ｂ　→　ｃ　→　ａ
ⅱ 分化した細胞の核にも発生に必要な遺伝情報
が保持されており、分化した細胞の核を未受
精卵に移すと受精卵のように発生する 。

ⅲ 移植した核の遺伝子が発現したから
⑶ iPS細胞は、胚を使わないため、ヒト胚の破壊という
倫理的な問題を回避できる。

B ⑴ ① 内分泌腺 ② ホルモン

〔Ⅰ〕

A ⑴ 糖（デオキシリボース）⑵ X f Y e
⑶ ⒤ 二重らせん構造 ⅱ 水素結合 ⅲ d
⑷ ⒤ 相補性
ⅱ アデニン と チミン グアニン と シトシン

⑸ ⒤ 酵素：DNAポリメラーゼ（合成酵素）役割：ヌクレオチド鎖を新たに合成する
酵素：DNAヘリカーゼ 役割：DNAの二重らせん構造をほどく
酵素：DNAリガーゼ 役割：合成されたヌクレオチド鎖の断片をつなぐ

ⅱ 半保存的複製
B ⑴ ① 原核 ② 真核 ③ 核

④ サイトゾル（細胞質基質）
⑵ エネルギーを利用する。（代謝する。）
自分と同じ構造の個体をつくる。（遺伝のしくみをもつ。DNAをもつ。）
恒常性を維持する。（体内の状態を一定に保つ）

⑶ ⒤ e ⅱ あ g い f
⑷ ⒤ 水中で二重層を形成し、内外を隔てる構造と

なる。
ⅱ 生体膜にはリン脂質の二重層にタンパク質が
モザイク状に分布している。リン脂質とタン
パク質は、生体膜中を水平方向に自由に移動
したり、回転したりできる

〔Ⅱ〕

A ⑴ ① 始原 ② 精原 ③ 卵原
一次精母 ⑤ 二次精母 ⑥ 精
一次卵母 ⑧ 二次卵母

④

⑦

⑵ A 核 B ミトコンドリア C べん毛
⑶ ⒤ あ 2 い 2 う 1
ⅱ 発生に必要な栄養を 1 つの細胞に集中させる
ことができる。

B ⑴ ① 筋繊維（筋細胞） ② 明帯

生　　物（2/16実施分）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 末しょう ④ 脊髄
⑤ 小脳 ⑥ 中脳
⑦ 延髄 ⑧ 白質
⑨ 交感 ⑥と⑦は順不同

⑵ 恒常性（ホメオスタシス）
⑶ a，b，f ⑷ 新皮質（連合野）
⑸ ⒤ c
ⅱ【W】 b 【X】 b 【Y】 a 【Z】 a
ⅲ ペースメーカー

〔Ⅲ〕

A ⑴ X 3 Y 8 Z 3
⑵ ① f ② g ③ k ④ b
⑤ j ⑥ l ⑦ c ⑧ i

⑶ 重複受精
⑷ ⒤ 24 ⅱ 36 ⅲ 12 ⅳ 24
⑸ ⒤ c　 d
ⅱ 助細胞が 2 つとも破壊されると誘引率がほぼ
0 ％になり、 1 つこわされると 7 0 ％くらい
にさがっている 。助細胞がこわれてなければ
1 0 0 ％に近いことから、助細胞の両方から
誘引物質がでていると考えられる。

B ⑴ ① 調整（調節） ② 生物多様性 ③ 遺伝的（遺伝子の）
⑵ ⒤ b，d ⅱ a，f ⅲ c，e
⑶ 絶滅危惧種 ⑷ 食物網
⑸ 外 来 生 物
⑹ ⒤ 間接効果
ⅱ 魚がいないことでトンボの個体数が増え、捕
食によりハチの個体数が減少してしまったた
め。

ⅲ キーストーン種 ⅳ 共生（相利共生）

〔Ⅱ〕

B ⑴ ③ 暗帯 ④ 筋小胞体
⑤ トロポニン ⑥ トロポミオシン

⑵【あ】 b 【い】 c
⑶ b ⑷ 筋原繊維
⑸ ⒤ 横紋筋 ⅱ サルコメア（筋節）
⑹ ’a → ｄ → ｃ → ｂ → a
⑺ 単収縮

〔Ⅲ〕

A ⑴ ① 中性植物 ② 光周性 ③ フロリゲン（FTタンパク質）（花成ホルモン）
⑵【あ】 a 【い】 b
⑶ ⒤ 植物A 長日植物 植物B 短日植物
ⅱ 植物A 植物B
条件1 ○ ○
条件2 × ○
条件3 ○ ×
条件4 ○ ○

⑷ a
B ⑴ ① 生物群集　群集 ② 生態系 ③ 競争（種間競争）

捕食 ⑤ 集中 ⑥ 一様
ランダム ⑧ 標識再補

④

⑦

⑵ ⒤ 環境形成作用（反作用）
ⅱ ヒトがフロンガスを排出したことによるオゾン
層の破壊

⑶ 5（個体/k㎡）
⑷ c
⑸ X c Y a Z b
⑹ 432

情　　報（1/29実施分）

〔Ⅰ〕設問A
ア イ ウ エ オ

設問B
カ キ

9 2 3 4 8 6 2

〔Ⅱ〕
設問A 10 設問B 9

設問C
1 2 3 4

○ × × ×

〔Ⅲ〕 設問
1.

ア
2.

イ ウ エ オ

83 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0

3.
カ キ ク ケ

a f k j

〔Ⅳ〕

設問A

var students = 6 # 受講生数（N = 6）
var groups = 3 # グループの数（M = 3）
var count = 1 # グループ番号の初期値
var gID[students] # 受講生に割り当てるグループ番号
var i
for i = 0 to students - 1
   gID [i] = count
   count = count + 1

   if 

       count = 1
   end
end

設問B
出席番号 1 2 3 4 5 6

グループ番号 3 1 2 1 3 2
設問C ⑴ select1 = i ⑵ イ ⑶ ウ

設問D

# 配列変数 gID, oldGID はあらかじめ定義され初期値が与え
られている
# 配列変数 はあらかじめ定義され初期値として 0 
が与えられている
var i, ng, og
# 受講生を順に調べていく
for i = 0 to students - 1
   ng = gID [i] # その受講生の新グループ番号を得る

   og = 

count > groups

oldGID [i]

〔Ⅳ〕設問D

   if  # メモが初期値のままであれば

       

   else

      if 

          

      end
   end
end
# 全員が同じ旧グループだと判定された新グループの数を表示
する
var same = 0
for i = 0 to groups - 1

   if 

          

   end
end
print ("same member case : ", same)

〔Ⅴ〕
設問A

1. 1 6 9 0 0 0 0 0 0 人

2.
年 旅行種類 旅行目的 割合

2021 （国内旅行）
宿泊 出張・業務 0.35

3.
年 旅行種類 割合

2022 （国内旅行）
日帰り 0.75

設問B （3），（4）

〔Ⅵ〕

設問A
ア イ ウ エ オ カ キ ク

（2） （4） g 30 （4） 0.02 （1） 40

設問B
ケ コ サ シ

250 343 339 0.005
（または5×10‒3）

memo[ng-1] == 0

memo [ng-1] = og

memo [ng-1]! = og

same = same + 1

1 1

2 1

2 4

3 1

2 4

4 3

1 4

2 2

4 2

3 3

2 1

2 1

4

1

3

4

2

2

3

4

2 1

3 2

1 2

4 3

2 1

4 2

2 4

1 2

3 3

1 1

3 2

2

1

1

2

2

3

4

4


